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 （開会宣言  午前１０：００）  

 

委  員  長   定刻少し前ですけど、皆さん、おそろいです ので、ただいまより

予算決算常任委員会を開会いたします。  

(挨拶 ) 

それでは、続いて、議長、お願いします。  

議   長   （挨拶）  

委  員  長   では、町長、御挨拶をお願い いたします。  

町   長   （挨拶）  

委  員  長   ありがとうございました。  

本日は、委員全員が出席されております。また、議長にも御同席

い た だ い て お り ま す し 、 説 明 の た め 、 町 長 、 副 町 長 、 教 育 長 、 各

課長、局長、所長及び会計管理者の出席を求めました。  

なお、職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

今定例会は、付託件数が多いため、 本委員会は、本日と明日６日

の２日間を予定しております。  

それでは、去る８月３１日、本委員会に付託されました議案１９

件の審査及び協議に入ります。  

会議次第に記載されている順序に従って、議案ごとに詳細説明を

受けた後、質疑に入りたいと思います。  

質疑においては、一問一答式で行いますので 、御協力をお願いい

たします。  

また、理事者におかれては、簡潔に要点を要領よく 御説明いただ

きたいと思います。  

それでは初めに、議案第５４号  令和３年度美浜町一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします  

なお、本議案の説明については 、決算書のほかに決算の概要、主

要施策説明書など多くの資料がございますので、適宜区切りながら

説明と質疑を行って、審議を進めていきたいと思います。  

順序としましては、 初めに歳入歳出決算書及び決算の概要の説明

を受けて質疑を行い、次に主要施策説 明書について、幾つかの款で

区切って説明を受け質疑を行い、その後 、定額資金運用状況の説明

と質疑を行いたいと思いますが、 御異議ございませんか。  
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 （なしの声あり）  

委  員  長   御異議がないようですので、議案第５４号の審議については 、適

宜区切りながら説明と質疑を行って審議を進めていきたいと思いま

す。  

それでは初めに、令和３年度美浜町一般会計歳入歳出決算書及び

決算の概要について、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   ただいまの令和３年度美浜町一般会計歳入歳出決算書及び決算の

概要の説明について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   概要の３ページのところなんですけれども、町税の推移と表があ

る中で、固定資産税がばんと上がっとるんですけど、その理由とし

て、町内企業の設備投資が増加したことということが書かれておる

んですが、これ、関西電力ですよね。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   おっしゃるとおり、関電の 特重施設の完成に伴ってでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   当初予算のときにですね、町税の収入における、関西電力の割合

というのを聞いたんですが、決算規模ではどのような割合になって

いるのか、お聞きします。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   決算規模で申し上げます。まず、町税の総額に占める原子力発電

所 の 割 合 で よ ろ し い で す か ね 。 令 和 ３ 年 度 は ６ ９ .５ ３ ％ で ご ざ い

ま す 。 ち な み に 、 令 和 ２ 年 度 は ５ ３ .０ ７ ％ で 、 大 幅 に 上 が っ て ご

ざいます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   当初予算のときは、法人と固定資産税とか土地分とかちょっと、

かなり詳細に内訳示してもらったんですが、その辺はいかがですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   数字のほうでよろしいですかね。  

町 税 で は 、 ま ず 法 人 町 民 税 で ご ざ い ま す が 、 ８ ０ ３ 万 ７ ,０ ０ ０

円 で す ね 。 あ と 固 定 資 産 税 で ご ざ い ま す が 、 土 地 家 屋 償 却 資 産 ご
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 ざ い ま す け れ ど も 、 総 額 ２ ９ 億 ７ ,０ ７ ９ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 と な っ て

ございます。  

以上です。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   決算書の１ページと２ページなんですけど、未収入額で軽自動車

とか給食費、町営住宅の未収入というのは半年続けとるんですけど、

これの回収というのはどうなんですか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  未収入額につきましては、５月末までの出納整理期間中までに収

納されなかったら次年度に滞納繰越という形で残ってきますので、

その分につきまして は鋭意回収させていただきまして、 厳処に努め

させていただいております。よろしくお願いします。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   それ回収できなんだら 、仕方ありませんで終わるということはな

いんですか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  当然、町税法の規定に基づきまして、差押え等させていただくと

いうことで、収納のほうに努めさせていただきます。よろしくお願

いします。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   生活の大変な人もいるやろうし、そんな金、払えんということに

は理由があると思うんです。その助けるということはできるんか。

難しいとこなんですけど、そういうことは考えていないんですか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  当然、各納税者の財政状況等 ですね。口座・預金調査、いろいろ、

面談等をさせていただきながら収入の状況、あるいは家計の状況等

は、面談の上で確認させていただきます。その上で分納できる方は

月々幾ら、あるいは、でき ない方、あるいは、もう徴収することに

よって生活を困窮にという方に つきましては、福祉の方と連携をし

ながら、その方の生活が成り立つような形で対応 をさせていただい

ております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   軽自動車税の場合は、税金払わんと車検を受けられんし、これ、
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 廃車になってくる。廃車にもできんし、放置されている 軽自動車が、

これ未納額は。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  軽自動車につきましては、２年に１回の車検ということもござい

まして、悪質な方は２年に１回払えばええやろうというふうな形で

納められる方もいます。  

また、車検のない単車とかそういった方 を、未納にされている方

も い ら っ し ゃ る か な と 思 い ま す 。 本 当 に 悪 質 な 方 は 勝 手 に 処 分 を

さ れ て 、 登 録 だ け 残 っ て 、 課 税 が あ る と い う 方 も あ る の か な と 思

っ て い ま す 。 こ れ に つ き ま し て も 滞 納 整 理 機 構 と ま た 、 こ う い っ

た 軽 自 動 車 の デ ー タ で す ね 。 管 理 す る 軽 自 動 車 協 会 と 連 携 致 し ま

して、実態を調査しながら適切な課税徴収に努めております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   先ほどの３ページ、続きなんですけれども、町民税が令和２年度

決 算 か ら 令 和 ３ 年 度 決 算 、 約 １ ,５ ０ ０ 万 円 ぐ ら い 下 が っ と る ん で

すけれども、この要因というのが人口減少による勤労世帯とかの減

少なのか。その下がった要因というのは、主にどういうふうなこと

が考えられるのか、教えてください。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  原因はおっしゃるとおり人口減少、あるいは、そういった現役世

代の減少等が原因かと考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   全体なんですけど、町内の企業の設備投資が増加したということ

は、関西電力は設備投資やったの分かるんですけど、ほかの企業に

ついてはどうなんでしょうか。全体的に 設備投資を行っている企業

というのは増えとるんでしょうか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  委員おっしゃいますとおり、 関西電力につきましては大きいもの

で国の方が総務省の方で算定して配分するという形になってござい

ます。かなり大きい金額でございます。ただ、状況から見ますと、

ほかの町内の事業所さんの設備投資につきましては、あまり 通常と

変わっていない状況かと思っております。  

委  員  長   河本委員。  
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 河本委員   次に、７ページです。歳入の部分に地方消費税交付金という部分

がありますけれども、これ、国から配分されるものだと思うんです

が、この数字からですね、１億２ ,７０２万１ ,０００円からですね、

美浜町民自体が消費税として払っている額って算出できないものな

んですかね。どうなんでしょうか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  美浜町民が町内で消費したということが確定でき る、あくまで間

接税という形でございますので、申告、 また全体的な目で見て、美

浜町内で消費されているであろうというふうなところが算出という

ことで、美浜町民がという形ではございません。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   では、美浜町民が納めている消費税の総額というのは算出できな

いということでいいんですか。そういう値もないということですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   地方消費税交付金のことについて説明をさせていただきます。  

今 現 在 、 消 費 税 は １ ０ ％ で す 。 そ の う ち 国 税 、 国 の ほ う に ７ .

８ ％ 、 地 方 分 と し て ２ .２ ％ 入 っ て お り ま す 。 そ の ２ ． ２ ％ を そ の

半 分 は 市 町 村 に 配 分 し ま し ょ う と い う こ と が ル ー ル と な っ て ご ざ

い ま す 。 ２ .２ ％ の 半 分 だ と １ .１ ％ 。 １ .１ ％ を 国 調 の 人 口 で あ る

と か 経 済 セ ン サ ス で 、 町 内 の そ う い っ た 従 業 員 と か そ う い っ た 統

計 が ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ う い っ た 数 値 を 基 に 配 分 す る と い う

こ と で ご ざ い ま し て 、 町 内 の 納 め た 消 費 税 で は ご ざ い ま せ ん 。 そ

ういうことになってございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   気になってるのは、ちゃんと町民が 納めた消費税の部分が ね、間

接税だから、総額がなかなか見えにくい。だから、納めた分をちゃ

んと社会保障で町民に還元されていればいいんだけれども、そこが

あまり不透明で見ないも のだから、ちょっとそこのところの数字が

知りたかったというとこなので、これは国の責任 でもあるんですけ

れども、総額がまた分かるようなことがあれば、また教えていただ

きたいと思います。今は、この 算出方法とかないということなので、

そこは分かりました。  

委  員  長   﨑元委員。  
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 﨑元委員   町の財政状況の８ページの臨時財政対策債なんですけど、これは、

たしか国の施策で、お金がないときに、代わりに町で借りてやるん

ですね、これ。  

町の財政状況の８ページ、１０番目、臨時財政対策債の説明とい

うのかな。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   まず、臨時財政対策 債でございますけれども、本来ですと普通交

付税でもし先ほど言った基準財政収入額、あと 需要額とありますけ

れども、この差で足らず前は普通交付税でもらえるんですけど、国

のほうは、そういった財源はないということで、臨時財政対策債と

いうのを発行しております。それを、足らず前を対策債、お金を借

りて、その借りた分については将来、 普通交付税を算入するときに 、

その借金の分、ちゃんと補塡しますよという、そういうルール上で

計算上、そういった借金部分を含めて、また 普通交付税を交付しま

すよということでございます。   

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   財源指数が１を超えた場合に、この普通交付税がなくなるんです

けど。その説明お願いします。  

委  員  長   総務課長。  

総 務 課 長   今 回 は 、 令 和 ３ 年 度 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど 、 ０ .８ ０ ５ と い う

ことで財政力指数がありますよということを申し上げましたが、こ

れについては３年間の平均です。令和元年・２年・３年の平均が、

令和３年度で０ .８０５となってございます。  

普通交付税に該当するかどうか、交付できるかどうかという判断

は 、 令 和 ３ 年 度 の 財 政 力 指 数 の ほ う で や り ま す 。 そ う し ま す と 、

令 和 ３ 年 度 は ０ .９ ２ ６ で ご ざ い ま す 。 ０ .９ ２ ６ で し た の で 、 僅

か で す け ど ２ 億 ６ ,０ ０ ０ 万 円 ほ ど の 、 そ う い っ た 交 付 税 が 出 た と

い う こ と な ん で す け ど 、 令 和 ４ 年 、 今 、 試 算 し て み ま す と 、 令 和

３ 年 度 の 財 政 力 指 数 は １ .０ ８ ５ と い う こ と で 、 今 年 度 に つ い て は 、

普通交付税の交付団体となるのではないかなと思っております。  

このことについては 来年度、令和５年度につきましても関電さん

か ら の そ う い っ た 税 収 も 増 え ま す の で 、 推 計 し ま す と 、 来 年 度 も

１ を 超 え る の で は な い か な と 考 え て ご ざ い ま す 。 こ れ を 見 ま す と



 

－7－ 

 今 ま で 臨 時 財 政 対 策 債 の 一 部 を 見 て も ら っ て い た ん で す け ど 、 こ

の 部 分 は 、 令 和 ４ 年 と ５ 年 は 、 も ら え な い と い う こ と で 、 １ を 超

え た の で 各 地 方 公 共 団 体 で 負 担 し て く だ さ い よ と い う こ と に な り

ま す 。 後 か ら も ら え る と か 、 そ う い う も の で は ご ざ い ま せ ん 。 ２

年間はもらえないと。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   あと、令和６年度からは、その分に関しては、また返ってくると。

国のほうで見てくれるということでいいんですね。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   令和６年度以降の財政力指数で、また１を下回れば、これまでど

おり普通交付税に、臨時 財政対策債の分を含めて算定 されて、もら

えるということになります。  

委  員  長   ほかによろしいですか。  

辻井委員。  

辻井委員   ３ページの上の表なんです。先ほど河本委員のほうから固定資産

税については、関西電力等で増えているということなんですけれど

も、町民税の中で法人税については、これ はかなり減少しているな

と。野菜工場が増えて、山上の産業 団地についても大きい、大きい

というよりも、一般の会社よりも大きい企業が進出していると 。売

上げも大きいと思いますけれども、この辺の法人税の減っている原

因というのは、どういう原因で減っているのか 、ちょっと分かれば

教えてください。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  ただいまの法人税の減少原因はということですが、例年に比べ令

和２年度の法人税、 特に建設業関係が好調であったというようなこ

とで、令和元年度の決算に基づく、令和２年度の法人町民税が多か

った。それに比べて、令和２年度は業績等が下がった というような

ことが、主に建設業が中心やったかなと思うんですが、例年と比較

して、令和２年度がよかったと考えれば、令和 ３年度が平常時に近

づいたと分析しております。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。令和２年度の業績よかったという格好で捉えてよ

ろしいんですかね。  
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 それと、新しい企業が町に進出してきておりますけれども、この

辺 の 状 況 に つ い て は 、 法 人 税 と こ れ の 収 入 の 件 に つ い て は い か が

なのでしょうか。  

委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  新しい企業がということで、町民税は、基本的な均等割について

は、当然頂くんですけども、法人税割ということ、それぞれの企業

の申告にも応じてという形 になりますので、マイナス の要因はない

んですけど、それぞれの企業の業績に応じてという形になりますの

で、関電等々の決算状況によるということで、 それぞれの企業によ

るという形での御回答とさせていただきます。  

委  員  長   よろしいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、次に行きたいと思いますけど、よろしいですか。  

（はいの声あり）  

委  員  長   それでは、ほかにないということで、 次に、主要施策説明書の説

明に移ります。ここについては、幾つかの款で区切って説明を受け

たいと思います。  

初めに、１ページの 総務費から民生費、 それから、２４ページの

衛生費までについて、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   説明が終わりました。  

１時半から再開しますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

（休憩  午前１１：４２）  

（再開  午後  １：２６）  

 

委  員  長   引き続いて、会議を開きます 。  

午前中に、総務費、民生費、衛生費について説明をいただきまし

たので、その質疑から入ります。  

質疑については、款ごとに区切って行いたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。  

初めに、総務費について、質疑はございませんか。  
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 河本委員。  

河本委員   １ページの美浜町職員 「人材」育成事業のところでお伺いするん

ですが、ちょうど昨日、住民の方から 厳しい苦情を受けまして、要

するに行政職員の言葉遣いとか対応が非常に悪いということを３０

分ぐらい電話で怒られまして、土木課の個人名は 挙げませんけれど

も、主査の方が、家の何か水道メーターのところに土砂か水が流れ

込んできていて、何か２人ぐらい担当者が来たんですけど、その１

人の方が、物すごく言葉遣いが悪いし、何か態度も上から目線で、

実に不愉快な思いをしたということをもうさんざん、何か概要説明

３回ぐらい繰り返して、どういう対応をしとるんだというふうに、

議会議員もちゃんと監視せなあかんやろいうふうにさんざん怒られ

まして、ちょうど事業的には人材育成のところで見ると、職員のそ

ういう言葉遣いとか 、町民に対する態度とか、ちゃんとしたことが

できているんだろうかと不安に思うんですけど、その辺はちゃんと

研修等で養われているのかどうか、お伺いします。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   申し訳ございません。職員の接遇というんですか、に係る部分か

なと思いますけれども、昨年、令和３年度上がっておりますけれど

も、職員研修業務委託（国・県）と書いてございますので、まさし

く接遇の研修を昨年させていただきました。その結果、そういった

今、河本委員がおっしゃるようなことに反するようなことになった

わけなんですが、十分その辺はまた、職員に注意をさせていただき

たいというふうに思っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   町の職員、やっぱり外に出てね、町民の対応をするときに、やっ

ぱり行政全体を見られるのでね、対応が悪いと。やっぱりそこは上

から目線とかそういったことないように、重々気を つけることを周

知させてください。お願いします。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

梅津委員。  

梅津委員   ７ページの防犯用街 路灯修繕事業ですね。この中には町道 白木線

の街灯の取替え範囲が入っていないんですけれども、この区画の中

に今、町道の白木線は含まれていると 書いてあるんですけど。 令和
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 ３年度で書いてるけど、何も入っていない。何もなかったというこ

とじゃないと思います が。  

７ページの防犯用 の街路灯維持事業とありますよね。そこで、令

和３年度の防犯灯の街灯、ナトリウム灯のランプ取替えやってます

ね。この中に、町道 丹生線ですか、もう今、県道から町道になりま

したけど、あれが 北田口のところから竹波の辺までの間にあります

街灯がね、工事やっとると思うんですけどね。このランプの取替え

は、この中に含まれないのかなと思いまして。やってるんかな。こ

の中に含まれてやってるのかどうか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  こちらの１３７か所は、ここに記載ありますとおり、 久々子金山

線、東美浜停車場線、坂尻太田線、梅街道で、１３７か所のみでご

ざいます。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   ということは今の町道 丹生線は、全く含まれていないということ

なんでしょうけども、それはどういう予算でやっているんですか。

相当数があるんですけど、いつも、しょっちゅう球切れていますよ。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  こちらにつきましては修繕ということで、こちらの修繕料１６９

万円上がっておりますが、こちら６５灯の修繕をしておりまして、

そちらのほうで修繕をさせていただいているところでございます。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   ということは、今の６５灯が町道白木線で、 １６９万円というこ

とで理解していいですね。分かりました。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   ５ページの「乗ろうよ！小浜線利用促進事業」なんですけど、こ

れ利用者が１９人、小浜線の利用者が１９人で、イチゴ の利用者が

７８３人なんですけど、当初の計画より大分少ないんですね、これ。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  小浜線のほうの小浜線乗車クーポン券の発行というのはちょっと、

大分予定より少なくなっております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   少ないということは、発行をもっとしとるのやけど、利用者がな
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 かったということやね。少ないんじゃなくて、利用者がなかったと

いうことやね。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  すみません。利用者が１９名ということです。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   ４ページの美浜ふるさと納税推進事業なんですが、ふるさと納税

１ 億 ８ ,０ ０ ０ 万 円 、 寄 附 額 あ る ん で す け れ ど も 、 今 、 ち ょ っ と 美

浜町のふるさと納税の額というのは伸び悩みとこだと思うんですが、

この辺、やっぱり今までの事業を振り返って、今後も含めてですけ

れども、この寄附額を増やしていく取組ですね、どういうふうに考

えられているのか、伺います。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  現在の取組、寄附額は、一昨年と比べると若干減ったというとこ

ろでございますし、今現在も、取組といたしましては、敦賀市がや

っとるような形の中間事業者を取り込もうというようなことで、今

年度予算を頂いております。そういったところの動きをどんどん進

めていきたいということもございますし、また、できるだけ返礼品

に使えるようなものをもうちょっと開発する必要があるのかなとい

うふうにも思っています。 そういったところも中間事業者さんと相

談をしながら、増やしていけたらなというふうに思っています。  

やっぱり敦賀と比べると、そうい った事業者の数というのは、や

っ ぱ り 少 な い と い う こ と も ご ざ い ま す 。 敦 賀 の 場 合 は 自 分 と こ ろ

で 加 工 す る よ う な 形 で 、 エ ビ な ん か の が 一 番 人 気 と い う と こ ろ で

ご ざ い ま す が 、 そ う い う 工 場 な ん か が 今 、 美 浜 に あ る か と い う と 、

な か な か そ れ も 難 し い と い う と こ ろ で あ り ま す の で 、 今 そ こ を 、

掘 り 起 こ し を ま た や り な が ら 、 こ れ は も う 本 当 に 地 道 な と こ ろ で

あ り ま す け れ ど も 、 し っ か り と 進 め て い き た い と い う と こ ろ で ご

ざいます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   やっぱり地場産品とかの開発とかに協力してくれる、関わってく

れる企業とか個々人さんが必 要やということが今、課題として挙げ

られるということでよろしいですか。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。  
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 河本委員。  

河本委員   ５ページの集落づくりサポート事業で、策定支援事業と活動支援

事業、行われているわけですけれども、ここで得られた成果と 今後、

これ取り組んでいる状況についてお伺いします。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  本年度、こちらのほうで集落プランの策定支援事業 、集落がござ

いますが、具体的には集落の中で法人化をしながら、継続できる形

を模索するという形でスタートして いる集落も出てきておりますの

で、そういった形が１つのモデルとなって、そこがつながっていけ

ばいいかなというふうに考えているところでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   そのモデルができて、それがどんなものかというのをちょっと詳

しく知りたいんですけど。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  具体的に、いいことですので集落名挙げさせていただいてもいい

かなと思うんですが、佐柿集落のほうで１００年プランということ

で、１００年先を見据えた形の集落づくりという形の中で、しっか

りと収益事業も行いながら、村づくりを進めていくという形のもの

の取組を進めていただいているところでございます。  

そのほかにも、いろんな 形の特色があるような集落も出てきてお

り ま す の で 、 そ う い っ た と こ ろ が 増 え て く れ ば 当 然 、 全 体 の 底 上

げ と い う 形 に も つ な が っ て い く も の と 期 待 し て い る と こ ろ で ご ざ

います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   収益を上げるというところで、 もっと具体案出ていると思うんで

すよ。何によって、 これ、人を集めて収益を上げるんだと、そこは。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  すみません。法人化のそれぞれの目的というのは詳細、そちらの

ほうに書かせておるんですけれども、例えば国の事業を中心とした

活動の中で、特産品をもって販売するなどして収益を上げるとか、

それぞれの業務を集落のほうでも受けられるようにするとか、そう

いった形の中で、ボランティアではなかなか続かないといった視点

から、そういったことに取り組むという形で、継続できる形を目指
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 しているものかというふうに考えています。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   そういった具体的な提案というのが各集落、その事業を行った集

落から上がってきとるということやろね。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  現在のところ、令和３年度末で２１集落の集落によって集落プラ

ンが作成されておりますけれども、 全てがそういうレベルに あると

いう話ではございません。少し集落の備品等に使わせていただいた

りとか、使っていただいたりとか、いろんな形がございますけれど

も、それぞれの課題について向き合いながら、 前進していくのかな

というふうに考えてございます 。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   それ、長い目で見たら、まだ継続的に取り組んでいるということ

でいいんですかね。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  はい。この集落プランというのは集落の１０年先、２０年先を見

据えた上での計画という形になっておりますし、この補助金に限ら

ず、今後は、そういったプランにあるものについては、町のほうと

も情報共有をしながら、さらには、フォローアップ事業というもの

についても検討していかなければならないというふうには考えてい

るところでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   次に、８ページの若者ファンづくり事業なんですけど、これ、実

際にゲームとか、ｅスポーツなどの大会やられて、コロナ禍の状況

で大変厳しいような環境の中にあったと思うんですけれども、こう

いう運営の会議とか通じて、いろんな関係を深められたと思うんで

すけれども、そういったところでの成果と課題ですね。どういった

ものが見受けられるのか、お聞きします。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  私からお答えいたします。  

まず、成果というところで申し上げますと、昨年度初めて、この

若 者 実 行 委 員 と い う 方 た ち が 初 め て イ ベ ン ト に 携 わ る と い う と こ

ろ で の 、 そ の ノ ウ ハ ウ の 取 得 、 そ う い っ た と こ ろ で イ ベ ン ト の ノ
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 ウ ハ ウ を 持 つ こ と で 、 さ ら に 若 者 に ぎ わ い を 創 出 し て い く と い う

部 分 で の 、 そ の ノ ウ ハ ウ の 取 得 と い う 部 分 で は 一 定 の 成 果 が あ っ

たものと考えております。  

そして、コロナ禍ではございましたが、ここにも記載 があります

と お り 、 多 く の 方 々 に 御 参 加 を い た だ く 中 で 、 さ ら な る 改 善 、 そ

う い っ た と こ ろ も イ ベ ン ト を す る 中 で 改 善 策 、 そ う い っ た と こ ろ

も学んでいただいたのかなというふう には考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   恐らく行政主体で物事を考えることから大きく斬新な取組に発展

したと思うんですけど、今後も何か、この若者とのつながりを通じ

てですね、発展的に考えるような要素というのは生まれたんでしょ

うか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  昨年度のこういった成果、反省点、そういったのを踏まえて今年

度、また新たなところで会議を持ちまして、今年度もまた引き続き

イベント、そういったところを計画しておるというところでござい

ます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   次、６ページ、ちょっと戻りまして、嶺南地域鉄道整備促進基金

の負担金ですね。これ、ほかの各市町と平均的にするために必要額

積み立てたんですけれども、いまだに 琵琶湖若狭湾快速鉄道 という

ようなものの縛り で積み立てて、何か積み立てているんですかね。

それ、どうなんですか。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  すみません。ここの表現につきましては「かつて琵琶湖若狭湾快

速鉄道分という形で積み立てたもの」という意味でございまして、

現在、積立てを継続しているという意味ではございません。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これ基金自体は、なくしたんですよね。別の目的で積 み立ててい

るんですよね。その目的を教えてください。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それが今現在、嶺南鉄道整備促進基金という形に変わっておりま

すので、かつては、そういっ た幾つか、これだけはないんですよ。



 

－15－ 

 ほかの基金もあった中で、返還金いろいろありまして、こう した形

を取らせていただいているところでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   そうしたらもう鉄道全般的な部分で考えて、何か駅の庁舎とかそ

ういった部分に使えるということ、そういう基金ということ ですか。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  現在の目的は、小浜線の利用促進等を主な目的として 、活用させ

ていただいているところでございます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   １ページの公共交通運行事業 の件で、ちょっとだけお聞きします。  

以前、住民環境課のほうとも、ちょっとお話しさせてもらったん

で す け ど 、 新 庄 路 線 の 方 で バ ス 降 り る と き の 一 歩 、 地 面 に 降 り る

と き の 高 さ が 高 い の で 、 そ う い う 苦 情 を 僕 の ほ う で 受 け ま し て 、

そういうステップをつくる 、そういう話をお願いしたんですよ。  

話聞きますと、新庄線のは、そのステップがなくて、 丹生線のを

持 っ て き た と 。 丹 生 線 の 人 た ち と か ほ か の 路 線 の 人 た ち か ら 苦 情

が 出 そ う な 気 が す る ん で す よ 。 そ の 辺 は 、 今 現 状 は ど う な ん で す

かね。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  今現在の苦情等は、聞いておりませんし、また、乗り降りの際に

ステップのついていないバスにつきましては、運転手が台みたいな

ものを使いまして、しっかり介助して、乗り降りに対して安全を確

保して、乗り降りをしていただいているということで対応している

と聞いております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   その件についても運転手さんに、ちょっと僕、取材をしまして、

雪が降ってるときなんかは踏み台とかね、それを一件一件運転手が

出ていって、それをそこに設置して降りてもらうと。これ、なかな

か結構大変やという話もあったんです 。  

今後それが、じゃ、どう解消されていくのか。１０月ぐらいに何

か 秋 に 、 シ ス テ ム が 変 わ る と い う 話 は 前 に 聞 い て は い る ん で す け

ど 、 そ う い う 部 分 を き ち っ と 予 算 化 し て や る の か ど う か 、 ち ょ っ

とお聞きしたいです。  
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 委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  その御指摘の点につきましては、こちらのほうも、この認識はし

っかりしておりますので、検討のほうをしてまいりたいと思ってお

ります。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   ２２ページの小浜病院なんですけど、２２ページまで行かんの。  

委  員  長   総務費ですよ。１０ページま でですね。  

﨑元委員   はい。ごめんなさい。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   ４ページのエネルギー環境教育体験館の事業の関係なんですが、

これで５年たったんじゃないかな、令和３年度で、たしかね。当初

の基金積立で６億円積み立てたとき、 ６ ,０００万円とか７ ,０００

万円かかるというので１０年ぐらいという見通しなんですが、基金

は 順 調 に 減 っ て ま し て 、 昨 年 度 で ３ 億 ３ ,７ ０ ０ 万 円 か な 。 だ か ら 、

ちょうど半分ぐらい、今なってき たね、６億円の積立てに対して。  

極 力 そ の 基 金 か ら の 繰 入 れ を 減 ら し て 、 ２ ,３ ０ ０ 万 円 と か 減 ら

し と る ん や け ど も 、 見 る と 、 や っ ぱ り ５ 年 で 半 分 ぐ ら い 減 っ と る

と な る と 、 あ と ５ 年 で ゼ ロ に な り そ う な 気 が す る ん で す が 、 こ の

辺 の 運 営 を ず っ と 続 け て い く 上 に で す ね 、 今 、 大 体 、 運 営 費 が 四 、

五 千 万 円 か な と い う ふ う に 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 辺 で ず っ と

永 年 続 け ら れ る と い う 見 通 し が つ い て い る の か ど う か 、 い ろ ん な

繰入れも入れて、その辺はどういう見通しになっていますか。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  ただいま「きいぱす」の基金の運用に関してという御質問かと思

います。竹仲委員おっしゃったように、基金の積立てしまして 、１

０ 年 間 で と い う こ と で 計 画 を 立 て て 運 用 し て い る と 。 当 初 ６ ,０ ０

０万円ぐらいということでありましたけれども、基金の財源といい

ますのは、文科省の ＦＢＲ交付金を財源としまして、県の補助金を

財源としてございます。  

こちら「きいぱす」の維持運営というように使わせ ていただいて

お り ま す け れ ど も 、 そ の 中 で 経 産 省 の ほ う か ら 積 立 て の 補 助 金 と

か 、 そ う い う と こ ろ で 支 援 の ほ う を い た だ い て お り ま し て 、 ６ ,０

０ ０ 万 円 と い う と こ ろ の 予 定 を 減 ら し た よ う な 形 で 今 、 基 金 を 使
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 っているというところでございます。  

ただ、こちらにつきましても限りがございます。こちらにつきま

し て も 何 と か 今 後 も 、 国 の ま た 支 援 等 も 頂 き な が ら 、 財 政 的 な 面

も 含 め 、 あ と 、 人 的 な 支 援 と か そ う い う と こ ろ も 、 国 の ほ う に も

ま た い ろ い ろ お 願 い を さ せ て い た だ い て 、 運 営 の ほ う を し て い き

たいというところも考えています。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   当初の、一番初めの交付金が１５億円 ついて、９億円を建設費に

使って、残りの６億円を運営費として積み立てようと いうことで、

今、運営しとるんですけれども、先ほど言いました、ちょうど５年

た っ て ３ 億 ３ ,７ ０ ０ 万 円 と い う こ と は 、 ち ょ う ど 半 分 使 う た ん や

ね。あと半分、あと５年たつと、もうこれゼロになるような気がす

るので、やっぱりこの後５年たってから、ないからどうしようじゃ

なくて、今後やっぱりその基金 にも、ある程度繰入れしていただけ

るような、何か予算で手当てをしてもらわんと、今、原子力の交付

金から融通しやってるけども、やっぱりこの「きいぱす」 というの

は教育機関ということで、 要するに文科省から、しっかりとしたお

金を頂いてやったにもかかわらず、 違う財源が入るようではあれな

ので、文科省としっかり話し合ってほしいんですが、 この辺の計画

というか何かを、説明をお願いしたいんだけど、今のじゃちょっと

不安定なので、頑張るという意思表示の意味を込めて、何か文科省

とのそういうこれからの検討を進めるような話を言っていただける

とありがたいんですけれども。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  今後のということもあります。今、平成２９年の４月に「きいぱ

す」開館いたしまして、様々なエネルギーを、体験を通じて学んで

いただけるということと、あと学校のほうで進めております ＦＢＲ

環境教育の拠点という 二つの役割で、これまで運営してきました。  

運営に関しましては、基金、エネ高 補助金、こちらのほうを使っ

て お り ま す け れ ど も 、 開 館 ６ 年 目 に 入 っ て い る わ け な ん で す け れ

ども、毎年、内容につきましては PDCA を回して、フォローアップ

等 は 更 新 し て お り ま す 。 た だ 、 こ の 中 身 の 設 備 等 に つ き ま し て は 、

ち ょ っ と 財 産 処 分 の 関 係 も ご ざ い ま し て 、 一 気 に す る こ と は で き
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 な い ん で す け れ ど も 、 今 後 そ う い う ふ う な と こ ろ も 含 め ま し て 、

新 た な き い ぱ す と い い ま す か 、 ビ ジ ュ ア ル 的 な こ と も 考 え な が ら 、

そ う い う と こ ろ の 計 画 を し っ か り 立 て ま し て 、 国 、 特 に 文 科 省 で

す ね 。 そ ち ら の ほ う に は 、 し っ か り と 要 請 の ほ う を し て い き た い

ということで考えております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   質問します。当初は幾らかかるかという予想で、いろいろ高かっ

たり、安かったり、 分からなかったんですね。５年たつと大体安定

して、大体予想ができる、年間の費用が出てきたので、これを基に、

やっぱり文科省としっかりと話し合って、ずっと続くような予算立

てを今後お願いしたいなと。  

委  員  長   町長。  

町   長   今、担当課長から将来を見込んだような形でイメージしていると

いう話をさせてもらいましたけど、先般、文科省に要望に行ったと

きに、これは専門官のほうにお願いしていたんですけど、今、６年

目に入ってまして、運営計画が令和５年までの計画に一応、それは

固まっています。我々これまでいろいろ 工夫をやってきましたけど、

さらに、ここをバージョンアップするようなことをふだんの中で、

それを検討していきたいと。  

さらなる高みを目指す中で運営費も、これぐらいかかるでしょう、

リ ニ ュ ー ア ル を や る と 、 こ ん な 展 示 を や り た い 、 こ う い う 費 用 が

か か り ま す と い う の は 、 し っ か り 打 ち 出 す こ と で 、 さ ら に 、 違 う

「 き い ぱ す 」 を つ く っ て い き た い な と い う 思 い を 持 っ て お り ま す 。

そ の た め の 支 援 を し て く れ と い う 話 を 文 科 省 に お 願 い に 行 っ て お

り ま す し 、 今 年 と 来 年 ぐ ら い か け て 予 算 を 頂 け る ん で し た ら 、 検

討 を 深 め る 中 で 、 今 回 ま た 皆 さ ん に 見 に 行 っ て も ら い ま す 、 も ん

じ ゅ の 跡 の 注 水 地 を 活 用 し た 、 い ろ ん な 研 究 施 設 、 あ あ い う も の

の 一 部 を 「 き い ぱ す 」 に 取 り 込 む こ と で 、 小 ・ 中 対 象 で す け ど 、

高 校 、 大 学 ま で 進 ん だ 子 供 さ ん な り 生 徒 ・ 学 生 を 対 象 と し た よ う

な 「 き い ぱ す 」 も イ メ ー ジ し な が ら 、 こ れ か ら の こ と を 考 え て い

き た い な と い う ふ う に 思 っ て い ま す の で 、 各 段 階 に な り ま し た ら 、

皆 さ ん 方 に ま た い ろ い ろ 御 相 談 い た だ く 中 で 御 意 見 を 頂 戴 し て 、

さ ら に バ ー ジ ョ ン ア ッ プ で き る 「 き い ぱ す 」 を 運 営 費 も 含 め て 、
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 国 に 支 援 を さ せ る よ う な 形 で 活 動 し て い き た い な と 。 バ ー ジ ョ ン

ア ッ プ で 、 そ れ で ま た 御 協 力 を お 願 い し た い な と い う ふ う に 思 い

ます。  

委  員  長   ほかによろしいですか、総務費。  

次、民生費に行きますけど、いいですか。  

（はいの声あり）  

委  員  長   では、次に民生費、１１ページから １２ページについて 、質疑は

ございませんか。  

河本委員。  

河本委員   １４ページの福祉支援センター あいぱるの管理運営事業なんです

が、非常に利用者さんも多くて 、忙しいというふうに施設の方から

は聞いておるんですけれども、要するに施設を利用したいとか、利

用している人のニーズに対して施設の規模というんですか、それが

だんだん、施設の規模が小さくて、ニーズに対応できないというこ

とが発生していないかどうか、伺います。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  あいぱるについてですけれども、施設について 、狭いというお声

は聞いてはおりません。特に、あいぱるの発達支援につきましても、

運営状態は良好であるというふうにも聞いております。  

特に児童発達のほうは、保育園とか学校とか、子ども・子育てサ

ポ ー ト セ ン タ ー と 連 携 強 化 を い た し ま し て 、 保 護 者 の 方 の 施 設 の

認 知 度 と い う の も 上 が っ て お り ま し て 、 多 く の 方 、 毎 年 、 人 数 の

ほ う は 増 え て お り ま す が 、 規 模 が 小 さ い と い う こ と は 、 耳 に は 入

ってきてはおりません。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   規模が小さいというか、施設が狭いとかじゃなくて、やっぱり利

用するには予約が必要やということをちょっと伺ったんですが、非

常に利用したいんだけども予約が多くて、なかなか予約が入れ られ

ないということも聞いたので、やっぱり利用したい人のニーズに合

った、ちゃんと環境になっているのかなという。だから、施設の規

模に対したら、利用したいという方が多くないですかということ。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  あいぱるのほうも職員のほうは限られておりまして、それぞれ保
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 育士、それぞれ専門職等で対応しているところなんですが、利用者

さんからのお声でちょっと危惧しておりますの は、なかなか専門職

の職員さんが、正職員の方がいないということで、今のところ作業

療法士さんと言語聴覚士さんにつきましては 、正職員おりませんの

で、委託のほうで対応させていただいておりまして、この方につき

ましては、月２回ほど来ていただいている状態となっています。  

そういう言語聴覚士さんの専門の治療を受けたいというお子さん

に つ き ま し て は 、 少 し 予 約 が い っ ぱ い で あ る と 、 待 っ て い た だ い

ているといったようなこと は、ちょっと聞いております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これからの課題としたら、やはり資格を持った人が月２回とかじ

ゃなくて、もっと多く、ここに関わることができて、やっぱりそこ

を利用したいという人が予約を取りやすい環境というのをしっかり

整えていただきたい。  

委  員  長   回答はよろしいですか 、答弁は。  

河本委員。  

河本委員   課題をしっかりと受け止めて、対応をどう検討するのかという答

弁は欲しいです。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  先ほども言いましたように、月２回ということでお願いはしてい

るんですけれども、利用者さんからの声も多いということも聞いて

おりますので、また月に２回～３回とか、 相手さんのこともあるん

ですけれども、回数については、できるだけ今後交渉しまして、増

やしていけるような方向で検討していきたいと思っております。  

委  員  長   ほかに、民生費について。  

辻井委員。  

辻 井 委 員   １ ８ ペ ー ジ 上 段 の 右 の 部 分 、 保 育 園 維 持 管 理 事 業 １ 億 ３ ,１ ９ ６

万 円 あ り ま す 。 説 明 で は 、 ほ と ん ど 約 ９ ,０ ０ ０ 万 円 近 く が 、 パ ー

トタイムの会計年度任用職員の 報酬に当たるということだったんで

すけれども、この「みずうみ」「せせらぎ」「あおなみ」の三つの

保育園ありますけれども、この金額に何名ぐらいのパート職員が 、

この対象になるのか。「みずうみ」「せせらぎ」「あおなみ」それ

ぞれで、もし分かったら人数を教えてください。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  決算ですので、令和３年度の職員の数で申しますと、会計年度任

用職員さん、園ごとには分からないんですが、園全体としてお答え

をさせていただきますと、会計年度さんは、保育士で３６名、保育

補助の方で９名、それから調理員 さんで５名おられます。ただ、保

育士さん３６名と今言いましたけれども、時間が人それぞれ違いま

して、多い方ですと週５日の７時間勤務の方、少ない方ですと週２

日とか、時間にすると２時間とか、そういう方も含めますと、今言

ったような人数になります。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。３園で３６名、かなり多いんですけれども、やは

り正職員というのか、保育士というのを辞めないように、今年も募

集しておりましたけれども、この辺の対応 ですね、議会のほうで前

回、敦賀市のほうから専門の方の御意見を、保育士のＯＢの方から

意見を聞きましたけども、いろいろな手当ての請求のほうもあると

いうことですので、やはりしっかりこの辺、職員の確保というのを

進めていただいて、パートは少なくなるように努めていただきたい

と思います。  

多分、平成４年度、この金額より増えるのではないかと思います

けれども、増えないように、なるべくしていってください。  

以上です。回答は要りません。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   １６ページの病児デイケア促進事業ですけれども、これ敦賀 市と

病児・病後児保育施設、美浜町と運営しているんですが、敦賀市の

利用者２９１人に対して 、美浜町２人しか利用していないですね。

２人しか利用していなくて２５８万円なんですけれども、これ利用

者もっともっと増えていったら、こういった金額は上がってくるん

だろうと思うんですが、別に利用者増えることで金額上がる分には

いいと思うんですよ。でも、たった２人しかいないというのは、や

はり町民に周知も、まだあんまりされていないし、使い勝手が非常

に悪いんじゃないかなというふうに考えるんですけど、これやはり

両市町で運営事業をやっぱりや ってるものですから、美浜町の利用

者増やして、やっぱり使い勝手のいいものにしていくべきだと思う
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 んですけれども、その辺どう考えていますか。  

委  員  長   子ども・子育てサポートセンター所長。  

子ども・子育てサポートセンター所長  病児・病後児の件ですが、以前にも御質問も頂いたかと思うんで

す が 、 今 年 度 の ９ 月 か ら こ の 制 度 、 一 部 変 更 に な り ま す 。 と い う

の は 、 第 ２ 子 以 降 の お 子 さ ん を 預 け る 場 合 に は 無 料 化 と い う よ う

な こ と で 、 こ れ は 敦 賀 市 も 同 じ で す け れ ど も 、 そ う い う 制 度 も 変

わ っ て お り ま す の で 、 改 め て 町 ホ ー ム ペ ー ジ 、 あ る い は 保 育 園 等

に も 、 新 し く 作 成 し ま し た パ ン フ レ ッ ト 等 を 置 い て 、 御 利 用 の お

勧めをしているというような状況でございます。  

委  員  長   ほかに、民生費について質疑ありませんか。  

幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   １ ２ ペ ー ジ の 「 新 た な 出 会 い 応 援 事 業 」 の 中 で ち ょ っ と 教 え て

ほしいんですけど、若者参加型イベント１回実施ということで３３

人参加されているんですけど、この参加された人の中で、一番高齢

の方は何歳か分かりますか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  若者参加型イベントの３３名ですけれども、２０代の方が１１名、

３０代の方が１８名、４０代の方が４名でございます。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   今 の を ち ょ っ と 聞 い て 安 心 し た ん で す け ど 、 若 者 型 と 書 い て あ

ると２０代とか３０代前半の人しか、ちょっと参加しにくいかなと

思ってて、美浜町内には４０ 代、５０代で、すばらしい独身の人が

おるなと思っとって、そういう人らにはもうぜひ結婚できるのであ

れば、してもらいたいなと思ってましたので、その人ら、対象にも

ですね、また何かイベントしてもらえるといいかなと思ってますの

で、またよろしくお願いします。  

委  員  長   ほかに、民生費、よろしいですか。  

梅津委員。  

梅津委員   ２０ページの後期高齢者医療広域連合会の負担金なんですけど、

ここの中で人間ドックの費用助成ですね。令和３年度は１３人しか

ないんですが、参考に教えて欲しいのですが、令和４年度からは後

期高齢者の７５歳 以上には、人間ドックの助成はもうないんやとち

らっときいているんですけれども、何でそうなったのかどうか。令
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 和３年度は１３人いるんですけど。４年度からはなしということな

ので、何でこうなったのかお聞きしたい。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  令和４年度、今年から後期高齢者のほうの人間ドックの制度自体

が、県の広域連合のほうの事業だったんですけれども、こちらのほ

うがなくなっております。というのが今、後期高齢者の方の受けて

いただいている人間ドックの、７５歳未満の方もそうですけれども、

町の健診でありますとか、がん検診、そういったもので代替できる

という判断が広域連合のほうでございまして今回、このような形と

なっております。  

近隣の状況を申し上げますと、嶺南市町も全て県内ですので、そ

ういった制度がもうないという形でなっております。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   じゃ、今の説明でいくとあれですか。これ福井県全域じゃなくて、

嶺南だけの最新制度ということ 理解したらいいんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  県内全域ですけれども、福井市さんは 独自でやっているというこ

とを聞いています。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   実は、何でこんな質問をしたか といいますとね、ちょっと 山東地

区の方で７５歳になられた方なんですが、何で７５歳で 切るんやと。

我々、７５歳まで頑張ってきたのに、これからもずっと長生きして

地元に貢献したいのに、何でこんな 切るんやという小言がありまし

てね。もっと長生きさせてくれてもいいんじゃないかと。高齢者を

何か切るというのはおかしいん違うかというふうな質問がございま

したので、ちょっと質問させてもらったんですけど、 これも嶺南で

いったら、もう敦賀市も小浜も全部同じということなので、福井市

だけということであれば、これは独自に自治体での補助が出ている

という考えも残っているというふうに解釈すればよろしいんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  そういう判断でやってらっしゃる自治体もございますので、ただ、

医学的な７５歳以上の方の人間ドックのエビデンスみたいなものは、

ちょっといろいろ医療関係者といいますか、そういった専門家の方
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 でも議論がございまして、毎年毎年人間ドックが本当に高齢の方に

必要なのかどうかというような、 そういった専門家の中での、そう

いった議論等も、しっかりした 、そういったものもないということ

で、うちの保健師のほうとも検討させていただきながら一旦は今回、

嶺南市町ともに、そういうことは廃止させていただくということで、

ただ、今後いろいろな国 からのエビデンス等出てきた場合には再検

討して、また再開するというのも あるかもしれませんが、当面は、

この形でまいりたいと考えております。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   そのような制度ということであれば我慢しますけど。将来的には

復活ということもききましたので、また、ひとつよろしくお願いし

たいと思います。  

委  員  長   いや、もう大体分かりました。  

それで、ほかに民生費 、よろしいですか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   聞くとこがないので、ここで聞かせてもらうんですけれども、十

数年前に、はこべの家に５億円という資 金を投入してですね、 かぐ

や姫工場というのを造ったと思うんですけれども、その後はもう苗

床を生産するということで、数年は続けていた記憶はあるんですけ

れども、今それ、どうなっているんですか。もうやめたのですか。

それとも、まだ生産しているのか。もしくは、廃墟になっているの

か、その辺の状況はどうなっていますか。独自でやったのならいい

ですけど、町の補助金が５億円をたしか出していると思うので、そ

の結果は。  

運営上どうもなければいいんですけど、それによって何か、はこ

べ の 家 が 負 担 に な る よ う な こ と が あ る と 大 変 だ と 思 い ま す の で 、

ちょっとお聞きします。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   私も以前、福祉課長をしておりましたので、その経緯、ちょっと

御説明をさせていただきます  

２年ほど前ですかね、ちょうどはこべの家の 雲谷の場所なんです

け ど 、 ２ 年 ほ ど 前 に ち ょ う ど 満 期 を 迎 え る と い う か 、 １ ０ 年 間 借

地 の 期 間 、 切 れ ま し た 。 本 来 で す と 、 そ の 時 点 で 更 地 に し て 返 し
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 て も ら う と い う 条 件 に な っ て お っ た ん で す け ど 、 事 業 が う ま く い

か な ん だ と い う こ と で 、 途 中 で そ う い う 事 業 を 閉 め て お り ま し た

の で 、 な か な か 更 地 に す る お 金 も な い ん や と い う 話 で 当 時 、 福 祉

課のほうに相談がございました。  

当時、建物自体はまだ使えるかなということで、ほかの違う形で

使 え な い か 、 そ う い っ た こ と も 、 は こ べ の 家 で 一 遍 検 討 し て く れ

な い か と い う こ と で 、 そ う い っ た 理 由 で 今 、 ２ 年 前 に 期 間 が 切 れ

たんですけど今、延長して貸しているような状況でございます。  

今、議員から５億円とおっしゃいましたが、当時、１億円じゃな

か っ た か な と 。 １ 億 円 で 町 の ほ う で 助 成 し て 事 業 を 始 め た ん で す 。

当 初 は よ か っ た ん で す け ど 、 土 地 が や っ ぱ り い ろ ん な 変 化 で 、 そ

れで厳しくなったということで今、閉めているような状況です。  

それと今、跡利用で今検討中というような状況でございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   そのときに中古品、買った機材は全部そのまま、まだ工場の中に

残っているということでいいんですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   私も現場見に行きましたら、建物もありますし、当時使っておっ

た機械もそのまま残ってございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   置いてあっても朽ちるだけだと思うので、その辺はやっぱり行政

も入って、今後どうするかの対応策 は、しっかりとしていただ いた

ほうがいいと思います。  

今、町なかでは空き家問題がいっぱい出てますけれども、ああい

う の が 廃 墟 に な っ て し ま う と 、 い ろ ん な 意 味 で ま た 問 題 が 出 る 可

能 性 が あ る の で 、 今 ち ょ う ど 返 還 の 時 期 に 来 て い る の で あ れ ば 、

そういうことも含めて相談をしてあげてほしいと思います。  

以上です。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   今、その竹仲委員がおっしゃった質問の財産というのは、町の財

産として含まれとるんですか。貸してるというふうにおっしゃって

たけど、財産になるんですか。  

委  員  長   総務課長。  
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 総務課長   土地については町の土地でございますし、建物については、はこ

べの家が整理したというものでございます。建物は、はこべの家。  

委  員  長   ほかによろしいですか。  

なければ、次、行きたいと思いますけど。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、ほかにないようですので、次に衛生費ですね。  

これは２１ページから２４ページですけれども、質疑はございま

せんか。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   ２２ページの小浜病院の、これ大分 、入院数減っとるし、 外来も

減っとるんですけど、これ前、何か説明受けたかしれんのやけど、

両 方 合 わ す と 、 入 院 だ け で ３ ,０ ０ ０ 人 減 っ と る ん で す け ど 、 こ れ

何かベッドが少なくなったんけ、これ、入院の。人数か。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  レイクのほうですが、１００ 床そのままでございます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑 元 委 員   こ れ 何 で 減 っ た か 、 両 方 合 わ せ て ３ ,０ ０ ０ 人 も 違 う と い う の は 、

何か理由あるんじゃないけ。ここで聞かんほうがええかな。小浜病

院で聞いたほうがいいかな。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回、コロナの影響もありまして、外来、それから入院の患者数

は、令和２年度より減少しているということになっています。もち

ろん患者数確保に関しては厳しい結果となっております関係で、収

益におきましても 、外来、入院ともに減っております。  

引き続き今年の場合には結果、黒字にはなったところではありま

す け れ ど も 、 持 続 可 能 な 病 院 経 営 と い う こ と も あ り ま す の で 、 職

員 に つ い て は 、 大 き い 病 院 の と こ ろ へ 出 向 き ま し て 、 入 院 患 者 を

回 し て も ら う な ど 、 そ う い う よ う な 営 業 活 動 と い い ま す か 、 そ う

い う 活 動 も し な が ら 、 引 き 続 き 入 院 患 者 を 増 や し て い く と い う よ

うなことは、職員からは聞いております  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   今年は黒字と今説明受けたんですけど、美浜町から出しとる補助

のお金というのは黒字になっても赤字になっても 増額してるのやね。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  レ イ ク に つ き ま し て の 負 担 金 な ん で す け れ ど も 、 １ 億 ４ ,２ ０ ９

万円ということになっております。こちらのほうの内訳につきまし

ては、今までの企業債の元金でありますとか、利子でありますとか、

あと建設改良費、それから普通交付税、特別交付税による 病床数と、

それから医師派遣等になりますお金を 、若狭町と美浜町でパーセン

トがあるんですけれども、それぞれ率を掛けまして、こちらの金額

というふうになっております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   変わらんということやね。 増額、もう赤字になっても、黒字にな

っても増額ということやね。補助金は、美浜町から出す補助金は。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  変わらない部分もありますが、率が変動する場合もあります。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   またレイクヒルズ から、前みたいにまた説明、来年度、再来年度

では何か黒字なるとか赤字になるとか、美浜町からたくさんお金出

しとるので、また 行って、説明なんか受けたいなと思うんですけど。

毎年受けとるんかいな。  

レイクヒルズの事務方まで前も来て、説明も何回か受けとるんで

す け ど 、 ま た 新 し い 議 員 も い る も の で 、 ま た そ う い う 説 明 も お 願

いします。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回、議員さんが替われたということで説明は、したというふう

には聞いてはおるんですけれども、もしまた不明な点等あれば、ま

た説明の機会を持たせていただきますので、またよろしくお願いを

いたします。  

委  員  長   よろしいですか。  

河本議員。  

河 本 委 員   ２ ２ ペ ー ジ の 楽 膳 の 里  運 動 推 進 事 業 な ん で す け ど も 、 こ れ 、 前

から繰り返し、成果のほうがあんまり見えないと いうことを御指摘

されておるんですけど、目に見える成果というのは何か上がってき

て、今後もこの事業を続けられるおつもりなんでしょうか、お願い

します。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  こちらの楽膳の里の効果ということですけれども、平成３０年度

か ら 見 ま す と 、 毎 年 、 １ ,０ ０ ０ 歩 増 加 し た 人 数 は 増 え て お り ま す 。

これは一つの成果かなというふうには思っております。ただ、令和

３ 年 度 に お き ま し て 、 継 続 者 は さ ら に １ ,０ ０ ０ 歩 増 や す と い う の

は難しい状況となっておりまして、ウオーキングが定着した継続参

加 者 で は な く て 、 新 規 の 参 加 者 の １ ,０ ０ ０ 歩 増 加 が 課 題 と い う ふ

うになっています。  

健康意識の高い一定の継続者には効果があったんですが、特に令

和 ３ 年 度 の 新 規 の 参 加 者 の 平 均 年 齢 ４ ６ 歳 と い う こ と で 、 運 動 不

足 が 多 く 見 ら れ る 働 き 盛 り の 歩 数 の 増 加 等 が 、 な か な か で き な か

ったというふうに思っています。  

今後、ヘルスアップダービーとかですね、歩数な どで順位を競う、

そ う い う よ う な の が あ る ん で す が 、 そ う い う と き に は 平 均 歩 数 が

伸 び る 傾 向 に あ り ま し て 、 そ う い う 「 イ ン セ ン テ ィ ブ あ り 」 の イ

ベ ン ト が モ チ ベ ー シ ョ ン に つ な が っ て 、 継 続 し て い け る の か な と

い う 思 い が あ り ま す の で 、 そ う い う 事 業 の ほ う も 取 り 入 れ て い き

たいなというふうに思っています。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これ産業振興課の課長が一回、 久々子湖の周辺歩いとるのを見た

けど、それって、この事業の一環なわけで、何か登録して歩いとっ

たんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  特にそういうわけではないんですが、昨年の オクトーバー・ラン

のそういうイベントに個人的に参加して歩いていたということです。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   プライベートなこと聞いて すいません。この運動プログラム登録

で１４０人というのは、これ役場の職員なども含まれとるんですか。

どうなんでしょう。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  １４０人の中には一部役場の職員もおります。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   どれぐらいの割合かって分かりますか。やっぱりここ気になるの
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 は、やっぱり町民の参加者増やしてほしいわけですよ。役場の職員

がフォローするという形じゃなくて、やっぱり町民中心に町民の参

加者増えてほしいから、役場の職員って割合的にどのぐらいおるの

かなというのが、ちょっと気になるところな ので、分かったら教え

てください。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  ちょっと正確な数字ではありませんけれども 、１４０人の中で、

町の職員組合というのがありますので、その職員組合の職員にも声

かけをさせていただいておりますし、こちらにおります課長会の中

でも入っている人はいます。  

委  員  長   いいですか。  

河本委員。  

河本委員   割合、分からなかったら分からないでいいですし、後で調べて分

かるんやったら、後で報告してくれればいいですけど。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  １４０人の中に職員が何人いるのかということでよろしいですか。  

ちょっとお調べさせていただきたいと思います。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   Ｐ ２ ４ の 海 岸 漂 着 物 撤 去 処 分 事 業 で ち ょ っ と お 聞 き し た い ん で

すけど、これから漂着するごみの量も増えると思いますし、また、

ごみ拾いもイベント化してきているので、 回収する量も増えてきて

いると思うので、その処分の業務委託料が今後増えてくるかなと思

う ん で す け ど 、 こ の 県 支 出 金 の 委 託 金 の １ ,３ ３ ７ 万 円 な ん で す け

ど、どのような算出方法で出されているのか、教えてください。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  シルバー人材センターのほうに委託しておりますので、そちらの

人件費です。それと、あと ユニックとか、そういう重機の借上げと

か、そういった経費についても積算をして、それを県のほうに申請

をいたしまして、承認いただいたものについて 、交付をいただいて

いるところであります。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   と い う こ と は 、 そ の 申 請 す れ ば 、 ほ ぼ 満 額 で つ く と い う こ と で

間違いないですか。  
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 委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  この県の支出金につきましては、国庫の財源も入っておりますの

で、国から県のほうへ、その予算がついてくるという、その範囲内

での各市町への配分というふうに聞いておりま すし、また、年度内

でも追加要望というような形で、県が国のほうに要望して、また予

算がついてまいりますので、それは各市町に対して所要額調べを さ

れた、うちが上げている額について、国にまた上げていただいて、

その予算がついた範囲の中で交付がされるというようなことで、現

在、昨年度につきましてもほぼ、うちの要求額ほぼ頂いております

ので、ただ、必ずこれから も確実に、その額がつくということはお

答えできないんですけれども、現在は充足しているような状況でご

ざいます。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   も う 一 つ だ け す み ま せ ん 。 そ の 上 限 額 と か と い う の も 決 ま っ て

はないんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  上限額というようなものは今、聞いておりませんが、予算の範囲

内でということだと了解しております。  

委  員  長   ほかによろしいですか。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   先ほどの河本委員の関連で、 楽膳の里の２２ページのところです。  

この楽膳の里というのは、健康保険の町民の支払いがすごく大き

い と い う こ と で 、 何 と か 改 善 し た い と い う 運 動 の 中 で 、 こ の 施 設

が 出 来 上 が っ て き た と い う の が 現 実 だ と 思 う ん で す が 、 や は り 成

果 が 曖 昧 と い う か 、 健 康 保 険 の 支 払 い を 減 ら し て い く と い う の で

あ れ ば 、 そ の 額 は ど の ぐ ら い 減 っ て い く の か と い う の を で す ね 、

や っ ぱ り 見 せ て い か な い と 、 こ の 政 策 は 失 敗 し た と 言 え る の で は

な い か と 思 う ん で す が 、 例 え ば 何 人 参 加 し て く れ ま し た と い う だ

け で は で す ね 、 効 果 に は な か な か 結 び つ か な い と 思 う ん で す が 、

その辺はどうお考えでしょうか。  

委  員  長   どなたか答弁していただけますか。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  この楽膳の里の運動推進事業につきましては、 「げんげん」プラ



 

－31－ 

 スの運動部門の強化ということで、 「げんげん運動」プラス運動、

それから野菜の摂取というところで推進をしている事業であります。  

運動を町民の方にしていただくことによりまして、生活習慣病の

改 善 と か そ う い う 効 果 が す ぐ に 出 て く る か と 言 わ れ る と 、 そ れ ほ

ど の 効 果 は な い か も し れ な い ん で す け れ ど も 、 地 道 に 長 い 目 で 減

塩 ・ 減 量 、 そ れ か ら 野 菜 摂 取 、 運 動 と い う と こ ろ を 積 極 的 に 進 め

て い き た い と は 思 っ て お り ま す し 、 そ れ か ら 、 そ れ に 合 わ せ ま し

て 健 診 等 も 、 皆 さ ん に 受 け て い た だ い て 、 医 療 費 の ほ う は 控 え ら

れるようにしていきたいなとは思っております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   その継続で今後、国民健康保険の支払いの減額であるとかですね、

そういうのが改善されていくというふうに考えておられますか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  原因はこれだけではないんですけれども、国民健康保険の医療費

につきましては今年度、下がっているといったような状況でござい

ます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   もし下がっているのだとし たらですね、ただ、毎年と言わなくて

も３年に一遍ぐらい、きちっとデータをですね。きちっとした統計

のデータで議会には示してもらいたいと思います。これは要望です。  

その関係で、僕ら、もう数年前になると思うんですけど、産業厚

生 委 員 会 で 和 歌 山 県 の 美 浜 町 だ っ た と 思 う ん で す が 、 健 康 運 動 、

地 域 挙 げ て 、 町 挙 げ て や っ て い る と い う と こ ろ へ 視 察 に 行 き ま し

た。  

そこでやっぱり地域の人たちがそれぞれの集落に出向いて、一生

懸 命 、 体 操 で あ る と か で す ね 、 説 明 で あ る と か 、 そ う い う の を 地

域 に 入 っ て い っ て や っ て る ん で す ね 。 来 て く だ さ い 、 集 ま っ て く

だ さ い と い う ス タ イ ル で は な く て 、 地 域 に 発 信 し て や っ て い て 、

そ れ で 数 字 で 、 こ れ だ け の 効 果 が あ り ま し た と い う 報 告 を 受 け た

記憶があるんですね。  

僕らは、やっぱりそういう方向で町の健康を増進していくという

こ と が 、 僕 ら の 視 察 の 中 で 感 じ た こ と な ん で す ね 。 も う 建 っ て し

ま っ て い る も の な の で 、 今 後 ね 、 そ れ を こ こ に 集 ま っ て く だ さ い
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 よ と い う だ け で は な く て 、 そ こ で い ろ ん な 発 信 を や っ て 、 地 域 に

入 っ て い く と い う ス タ イ ル が 取 れ な い か な と い う ふ う に 私 は 思 っ

ています。  

やっぱりそういうことをしっかり数字的にもフォローしていくの

が 議 会 の 僕 は 責 任 だ と 思 っ て い ま す の で 、 な か な か 皆 さ ん の 耳 に

は 、 あ ま り 聞 こ え は よ く な い と 思 う ん で す が 、 そ こ は し っ か り 、

これからやっていただきたいと思います。  

以上です。  

委  員  長   ほかによろしいですか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   ２４ページのごみの関係なんですけど、シルバーの事務所の横に、

拾ったやつをどっさり置いてるのやけど、あれ県外から来ても、あ

んまりいい感じじゃないので、何とかどかしてほしいなと思うんで

すけど、どうですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  それは御指摘のとおりだと思いますので、早め早めに対応するよ

うに、ちょっとしっかりお話ししたいと思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   何か今お話しして って、シルバーにお話しする の。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  すみません。残っていることは承知をしておりますけれども、そ

れがなぜ早めに対応できないのかというようなところも、しっかり

シルバーさんにお話をお聞きしまして、できるだけ長期間そこのと

ころに置かないというようなところで対応していきたいと思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   それは処分費としてシルバーにお金出していないから置いてある

のか、シルバーさんにお金を出したのやけど置いてあるのか。どっ

ちなんやろ。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  委託料の中で対応していただいておりますので、費用が今、不足

しているから、そちらのほうの対応が遅れているというふうには、

ちょっと今現段階では、そういうふうに理解はしておりません。  

委  員  長   﨑元委員。  
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 﨑元委員   そうしたらシルバーさんに町からお金出してあるのに、シルバー

さんがそれを運ばんと、そのお金を自分のところに入れて、そこに

置いてあるということですか。処分費というのは、どっか持ってい

かなあかんと思うのやけど。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  シルバーさんでの処理能力の問題であるのか なと考えております。

令和３年度も非常に量も多かったものですから、シルバー人材セン

ターもやはり人員の面で不足しているのかもしれませんので、その

辺はしっかり調査をさせていただいて、対応していきたいと思いま

す。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   これは去年度のごみやね。去年とおととしのごみやね 、これは。

そうしたら町のほうで、多分お金が不足しとるんだったら、ダンプ

なり運ぶものを用意して運んでくれというて、もう処分してあるの

が当たり前やと思うのやけど、違うんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  今残っているごみが去年のごみなのか、去年のごみは残っていな

いという理解をしておりますので、今年度回収したごみが残ってい

るという理解をしておりますので、そこら辺が、まだ対応が十分で

はないのではないかと思っております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   ２３ページの美浜・三方環境衛生組合 の項目ともう一つ、その左

の廃棄物処理広域化事業の二つ関連していると思うので、ちょっと

お聞きします。  

美浜・三方環境衛生組合 は、今まで３億円ちょっとというお金を

支 払 っ て い た と い う こ と な ん で す が 、 敦 賀 と の 連 携 が 始 ま り ま し

た の で 、 今 後 こ の 金 が ど う い う ふ う に 減 っ て い く の か 、 ゼ ロ に な

るのか、そこをちょっとお聞きしたいと思います。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  この環境衛生組合の負担金につきましては、令和３年度について

はガス化溶融量、一般廃棄物のほうと、し尿のほうと、あと最終処

分場というようなところで、ガス化のほうにつきましては、敦賀市

さんのほうで令和４年度からは一般廃棄物を処理するという流れに
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 なっておりまして、こちらの敦賀市さんのほうに持っていくことに

よって、どれぐらい費用が軽減されるのか というところについては、

敦賀市さんも、こちらの意見交換会等で御説明されていたとおり、

うちの試算でも５ ,０００万円～６ ,０００万円ぐらいは、敦賀市さ

んに共同処理することによって、その費用については軽減されるの

ではないかという試算を出しております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   じゃ、五、六千万円ぐらいということでいいんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  ただ、ごみの量によりましては今年度の決算におきまして、一応

その額的なものは左右されるかとは思いますけれども、一応、今の

見込みでは五、六千万円ということで試算をしております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   それと関連して、左のほうの廃棄物処理の広域化事業、これ敦賀

との連携で、途中から具体的に参加したということなんですが、年

間これから、この金額はどのぐらいに変わっていくのかというのを

ちょっと予想を。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  こちらの最終処分場のほうにつきましては、もう既に 旗護山トン

ネル出たところで工事が始まっておりますし、新清掃センターにつ

きましては、今年 度、その建設等運営の事業所が決まりましたので、

今、発注業務を設計 といいますか、そういったところの費用が入っ

てきていると思います。  

負担金といたしましては、今年度の当初予算のほうで、この広域

化 の 負 担 金 と し て 約 ４ 億 円 ほ ど 計 上 さ せ て い た だ い て お り ま す の

で 、 今 後 こ れ ぐ ら い の 金 額 含 め て 、 見 込 み と し て は 出 て く る の で

はないかなというところでございます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   最後になりますが、敦賀市と連携、広域化することで規模の拡大

ということがをしていると思うんですが、トータルとしては、今ま

で美浜・三方でやってきたトータルと、今度敦賀 に変わることで、

美浜町が支払う合計 額がどのぐらいの違いというのがあるんですか。

規模の拡大による効果というか、それはどのぐらい見込んでいます
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 か。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  規模の拡大をさせてはいただいておりますが、排出されたごみの

量に基づいて処分費用を出してまいりますので、住民の方が、ごみ

の分別をしっかりしていただいて、美浜町のごみの量を減らしてい

くというところが、やはり一番鍵になるのかなと思います。それを

することによって、毎年毎年の建設等に関する負担金の率も 下がっ

てまいりますので、規模の拡大というよりも、これから美浜町で排

出するごみの量をいかに減量化して 、削減していくかということが

重要だと考えております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   もちろん廃棄物の量を減らしていくというのが一つ大きな狙いだ

と思いますが、それは美浜・ 三方でも、そう変わらないと思います。

もう一つはやっぱり 設備を共有化する、そこに参加する人の数が増

えるということで、本当はトータル的には、額は減っていかないと

駄目だとは思うんですが、そこはあまり期待できませんね。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  一般論としては、あくまでも一般論で申し訳ないですけれども、

規模が拡大することによって、そこら辺のコストが削減されるとい

うふうには考えております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   最後になりますが、 敦賀市との連携に移行して、我が家のほうで

もですね、やっぱりごみの数がちょっと減ったというふうに家族か

らは聞いています。方向性としては、敦賀の方向性がよかったのか

なと。何でも一緒くたにして燃やすというよりは、そっちのほうが

きちっと分別する分あるので、よかったかなという思いはしていま

す。あとは、明確に規模の効果というのは、僕は出やすい政策だと

思うんですね。そこをこれから、きちっと見ながら建設していただ

きたいなというふうに思います。  

以上です。  

委  員  長   よろしいですか。  

梅津委員。  

梅津委員   すみません。ちょっとくどいようですけれども、２３ページの健
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 康診査事業ということで、今度はちょっと健康福祉課のほうへお尋

ねしたいと思います。  

ＰＥＴ検査と脳ドック、これは一応、もう７５歳以上、一応ない

と い う ふ う に 解 釈 せ ん と 駄 目 な ん で す ね 、 令 和 ４ 年 度 は 。 こ れ は

い い で す 。 後 期 高 齢 者 に は 該 当 し な い ん で す か 、 こ の 脳 ド ッ ク 。

これどうなんでしょう、脳ドックとＰＥＴ。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  ただいまの心臓ドックとか脳ドック、それからＰＥＴ 検査につき

ましては、５０歳～７４歳までとなりました。  

委  員  長   いいですか。  

梅津委員。  

梅津委員   ということは、もう取り下げとると解釈 すればいいんですね。 先

ほどの人間ドック、これについても７５歳以上はもう負担しないと

いうことやから、これも一緒ですよね。ということで解釈 を。もう

早く死ねと。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  ちょっと再度にはなりますが、ＰＥＴ－ＣＴ検査、心臓ドック、

脳ドック、それは５０歳～７４歳までですし、国保の人間ドックと

いうのもあるんですけど、それも７４歳までとなっています。国保

の場合は３５歳～７４歳となっています。  

委  員  長   よろしいですか。それで理解していただきたいと思います。  

ほかにございませんか。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  何回もすみません。がん検診のほうでよかったですか。  

がん検診のほうですと、上は７５ 歳以上の方でも、がん検診は受

け て い た だ け る よ う に な っ て 、 た だ 、 下 の 年 齢 は ち ょ っ と 、 そ れ

ぞ れ の が ん 検 査 に よ っ て 違 い ま す が 、 上 は ７ ５ 歳 以 上 の 方 も 受 け

ていただけるということになっております。  

委  員  長   では、衛生費については以上にいたしますけど、いいですか。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  すみません。先ほどの健康プログラムの１４０人の内訳なんです

けれども、１４０人中、役場の職員が３１名となっております。  

委  員  長   よろしいですか。  
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 すみません。ちょっと委員長から、先ほど海岸のごみがちっとも

処 理 で き て な か っ た と い う の あ る ん で す け ど 、 こ れ シ ル バ ー さ ん

に頼んであって、そこが動いていないと。  

ほかにも聞いて、例えば役場の敷地なんだけど、草刈りができて

い な い ん だ け ど 、 聞 い た ら シ ル バ ー さ ん に 頼 ん で あ る ん で す と と

か で す ね 。 ち ょ っ と い ろ い ろ 聞 く ん で す 。 だ か ら 、 発 注 し て あ っ

た ら 、 あ と は 、 あ ん た の と こ や と い う ん じ ゃ な く て 、 や っ ぱ り 様

子 を 見 て い た だ い て 、 ど う し て も で き な い と い う 事 情 が あ れ ば 、

次の手を打つと。よろしくお願いしたいと思いますね。  

それとスポーツの関係で、リフレッシュ体操というのがございま

す ね 。 そ れ 結 構 、 人 気 が あ っ た み た い で 、 私 の 妻 も 、 そ こ 行 っ て

る ん で す が 、 今 ま で ３ ０ 人 の 定 員 が コ ロ ナ で １ ５ 名 に な っ た そ う

で す け ど 、 １ 年 に １ 回 、 メ ン バ ー 制 な の で 登 録 を 申 し 込 む と で す

ね 、 ９ 時 に 受 付 だ と 言 っ て ま し た け ど 、 も う そ の と き に 早 く 行 っ

て 並 ん で な い と 、 も う １ 時 間 も す る と 満 杯 で 駄 目 な ん だ と い っ て 、

いつも慌てて行くんです 、毎年。  

そういうところというのは、拡充してもらえる余地があるんやな

い か と い う ふ う な 気 持 ち が し て ま し て ね 。 こ れ 、 コ ロ ナ の 関 係 も

あ り ま す け ど 、 人 気 の コ ー ス に な っ て い ま す よ 。 そ こ へ 行 っ て 、

そ の 運 動 だ け じ ゃ な く て 、 プ ラ イ ベ ー ト で も グ ル ー プ を つ く っ て

一 緒 に 歩 い た り と か で す ね 。 一 緒 に お 茶 会 し た り と か ね 。 そ ん な

こ と の 楽 し み に も つ な が っ て い る み た い な の で 、 ぜ ひ そ こ を 伸 ば

し て い た だ け る と い い な と い う ふ う に 常 々 思 っ て い ま し た の で 、

ちょっと蛇足ですけど。  

それでは、続きまして、次の説明のほうに移らせていただきます。  

そうしたら、トイレ休憩をやりたいと思います。５分か１０分程

度。３時から再開します。  

 

（休憩  午後  ２：４９）  

（再開  午後  ２：５９）  

 

委  員  長   再開します。お願いします。  

主要施策説明書の２５ページ労働費から農林水産業費、商工費、
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 ４５ページ土木費までについて、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   ありがとうございました。  

それでは、ただいまの説明について 、質疑を受けたいと思います。  

また、事項別明細書 、３１ページから４１ページについても 、質

疑があれば、同時に受けたいと思います。  

初めに、労働費、２５ページから農林水産業費、３５ページまで

の質疑をお受けいたします。  

質疑はございませんか。  

農林水産業費までといたします。３５ページまで。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   農林水産業費の２６ページの有害鳥獣対策事業なんですけれども、

先ほど説明がありましたように、年々捕獲量が減ってきているのが

事実ではないかと思います。  

ここに書いてありますように、鹿の４６５頭、町内全域ですので、

こ れ １ 人 分 じ ゃ な い か な と い う ぐ ら い の 数 に 減 っ て き て ま す 。 恒

久 柵 の 関 係 と か 捕 獲 の 関 係 で 、 こ こ ま で 減 少 し た ん じ ゃ な い か な

と 思 い ま す け ど 、 お か げ さ ま で 猟 友 会 も 若 い 方 が 結 構 い ら っ し ゃ

い ま す の で 、 そ の 捕 獲 体 制 を 緩 め ず に で す ね 、 し っ か り と 取 り 組

んでいただかないと、また元に戻る可能性も十分にあります。  

山中に入りますと 加工食物が依然として復活してきてませんし、

生 息 頭 数 か な り 、 そ ん な に 減 っ て は い な い と 思 う ん で す わ 。 ぜ ひ

この体制、しっかりと取り組んでいただきたいなと思います。  

最近になりまして農林水産省の事業で、里でなしに、もう一つ山

奥 へ 入 っ た 誘 因 に よ る 捕 獲 と い う の も 、 実 は 昨 日 も 山 の 中 へ 入 っ

て き た ん で す け ど 、 な か な か そ う い う こ と も 含 み ま し て で す ね 、

し っ か り と 町 民 の 皆 さ ん に 被 害 の な い よ う な こ と を 、 し っ か り と

継続していくのが一番大切かなと思 っています。  

ただ、この中で猿の被害 が、どうしても防ぎようがない部分があ

り ま す の で 、 そ れ だ け は ち ょ っ と し っ か り と 取 り 組 む 必 要 も あ る

かなと思っています。  

以上です。今後の方針について、ちょっと 思いを伝えていただけ
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 ればいいかなと思います。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  今、状況等も御説明いただきましてありがとうござい ます。  

捕獲頭数も本当に減っているというところで、自分の住んでいる

と こ ろ 周 り を 見 る と 、 そ う い う と こ ろ の 出 現 数 が 減 っ と る か な と

い う ふ う に 思 っ て い ま す の で 、 そ こ ら 辺 は あ る 程 度 、 数 の 減 少 が

見られたかなというふうに思っています。  

やはりこれからは、猿ですね。猿に関しては、やっぱりその被害

が 大 き い と い い ま す か 、 あ る 程 度 施 設 を 構 え て や っ て お ら れ る と

こ ろ と い う の は 、 そ ん な に 影 響 は な い か な と は 思 う ん で す け れ ど

も 、 家 の 周 り で 家 庭 菜 園 の よ う な 形 で 作 ら れ と る 方 と い う の は 、

猿 の 被 害 に 遭 う と 、 非 常 に 精 神 的 な シ ョ ッ ク も 大 き い か な と 、 そ

ういう声をよく聞きます。  

それで昨年度から猿バスターですか、 そういった駆除の補助も確

立 し て 、 今 取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ り ま す し 、 そ れ は 、 ど ん ど

ん 継 続 し て い き た い な と い う ふ う に 思 っ て い ま す し 、 や っ ぱ り 近

場 の 、 は ぐ れ の 猿 な ん か も 、 し っ か り 獲 る 方 法 も あ る よ う な の で 、

そ う い っ た と こ ろ も 防 げ る よ う な 形 を し っ か り 考 え て い き た い な

というふうに思います。  

委  員  長   川畑委員。  

川 畑 委 員   ２ ７ ペ ー ジ の 中 山 間 直 接 支 払 事 業 の ２ ,１ ２ ７ 万 円 の こ と な ん で

すけど、不利な地域の急傾斜地とかがあって、それを、差をなくす

ためにやるというんだけど、一応どういうとこを言うとるんですか

ね。はっきり分かったら、集落の名前教えていただけますか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  対象組織といたしまして、ここに集落協定を六つ、個別協定を二

つと書いてございますが、菅浜・竹波地区一つ、菅浜地区一つ、北

田地区、太田地区、 新庄地区、野口地区、これが集落協定の６地区

ということになりますし、個別協定といたしましては、有限会社の

長谷川農園さん、そして、菅浜の山本 光雄さん、そういった方が 対

象ということになってございます。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   その横の多面的機能支払交付金事業 って、農用地水路、農道等を
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 直すということ。これ、美浜町広域協定運営委員会にお金を渡して

工事をやってもらうということですか。ちょっと内容を教えてくだ

さい。どういうこと。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  もともと「農地・水」で進めれた事業ということになります。担

い手等農業者の負担 が大きいということで、地域でそういったとこ

ろを支えていく、草刈りであるとかいろんな作業をしていくという

ようなものになるかなというふうに思います。 国・県、そういった

ところの補助をいただいて、町も補助を出してですね。それで広域

協定のほうにお金 を出して、そこから各集落のやっていただくとこ

ろにお金を配分するような形になります。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   ちなみに、どういう人が入っとるんですか、分かります。言えま

すか。言えなんだらいいですけど。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  農業者の方、入っておられる方もありますし、農業をやっていな

い方も、その地区に所属して いってですね、そういう活動に参加さ

れておる方もおられます。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   ２９ページの中山間営農継続支援事業という１０６万円の 仕事の

内容なんですけど、要は、戸別に飛んどる耕作地を耕作放棄地にな

らないように頑張っていて、対象者 がたった２３名なんですよ。こ

んな飛び地しかないということ ですね。もっとあるんじゃないです

かね。  

これは全部が全部、この事業では関 わりないのでやっとる、この

ピ ッ ク ア ッ プ さ れ た ２ ３ か 所 、 ２ ３ 名 分 し か や っ て い な い と い う

こ と で い い ん で す か 。 要 望 が な か っ た と い う こ と で 、 よ う 分 か ら

んのだけど。  

委  員  長   産業振興課長、いいですか。  

産業振興課長。  

産業振興課長  小区画、そこでできていないところに対してということになりま

すので、最初２３名というところが、そういったところを 取り込ん

でいただいているということになります。  
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 委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   そんだけしかいないということで理解すればいいんけ。大丈夫な

んですか。ほかの要は、飛び地にある小さい小作人がそういうこと

の、この援助をもらわんで、もう苦労しとる人らが おっても、全部

これで賄えたということでよろしいんですか。  

要は、１人の小作人にも全部補助できて、去年はできたというこ

と 。 そ れ と も １ ０ ０ 名 お っ て 、 去 年 は ２ ３ 人 分 し か で き な ん だ と

い う こ と か な と い う こ と で 、 ち ょ っ と 分 か ら へ ん な 、 や り 方 が 。

そ の ２ ３ 人 を 選 ん だ 理 由 が 分 か ら ん で す け ど 、 ２ ３ 人 し か 、 い な

かったということでよろしいんですかね。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  ２３人、そういった人が取り組んでいただいたということ。対象

の場所は、あくまでもその面積ということで出ておりますが、そう

いったところを取り込んで 、そこを耕作していただいたというとこ

ろが２３名おるという ことです。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   いろいろなこういう事業があって、そういう人たちに言ったら、

２３人が手を挙げてやってくれたということでよろしいんですね。

分かりました。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   ３２ページの町行造林保育事業なんですが、作業道の開設、間伐、

鳥獣害対策を実施し、健全な森林の造成と良質な立 ち木の育成を図

りましたというふうに書いてあるんですが、これ、良質な立 ち木と

いうのは、どのようなものを植えたんですかね。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  管理の行き届いた立 ち木ということになりますし、ここらでいう

と植林してということになれば、杉、 ヒノキ、そういったところに

なるかなと思います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   広葉樹じゃなくて 、針葉樹植えたということなんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  町行造林でやっているところ、ほとんどは杉かなというふうに思

います。  
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 委  員  長   河本委員。  

河本委員   もうあんまり国産の杉とかというのは需要が少ないと思っている

ので、杉から広葉樹のほうに替えていくという政策が必要かなと思

っているので、また杉を植えるというのはちょっと、本当に必要な

のかなという疑問が あるんですけど、その辺りはどう考えています

か。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  どちらかといいますと、今、植えているという状況でなくて、こ

れまでに植えてきた、そういったそろっているところを 、しっかり

管理しているというのが状況です。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   農業関係、ちょっと全般にわたるんですけれども、農業人材育成

拠点施設の整備とか、ハード面ですね。あと新規農業者支援事業と

か、ソフト面もやられておるんですが、これまで いろいろ補助とか

出してきた水耕栽培やっている事業者 さんとか、あと、苗作ってい

るところとか、いろんな施設に補助金とか出してきたんですけど、

その辺の運用状況というの が健全になされておるんですかね、どう

なんでしょうか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  現在も継続してやっていただいておりますので、その辺は、しっ

かり行っていただいて いるものと思っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これまでの議論の過程で、大きな補助金が出されとるんで、 一回

その会社じゃないけど、施設がもう潰れて、新しい業者さんが入っ

てくれたということもありましたしね。そういったところで経営状

況とかというのは、議会としても非常に気になっているところなの

で、その辺の状況もですね、行政としても、一回補助を出したから

終わりじゃなくて、繰り返しそれが失敗しないように ですね、状況

も確認していっていただきたいなと。町の農業の重要な施設である

ので、町民の雇用とかも確保していただいているのでね。その辺の

チェックのほうはやっていただきたいし、私たちも、その補助金が

出されたもので、気になっているということは理解いただきたいと

思います。  
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 委  員  長   松下委員。  

松下委員   今の河本議員に関連してですけど、日本の林業、もう新しく次、

いや、ヒノキの苗木を植えるという作業は、ほとんどなくなりまし

たね。植えても金にならん。長い時間を管理しないといけない。急

傾斜地で機械も使いにくいと。こういう日 本の林業の特徴ですね。

かなり高いので輸入木材に、本当は関税をかけて林業を守らんとい

かんのですけど、ずっと輸入丸太に関税は ゼロやったんですね。  

これは林業に死んでくださいという政策に等しいんですが、今、

コ ロ ナ で あ る と か 、 ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に よ っ て 、 外 材 が な

か な か 入 っ て き に く く な っ た し 、 い ろ ん な 素 材 が 流 通 し に く く な

っ て い る と い う 中 で 僕 は 、 ど う 対 応 し て い け る か と い う 、 今 後 の

美 浜 町 の 林 業 の 在 り 方 を で す ね 、 ぜ ひ 大 き な 青 写 真 を 描 い て も ら

いたい。  

特に町行造林なんかも、今の僕ら の新庄地区には獣害がひどくて

管 理 も で き ず に 、 今 、 植 え た 人 が 切 っ て い く よ う な 事 業 も 考 え ら

れ て い る ん で す ね 。 そ う い う 長 期 に わ た る 林 業 政 策 が な い と 、 今 、

本 当 に 建 設 資 材 が 入 っ て こ な い と い う 可 能 性 も 出 て く る の で ね 。

長 期 的 な 視 点 で 、 そ う い う の を ど う 描 く か 、 そ の 辺 の と こ ろ は 御

意見ありませんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  ありがとうございます。貴重な御意見やと思っています。  

今、県の方でもですね、県産材を活用というようなことで、それ

を 町 の ほ う に 言 わ れ て い る 部 分 も ご ざ い ま す 。 県 内 全 域 で い う と 、

ま だ 林 業 事 業 者 と い う の が し っ か り あ る 部 分 が あ り ま し て 、 そ こ

を し っ か り 立 て 直 す 形 と い う の が 必 要 や と い う こ と で 、 そ の 県 産

材 で 、 う ち ら で い う と 町 産 材 と い う こ と に な る ん で す が 、 そ う い

っ た も の を し っ か り 活 用 し ろ と い う よ う な こ と も 言 わ れ て お り ま

す。  

しかしながら、町でいうと、やっぱり林業事業者、直接やってる

方 が 今 い な い と い う こ と も あ り ま す の で 、 そ こ が 非 常 に 難 し い の

か な と い う ふ う に 思 っ て ま す 。 嶺 南 ６ 市 町 に は 森 林 組 合 が あ っ て 、

い ろ ん な 作 業 等 を や っ て い た だ い て い ま す が 、 ま だ ま だ そ れ を な

り わ い と し て 捉 え て や っ て い く 流 れ が な い と い う こ と で あ り ま す
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 の で 、 今 後 、 こ の 問 題 を 県 下 で も 当 然 、 話 を す る 必 要 が あ り ま す

し 、 嶺 南 域 、 そ の 林 業 事 業 者 が 存 在 し な い と こ ろ の 木 を し っ か り

活 用 す る よ う な 考 え 方 は 、 町 だ け で な く て 広 域 で 考 え る 必 要 性 が

あ る と 思 っ て い ま す の で 、 そ う い っ た 協 議 は 今 後 ま た 進 め て い き

たいなというふうに思っております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   ありがとうございます。  

ただ、僕ら、今の指導なんかでも県産材を使ってくださいと、こ

う い う こ と な ん で す が 、 そ れ は 使 う と い う お 願 い を し と る ん で す

ね 。 日 本 の 林 業 と い う の は 、 ほ と ん ど 供 給 サ イ ド 、 植 え て 、 育 て

て と い う と こ ろ に 補 助 金 を ど ん ど ん つ ぎ 込 ん で き た ん で す が 、 例

え ば ド イ ツ な ん か を 見 る と 、 需 要 を つ く り 出 す ん で す ね 。 そ う す

る と 木 材 が 欲 し い か ら 単 価 が 上 が っ て 、 つ く る 部 分 に 支 援 し な く

て も 、 み ん な そ れ を や る と 、 こ う い う 誘 導 策 を 引 っ 張 っ と る ん で

すね。  

美浜町の工務店もやっぱり元気でないといけないし、そういうも

っ と ト ー タ ル な と こ ろ で 、 美 浜 町 の 木 材 の 需 要 を ど う つ く っ て い

く か 。 な お か つ 植 え る 側 に も 不 足 す る も の が あ れ ば 支 援 し て い く

と、こういうパターンが要るのではないかなと思うんですね。  

ドイツはどういうところで需要をつくり出しているかというと、

脱 炭 素 化 の 中 で 、 家 屋 の 断 熱 政 策 を 優 遇 し て で す ね 。 修 繕 事 業 と

い う か 、 改 修 事 業 を い っ ぱ い つ く り 出 し て 、 そ れ が 物 す ご い 木 材

の 需 要 を つ く り 出 し て 、 月 刊 誌 の 論 文 な ん か 読 み ま す と 、 今 後 ３

０ 年 後 の 工 務 店 需 要 が あ る と い う の を 読 ん だ こ と あ る ん で す 。 だ

か ら 、 そ う い う 美 浜 町 で の 夢 の あ る 林 業 政 策 を ぜ ひ つ く っ て も ら

い た い 。 特 に 工 務 店 の 需 要 を つ く り 出 す よ う な と こ ろ に 力 点 を 置

いてもらえるといいのかなと思っています。  

あと１点、同じ３２ページの 松くい虫の件なんですが、僕はずっ

と 、 こ れ は 注 目 し て い て 興 道 寺 地 区 で 空 中 散 布 や ら れ て い る ん で

す ね 。 こ れ は 興 道 寺 地 区 の ほ う か ら の 強 い 要 請 で 行 わ れ て い る ん

ですね。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  地区の要望というわけではなくてですね。森林組合と調査して、



 

－45－ 

 防除が必要な部分、そういったところで実施をしているのが現状で

ございます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   恐らくそうではないかと思っていたんですが、 松というのは、も

う何回も言ってるんですが、ほかの木がどんどん成長していくと、

松というのは必ず枯れるという宿命を持った木なので、そこに幾ら

金をつぎ込んでも、これはね、金にならないです。  

今新たに例えば一本一本、ここは景勝地で、いい松があるからと

い う の で 、 一 本 一 本 対 応 す る の な ら 、 そ れ は そ れ で 観 光 資 源 と し

て 価 値 は 、 僕 は 認 め ま す が 、 空 中 散 布 で 一 方 的 に 毒 薬 を ね 、 ま く

と い う の は 、 そ こ に お 金 を 入 れ る と い う の は で す ね 、 や っ ぱ り 間

違 っ て い る と 思 う の で 、 森 林 組 合 と も う 少 し 話 を し て も ら っ て で

す ね 。 も っ と 林 業 の た め に な る 政 策 を 出 し て も ら っ て 、 そ こ に 支

援 を 投 入 し た ほ う が 僕 は い い と 思 う の で 、 そ こ の ち ょ っ と 見 解 を

聞いて、要望にしたいと思います。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  これ、松くいの空中防除に関しては、一旦、令和３年度で打切り

というような形で、 現在調査を実施しておりますが、令和４年度に

おいてはやっておりません。 今後、またその調査を進めていって、

今後の方針を考えるというところでございますし、今、委員言われ

たように、その景観木、本当に目指すところの松をしっかり守る。

それで枯れているところは伐採する、駆除する。そういったところ

で現在取り組んでいるところでございます。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   ３４ページの魚礁機能回復事業の１００万円のことで、ちょっと

お聞きしたいんですけど、 今年も８月にバフンウニの漁が解禁され

た。でも、こないだ 、たしかテレビか何かで 、不漁やったという話

が出てますね。ずっとここ二、三年 、三、四年、不漁やという話を

ち ょ っ と お 聞 き す る ん で す け ど 、 こ れ 去 年 や っ た 数 が １ ,２ ０ ０ 基

で、１００万円で終わったというふうなことを。それって不漁を解

決できる量なのかどうか、それを思って、また今年もやるんじゃな

いかと思うんですけど、 どういう解釈でやったのかというのを、ほ

んまに不漁なのに、こんなぐらいでよかったのかとかいう、ちょっ
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 と解釈をお聞きしたいんだけど。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  この事業に関しましては、町が補助を出して、組合も負担をしな

がら作っていくということでございます。昔は４漁協であった漁業

振興事業のような形ですかね。そういうことで、地元が実際に考え

て実施をしていくというところでございますし、この金額について

も組合のほうでいろいろ考えて、 魚礁も自分ところで製作するであ

るとか枠を作って、いろいろ工夫してやられておるので、かなりの

数ができたのかなというふうに思います。  

委  員  長   川畑委員。  

川 畑 委 員   １ ,２ ０ ０ 基 で か な り の 数 や と い う こ と で す か 。 一 応 、 地 元 の 漁

業、日向とかの美浜町漁業組合が、今年はこれぐらいでいいから要

望したいということで、それ受けて役場が補助金を出しとると。役

場の要望じゃなしに 、漁業の要望で数を考えて 、つくって補助金を

出しとるというやり方でよろしい んですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  大体申告１００万円ぐらいを出して、そこで考えていただいてお

るのが現状かなと思います。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   言いたいのは、不漁やという全国的な話が あるのなら役場も、そ

の辺ちょっと考慮して考えて、こんな数で本当にいい んですかとか

という、ちょっとした話の内容を、何か毎年定例的に１００万円の

魚礁をつくったら、それで何とかなるやろというような話じゃなし

に、少し考えながら要望を聞いてやったほうがいいんじゃないかと

思って言わせてもらいました。すみません。いいです。意見です。  

委  員  長   いいですか。  

辻井委員。  

辻井委員   農林水産業、第一次産業になるんですけれども、林業について全

般的に、先ほど課長の話の中に、林業に従事している人は誰もいな

いということはお聞きしました。やはり農業も担い手農業になって

いますし、漁業も平均年齢が８０歳に近いというような人もいます 。

林業についてはゼロということになっておりますので、いろいろな

林業の作業、事業あるんですけれども、美浜町としては、どこに委
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 託して作業をやっていってもらっているのか、ちょっとそれをお聞

きします。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  嶺南森林組合、今、 嶺南にわたって動いていただいているのは、

そこになるかなと。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   想像していたとおりですけど、嶺南森林組合、敦賀から大飯高浜

まで一括してやられておると思いますし、うちのほうも佐田 生産森

林組合あるんですけれども、もうそこだけしかないと思いますし、

かなり森林組合、やはり日本の国土７割が山ということなので、こ

れからやはり環境問題についても、林業の ほうを盛んにやっていか

なければ酸素不足になるのではないかと思いますし、この辺のとこ

ろも、行政のほうも奥深く考えて やっていただきたい。  

以上です。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   次、行きましょうか。  

では、次ですね、商工費について 、質疑はございませんか。  

３６ページから３９ページ。  

質疑はございませんか。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   ３７ページの「はあとふる体験」のところなんですが、はあとふ

る体験を始めて２０年近くたって、コロナ禍という中でもですね、

かなりの参加者が参加してくれてますので、１億円に近い資金が美

浜町に流れると、こういう状況までつくってきたんですが、ほかの

いろんな建物の支援に比べて、僅か４００万円強と。  

この支援額でいいですよということで、この事業をやってる人は

言 っ て る ん で す か ね 。 僕 も っ と 、 こ こ は 支 援 し て も い い と 思 う ん

で す よ 。 １ 億 円 近 く 稼 ご う と 思 っ た ら 、 数 億 円 の 事 業 で や ら な い

と 、 な か な か で き な い ん だ け ど 、 ほ と ん ど 投 資 的 経 費 な し に 、 こ

れやってるんですね。  

だから、もう少ししっかり事業をやっている人と連携をして、も

う こ れ で い い と い う ん な ら 、 そ れ で い い と 思 う ん で す け ど 、 僕 は 、

や っ ぱ り １ 億 円 に す る た め に は 、 も っ と 投 資 が 、 僅 か で す け ど 必
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 要 や と 思 っ て い る の で 、 そ う い う 声 も 聞 い て い る の で 、 そ こ は ど

う判断しますか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  はあとふる体験ですけれども、昨年度コロナの影響で全国的に、

なかなか受け入れてくれる市町も少なかったということで、ただ、

その中で美浜町は受入れを行っておりましたので、かなり前年比２

倍というような数字になっております。  

昨年、４４２万円の補助金を出してございますけれども、今の人

数 が ち ょ っ と 、 ス タ ッ フ の 人 数 が ち ょ っ と 追 い つ か な い と い う こ

と で 、 令 和 ３ 年 度 に つ き ま し て は 、 こ の 補 助 金 を 増 額 い た し ま し

て、事業者の希望にも沿っております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   じゃ、主要な視点は、スタッフが追いつかない、だから、この額

で止まっていると、こういうことの理解でいいんですかね。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  一昨年の水準ですと、この金額でよかったんですけれども、昨年

度 の よ う に 、 ４ ,０ ０ ０ 人 と か と い う 規 模 に な り ま す と 、 そ れ で は

ちょっと回らないということで 、令和４年度になりまして、予算の

ほうを増やさせていただいております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   了解しました。ぜひ今後、１億円を超えるレベルを目標としてい

くために、何がまだ不足しているのかというところ をですね、事業

者側としっかり議論をやって、支援できるところは支援してもらい

たいというふうにお願いしたいと思います。  

以上です。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

河本委員  

河本委員   ３７ページの若狭美浜観光ＰＲ事業なんですけれども、それと 、

３６ページの商工団体の育成事業補助金とかと関連してくると思う

んですけど、やっぱり美浜の観光を考えたときに、観光をなりわい

にしている事業者さんが、コロナとかの関係で随分減ってきてるん

じゃないかなと思うんですけど、その辺の状況 はいかがですかね。  

委  員  長   観光戦略課長。  
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 観光戦略課長  コロナの関係で旅館とか民宿が 、営業をやめたというのは聞いて

はおりません。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   ここ数年で私、知ってる民宿とか、やめられたとこもあるんです

けれども、やっぱり美浜の観光を維持していくためには、やはり観

光に関わっている、事業を営んでいる方の経営環境とかというのを

しっかり考えていかなくちゃいけないんですけれども、その辺、商

工団体とかでもブランドの育成とか支援している とか、中小企業の

支援とかやられていますけれども、そういった観光を中心としたと

ころへの支援を行って、実質、美浜にどれぐらいの還元が得られて

いるのかというところの成果は 、どういった状況で出ているのか、

お伺いします。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  観光業者への助成ですけれども、３９ページにございますような、

お泊りキャンペーンのようなこともやっておりますし、その前の３

８ページの下段の民宿等活性化事業のような事業も通じまして、観

光事業者については支援を行っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   観光産業というのは、 町の魅力の一つでもありますし、そういっ

たところに携わる人たちが今の環境の中で、やめていかないように

とか、新しくまた町の魅力を掘り起こしてくれるような事業者さん

が出てきやすいような環境というのが、こういうふうな施策の中で

ね、充実していってもらいたいなと思うんですが、その辺りの考え

は。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  企業の支援、そういったところも当課のほうで実施をしておりま

すし、小さい企業というのはあるんですけれども、それが実際、今 、

観光といったところにつながるのが直接あるかとい うと、そこは結

構少ないのかなというふうには思っています。  

それで、昔から言うと本当に、旅館・民宿・飲食関係、減ってる

な と い う の は 実 感 す る と こ ろ は あ り ま す し 、 今 後 や っ て い く 中 で

は 、 道 の 駅 を 基 点 に し て 、 そ う い う 活 性 化 が 図 ら れ た ら な と い う

ふ う に は 思 い ま す 。 実 際 そ こ で チ ャ レ ン ジ す る よ う な 形 で 、 事 業
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 所 さ ん に 来 て い た だ く 。 そ こ で は 、 ま た 企 業 支 援 と い う の も ご ざ

い ま す し 、 そ こ で し っ か り 盛 り 上 が る よ う な 流 れ を つ く り た い な

というふうに考えております。  

委  員  長   町長。  

町   長   観光は、やっぱり美浜の主要な産業の一つございまして、新幹線

の開業を、これを見据えながら観光 投資をずっとやってきたわけで

ありますし、まずは泊まっていただいて、食べていただくことが経

済効果の波及につながるというような観点から、まずは、このコロ

ナ禍の中では、飲食・宿泊業のダメージを受けている業者さんに対

して、しっかりとこれまで支援をしてまいりました。  

あとは、しっかりそれは宿泊の中で、今後も宿を改良しながら続

け て い く ん や と 、 そ う い う 意 欲 の 高 い と こ ろ に つ き ま し て は 、 こ

の 資 料 で も お 示 し を し て お り ま す け れ ど も 、 宿 泊 等 活 性 化 事 業 、

こ う い う も の を し っ か り 利 用 し な が ら 支 援 を さ せ て も ら っ て い ま

す し 、 今 回 補 正 の 予 算 の ほ う で 魅 力 あ る 民 宿 に 、 さ ら に 強 化 し た

い 、 そ う い う 事 業 者 さ ん に 対 し て も 支 援 を す る こ と で 、 受 入 れ の

そ う い う 体 制 を し っ か り と 構 築 し て い く 、 そ ん な 視 点 で 今 や ら せ

てもらっています。  

民宿のリニューアルも、これ十数件超えました。やる気になって

も ら っ て い ま す 。 要 は 、 プ レ ー ヤ ー の 方 が そ う い う 本 気 に な っ て

も ら わ な い と 、 幾 ら 行 政 が 旗 を 振 っ て も 、 こ れ は 実 現 に つ な が っ

て い か な い の で 、 そ う い っ た 意 味 で は 、 こ う い う 支 援 事 業 を 打 ち

出 し た こ と で 、 地 元 の 事 業 者 さ ん も 一 緒 に 立 ち 上 が っ て く れ て い

る、そんな状況かなというふうに思っています。  

特に令和４年度の今回補正で上げさせてもらったものについては、

相 当 額 の 投 資 を 事 業 所 さ ん 、 さ れ ま す 。 そ れ だ け 頑 張 っ て や ろ う

か な と い う 流 れ が 出 て い っ て お り ま す の で 、 我 々 も 引 き 続 き 状 況

を 見 な が ら 、 ま た 皆 さ ん と 相 談 し て 、 い か に 泊 ま っ て も ら っ て 、

お 金 を 落 と し て も ら う こ と が 観 光 の 、 ま た は 新 幹 線 の 効 果 に つ な

が る か と い う 視 点 で 、 ま た 取 り 組 ん で い き た い な と 思 い ま す の で 、

またいろいろなアイデアとか指導をお願いしたいなと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。よろしいですか。  

梅津委員。  
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 梅津委員   ３７ページなんですけども、はあとふる体験、先ほどからも話が

出ておりますけれども、はあとふる体験で今、昔は、宿泊は子供ら

を民泊に泊めていたんですね。今それが、名前が変わってホームス

テイになって、それで今現状は、今の町長さん がおっしゃったよう

に、旅館の経営のことも考えれば、やっぱり民宿と旅館を使わなけ

ればいけないという話になってきたんじゃないかと、私なりに解釈

をしておりますけれども、実際、この 「はあとふる体験推進事業」

というのは、もともと初期 の目的は、子供の健全育成のためにつく

ったんですね。いろんなメニューをたくさんつくって、いろんな体

験をしてもらって、それで、その体験の一つに、民泊に泊まってい

ただいて、その家族と会話をしながら 知見を深めていくという目的

でもって民泊をどんどん進めました。  

ところが、名前をさっきも言ったように、ホームステイに変えて、

今 は も う 実 際 、 民 泊 は 利 用 し て い な い と い う の が 現 状 な ん で す け

れ ど も 。 そ う い う 方 向 に 全 く 切 り 替 え た ん で し ょ う か 、 そ の 辺 を

お 伺 い し た い ん で す 。 も う 最 近 全 然 、 民 泊 と い う の が あ り ま せ ん 。  

委  員  長   町長。  

町   長   民泊で泊まっていただくことで、本当に泊まってよかったなとい

う、その子供たちがたくさんいたのは間違いありません。町として

は、そういうふうに民泊も泊りの一つのツールとして、皆さんが御

協力しただけるのであれば大いに、この民泊を活用してもらったら

いいなと。そこで得るもの、来てもらった子供たちにとっては大き

いなと、こう思っていることなんですけど、なかなかね、やり手が

減ってきてます。はあとふる体験に皆さん、本当に尽力いただいた

皆さん方、それ、そのまま年を重ねて来られている方ばかりかなと

いうふうに思います。そ こら辺が課題なんですよね。  

なら、うちの家で やろうけのう、子供１０人を受けてやるさけえ

の と い う よ う な 方 が 手 を 挙 げ て い た だ い て 、 そ こ に 行 政 と 一 緒 に

な っ て や っ て い く 。 そ ん な 仕 組 み を つ く っ て い く 必 要 が あ る か な

と 思 っ て い ま す 。 特 に 一 人 で は 無 理 な ん で す け ど 、 集 落 の 仲 間 内

で 、 例 え ば 、 ３ 人 ぐ ら い で や ろ う け の と い う ケ ー ス な ん か も 、 ち

ょ っ と 手 挙 げ て い た だ け る よ う な い い き っ か け に な る の か な と い

う ふ う に 思 い ま す の で 、 そ う い っ た と こ ろ も し っ か り 注 力 す る こ
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 と で 、 地 域 で 受 け て い た だ け る よ う な 、 そ ん な シ ス テ ム が 復 活 す

る と え え な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 ま た い ろ い ろ と ア イ デ ア

と協力をお願いできたらなと思います。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   もう私も当初できたときから、押しつけられたら怒られますけれ

ども、行政から押しつけられて民泊を ずっとやってました。その頃

が大変でした。しかし、今思うと、 子供からも、いろんなメッセー

ジとか増えております。また大きくなった ら美浜町へ行きたい とい

うふうな手紙ももらっていますし、それもあるので、やはり今、町

長おっしゃった、いいアイデアを出しながらですね。やはりこの民

泊といいますか、ホームステイをまた 再開するという方向で検討し

ていただければと思いますので、またそういうときは 一つよろしく

お願いします。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   土木費もやね。  

委  員  長   いえ、今まだ商工費までなんです。  

なら、土木費、行きますよ。いいですか。  

次、土木費についての質疑をお受けします。  

４０ページから４５ページになります。  

質疑はございませんか。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   ４１ページの空き家のことなんですけど、この決算には何も文句

ないんです。それより特定空き家の件について、 ６月も視察行きま

したし、今回も視察行くんですけど、大分前からこの特定空き家に

ついてやっとるんですけど、今、その進行状況というかな、何か進

んでいますか、特定空き家について。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  すみません。特定空き家のことにつきまして、御回答させていた

だきます。  

今回の９月補正におきまして、これまで所有者が分からない、行

政 が た ど っ て い っ て も 分 か ら な い と い う ケ ー ス が 多 々 あ っ た と い

う こ と で 、 司 法 書 士 会 の ほ う と 協 定 を 結 ば せ て い た だ き ま し て 、

そ の 空 き 家 の 所 有 者 の 方 を 最 後 ま で 追 跡 で き る よ う な 、 そ の よ う
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 な委託のほうをさせていただくことで、今考えております。  

それがまず１点、これまでなかった点でございますのと、あと、

今 現 在 で 、 特 定 空 き 家 で ３ ４ 件 、 準 特 定 で １ ８ 件 と い う こ と で 、

約 ５ ０ 件 ち ょ っ と ご ざ い ま す が 、 こ れ 以 外 に も た く さ ん あ る と 思

い ま す 。 こ の 辺 も 、 ま た 町 と し て も 、 い ろ ん な と こ ろ で 情 報 を 集

め な が ら 、 こ の 事 業 に つ き ま し て は 進 め て い く 必 要 が あ る と い う

ふ う に も 考 え て お り ま す し 、 あ と 、 美 浜 町 は 、 こ れ ま で 直 接 解 体

と い う こ と は し た こ と ご ざ い ま せ ん が 、 県 内 で い い ま す と 、 あ わ

ら 市 や 敦 賀 、 あ と 福 井 等 で ご ざ い ま す か 、 誰 も 所 有 者 が い な い 、

こ れ は も う 放 棄 に な っ た 家 屋 に つ き ま し て 、 代 執 行 み た い な の を

しておるというのも聞いております  

その辺につきましても一応、法的な、いろいろなハードルは高い

と い う の は 、 重 々 承 知 は し て お り ま す が 、 場 所 に よ っ て は 、 そ う

い う こ と も 考 え て 視 野 に 入 れ な け れ ば い け な い と い う よ う な 家 屋

も あ る と い う ふ う に も 、 私 自 身 も 感 じ て お り ま す 。 そ の 辺 も ち ょ

っ と 今 後 は 勉 強 し な が ら 進 め て い き た い な と い う こ と を 、 今 の と

ころ考えておるところでございます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   期待しています。  

それから、担当職員がいろいろ兼務でやるのは、こんなこと 町長

に 言 う と 怒 ら れ る か も し れ ん け ど 。 足 ら ん の じ ゃ な い か と 、 人 が 。

も う 空 き 家 対 策 っ て 、 も っ と こ れ 担 当 課 、 一 つ の 担 当 課 で 、 専 属

で や っ て も え え ぐ ら い だ と 思 う ん で す け ど 、 町 長 、 い か が で す か 。  

委  員  長   町長。  

町   長   空き家の問題は、これ大きな課題です。それで、いつも言うとる

ん で す け ど 、 高 齢 者 世 帯 が １ ,０ ０ ０ 超 え て い ま す ね 。 あ と １ ０ 年 、

２０年、３０年したら、空き家がどんだけできるかということを考

えていくと、空き家対策というのは、これはもう喫緊の課題だとい

うふうに思っています。  

人をそろえて、それはね、本当に﨑元委員のおっしゃるとおりな

ん で す け ど 、 そ れ は 、 足 ら ん と こ ろ は 「 ふ る サ ポ 」、 Ｎ Ｐ Ｏ の 力 を

借 り な が ら 、 こ こ は 連 携 し て 、 そ し て 南 市 集 落 さ ん も 、 い ろ い ろ

力 い た だ い て い ま す 。 集 落 と も 連 携 を し て 、 関 係 機 関 が 一 つ に な
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 っ て 、 こ れ は 集 落 の 問 題 で あ り 、 町 の 問 題 と し て 捉 え て 取 り 組 ん

でいくしか、今のところないのかなと思っています。  

いや、本来なら１０人ぐらい 入れて、予算がばっと入れてやれれ

ば い い ん で す け ど 、 そ こ ま で の 人 的 な 課 題 と い う の が な か な か ク

リ ア で き ま せ ん の で 、 今 申 し 上 げ た Ｎ Ｐ Ｏ と 我 々 行 政 と 、 そ れ か

ら 集 落 が 思 い を 一 つ に し て 解 決 の 道 を 、 そ れ ぞ れ 集 落 ご と に 特 性

あ る と 思 い ま す の で 、 そ う い っ た 形 で 、 ま ず は 取 組 を さ せ て ほ し

いなというふうに思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   期待しています。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   空き家のところで、また住民からの苦情なんですけど、隣の空き

家に消火器が放置されていて、それ、さびてくると非常に危険やと

いうことを土木課の担当の人に言ったらしいんですけど、消火器な

んて爆発しないと言われたらし いんですね。それ、消火器の爆発の

問題って、もういろんなところで周知されていて、その人、いや、

そんなはずないと言って消防にまで問い合わせて、こんな認識して

いるんだ、役場の人がというふうなことを言ったらしいです。  

それを僕も苦情を受けて、さんざんに叱られたんですけど、そう

い っ た 認 識 の 間 違 い を で す ね 、 町 民 に 堂 々 と 言 う ね 、 職 員 が い る

と い う の は 本 当 に 信 じ ら れ な い の で 、 そ れ 消 防 の ほ う も 土 木 課 に

問 い 合 わ せ て み る と い う ふ う な 回 答 を し た ら し い で す わ 、 そ の 人

に。  

そういうもし実例が来てるんだったら正直に、そこは対応して、

や っ ぱ り あ か ん か っ た こ と は 、 あ か ん と い う ふ う に ね 。 多 分 そ の

当 事 者 の 人 も 分 か っ て る と 思 う の で 、 そ う い う 対 応 は 、 お か し な

対 応 は し な い で ほ し い 。 そ こ の と こ ろ は 十 分 認 識 さ れ て い ま す か 。

どうですか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  すみません。私のところには、そのような報告は正直、来ており

ませんでした。そのような間違った認識を当課の職員が仮にしてお

るのであれば、これはもう課長として、私のほうから 謝罪させてい

ただきます。  
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 委  員  長   松下委員。  

松下委員   解体に関する件なんですが、僕らも２０年、３０年後の新庄地区

を考えたときに、物すごい解体が必要になる 家屋は出てきます。こ

れ、もう明確です。僕らもやってきているもう一つはそういった 解

体事業者の登録をやって、それで地域の要するに 一部答えてきたん

ですが、とてもこのままではもう無理だろう、今の法律のままでは

ねということで、敦賀市の健康診査の担当者の方にお会いして、例

え ば 家 屋 の 中 の ｶｲﾁｮｳに 問 題 の 大 き な も の 、 瓦 と か 柱 、 そ う い う 部

分を焼却したり、 保管したりする地域で管理するようかことが でき

ないかと。法律の 処置が必要なら、それを言ってもらえないかと言

ったんですけども、個人が行って、 できるようなことではないと思

うんですね。それは難しいというもの をもらいました。  

今後もっともっと、この問題が大きくなってくると思うので、行

政 と し て も 、 そ の 地 域 と 連 携 し な が ら 、 法 律 を 改 正 し て い く よ う

な ね 、 動 き を と っ て も ら え る と で す ね 、 非 常 に 安 価 で や れ る ケ ー

ス が 出 て く る と 思 う ん で す ね 。 専 門 の 業 者 に 出 す と 、 も う む ち ゃ

く ち ゃ 高 い の で 、 そ う い う と こ ろ で 僕 ら は ３ 分 の １ ぐ ら い の 価 格

で 、 し て あ げ ら れ る ん で す よ 。 そ う い う の を ぜ ひ 行 政 も で す ね 、

同じ課題なので一緒に取り組んで いただきたいと思います。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   多分４３ページになると思いますけれども、下の段です。左側 が

県営砂防事業、右側は県単の急傾斜地崩壊対策事業とあって、 左側

のほうは１００万円の負担をして工事やっとるけれども、これって

どれだけの負担率 なのか。１００万円やったら例えば、５０％なら

２００万円ぐらいの工事、そんなんで急傾斜地、直るのかなという

疑問もあるんですけど、そこ。  

それで、右と比べると、右は県５０％の補助率ですよと書いてあ

る の で 、 ３ ,８ ０ ０ 万 円 の 工 事 や っ た ら か な り や け ど 、 こ れ 見 る と 、

日 向 東 地 区 と 日 向 西 地 区 な の ね 。 東 と 西 で 、 こ れ だ け の 急 傾 斜 が

あ っ て 、 ほ ぼ 急 傾 斜 は 一 緒 や と 思 う ん や け ど 、 こ ん な 安 く す る 工

事かなと思ったので、ちょっとお伺いします。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  すみません。お答えいたします。  
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 下の左側、県営砂防事業の、これは日向の西地区でございますが、

こ ち ら は 県 営 の 事 業 に な り ま す 。 県 が や っ て お る 事 業 に 対 し ま し

て 、 町 は ５ ％ の 割 合 の 負 担 を す る こ と に な っ て お り ま す の で 、 ２ ,

０ ０ ０ 万 円 に 対 し ま す ５ ％ で 、 今 回 １ ０ ０ 万 円 と い う こ と に な っ

ております。  

逆に右側は、県単急傾斜地崩壊対策事業は、こちらは同じ日向の

同 じ よ う な 山 な ん で す け ど 、 保 全 対 象 の 家 の 数 が 少 な い と い う こ

と で 、 県 営 で は な く 、 こ ち ら は 町 の 直 営 で や っ て お り ま す 。 県 の

補 助 を 頂 い て 、 直 営 で や っ て お り ま す 。 こ ち ら に つ き ま し て は 、

県 の 補 助 が ５ ０ ％ と い う こ と で 、 同 じ 急 傾 斜 地 の 事 業 で は あ り ま

す が 、 事 業 の 中 身 が ち ょ っ と 違 い ま す の で 、 負 担 金 の 割 合 等 が 変

わってまいります。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   今 の 竹 仲 委 員 の と こ の 県 単 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 の こ と な ん で

すけど、この事業内容を見ると、人の命にも関わる事業なので、令

和８年度までやると書いてあるんですけど、これは恐らく県の補助

金を最大限活用するんやったら令和８年度まで かかりますよという

ことやと思うんですけど、人の命に関わることなので早急にやる必

要があると思います。  

災害に強いまちづくり基金ですね。こちら十数億円あると思うの

で 、 そ こ の お 金 を 使 っ て や っ た ほ う が い い の で は な い か な と 思 う

んですけど、そこら辺、どうですか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  まさに人の命に直結するというような、そのような事業ではござ

い ま す 。 今 、 幸 𠀋 委 員 も お っ し ゃ い ま し た よ う に 、 基 本 的 に は 補

助事業を取ってきて、それを有効に活用するということで、今して

おります。  

こちらにつきましては、 保全対象の件数が多少、少ないというこ

と も ご ざ い ま す が 基 本 、 人 に 影 響 の あ る と こ ろ か ら 先 に 進 め さ せ

て い た だ い て お り ま し て 、 順 次 ど ち ら か と い う と 、 そ の 影 響 の な

い ほ う に 向 か っ て 進 め て い く よ う な 、 そ の よ う な 形 で 、 事 業 は 進

めさせていただいております。  

基金等を充当したらというようなお話かもしれませんけど 、また
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 そ れ は そ れ で 、 ま た ほ か に 使 い 道 が 当 然 ご ざ い ま す 事 業 費 に 財 源

と な り ま す の で 、 基 本 的 に は 県 ・ 国 の 補 助 を 取 っ て き て 進 め て い

くということとさせていただいております。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   ち な み に 、 人 の 命 に 関 わ る と い う の は 令 和 何 年 度 ぐ ら い に 大 体 、

そこの範囲というのは終わる予定ですか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  基本的に対象全部が関わるといえば関わってしまうんですけど、

基本的には昨年、その大本となります柱を立てましたので、今年は、

そこにネットをかけるという工事になります。それが終わりますと、

ある程度の一定の効果は出てくるんじゃないかなと考えております

ので、令和４年度では、ある程度の成果が出てくるのかなと思いま

す。  

委  員  長   ほかにございませんか。よろしいですか。  

藤本委員。  

藤 本 委 員   ４ ２ ペ ー ジ の ト ン ネ ル 長 寿 命 化 修 繕 事 業 ２ ,０ ８ ８ 万 円 な ん で す

けど、これ実は、私の自宅の目の前にあるトンネルでして、以前は

上からの雨漏りと大変な状況でした。そして、蛍光灯が３灯かな、

昼間が真っ暗で、夜も薄暗いトンネルでしたけれども、よくトンネ

ル工事の打音検査とか、そこも立ち会わせていただきました。そう

したら、構造的には耐え得るトンネルであろうということ でありま

し て 、 今 の 工 事 に な っ た ん で す け れ ど も 、 そ れ が ２ ,０ ８ ８ 万 円 も

かかったのかなというのが、トンネルの上の空間に 両サイドからま

して、かなり大きな工事 やってもらう確認させていただきました。  

その結果、雨漏りですか。 漏水も少なくなりましてですね。ネッ

ト 張 っ て い た だ い た も の で 、 上 か ら の 崩 落 な ん か も な く な っ た と

思 い ま す し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 今 度 ４ 灯 に な り ま し た ら 昼 も 夜 も 大 変 明 る

く な り ま し て 、 通 行 に は 大 変 よ か っ た ん じ ゃ な い か な と 思 っ て い

ま す 。 そ れ は 何 せ 、 こ こ に 書 い て あ り ま す よ う に 、 １ ０ ０ 年 も 経

過 し て い ま す の で 、 今 後 の 経 過 観 察 と メ ン テ が 必 要 と な れ ば 、 早

急 に 対 応 し て い た だ く よ う に し て 、 こ れ 、 お 願 い し て お き ま す わ 。  

以上です。  

もう一つ、手前に街灯もつきましたので、あの街灯の明 かりでし
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 たら、夜も十分に除雪できます。ありがとうございました。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  どうもありがとうございます。  

９６年経過ということで、町内でも唯一のトンネル、老朽化トン

ネ ル で ご ざ い ま し た 。 今 、 委 員 お っ し ゃ ら れ た と お り 、 施 工 工 法

的 に は 多 分 、 グ ラ ウ ト の 注 入 も 終 わ り ま し て 、 一 定 の 成 果 は 、 こ

れ で 発 揮 で き る と い う ふ う に は 考 え て お り ま す が 、 何 分 、 物 自 体

が 古 い ト ン ネ ル で ご ざ い ま す の で 、 こ れ か ら も 町 と し ま し て は 、

ち ょ っ と 注 視 し な が ら 、 確 認 を 取 り な が ら い き た い な と い う ふ う

には考えておりますので、 またよろしくお願いいたします。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   それが新庄方面のサイクリングコースにトンネル入っていまして、

かなり自転車の方が通っていかれますし、今度 原子力視察で議員も

新庄方面の通りに ありますので、また確認していただければなと思

います。よろしくお願いします。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   ４２ページの橋梁の点検事業なんですけ れども、午前中に総務課

長は、令和３年度に、４３あるうちの２件は４ 年度に回すというふ

うな説明あったかと思います。ということは、令和４年の５４の中

に、この令和３年度の見送りの分が含まれているのか どうか。それ

ともプラスにしなければいけないのかどうかということを お聞きし

たいと思います。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  お答え申し上げます。  

昨年、４３橋の点検を行いました。その中で、その判断基準とし

ま し て は 、 レ ベ ル ２ 、 レ ベ ル ３ と い う よ う な 判 断 あ り ま し て 、 レ

ベ ル ３ と い う の は 早 急 に 対 応 が 必 要 や と い う 範 囲 、 レ ベ ル ２ と い

う の は 経 過 観 察 、 早 め に 手 を 打 っ た ほ う が い い よ と い う よ う な の

がレベル２になっております。  

昨年の橋梁点検の中でレベル３の、ちょっと判定があった橋梁が

２ 橋 ご ざ い ま し た 。 そ れ を 本 年 度 工 事 費 、 ６ 月 議 会 で も う 頂 い て

お り ま す け ど 、 今 年 度 対 応 さ せ て い た だ く と 。 そ れ プ ラ ス 、 あ と

レ ベ ル ２ の 橋 が 、 ち ょ っ と 早 急 に 対 応 し た ほ う が い い な と い う の
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 も ３ 橋 ご ざ い ま し た の で 、 こ の ６ 月 補 正 で は ５ 橋 の 修 繕 の 費 用 を

頂いております。  

これをしますと、今のところ懸念されている橋梁につきましては、

一応全て解決するというふうに思っております。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   分かりました。  

委  員  長   ほかに、いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、なければ、次に行きます。  

続きまして、主要施策説明書の４６ページの消防費から 教育費、

５８ページの公債費までについて、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   ありがとうございました。  

それでは、ただいまの説明について、質疑を受けたいと思います。  

事項別明細書の４１ページから４９ページですね。そこも同時に、

質疑を受けたいと思います。  

初めに、消防費、４６ページと４７ページですが、質疑はござい

ませんか。よろしいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、ないようですので、次に、教育費、４８ページから ５７ペ

ージについて、質疑はございませんか。  

﨑元委員  

﨑元委員   ５０ページのプールなんですけど、一番上の３７９万円、去年の

決算ですから、これでいいんですけど、今年は、使おうと思ったら

壊れて使えないということが出てきたんですけど、これ、どういう

管理しとるんですか、管理の仕方。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  今年度、学校のほうでは、プールのほうは使っていただいており

ましたが、ちょっと一般開放の部分に関しましては、 安全が十分に

確保できないというところで、一般開放については中止をさせてい

ただきました。  

あわせて、当然コロナ禍ということもご ざいまして、そういった
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 ところで中止をさせていただいたところでございます。  

管理につきましては、業者 を入れる中で、しっかり管理をしてお

っ た ん で す が 、 経 年 劣 化 と い う と こ ろ も ご ざ い ま し て 、 ち ょ っ と

ワ イ ヤ ー の と こ ろ で 不 具 合 が 生 じ ま し て 一 部 分 、 床 の 稼 働 が で き

な く な り ま し て 、 そ こ で 固 定 を す る 形 で 何 と か 、 学 校 に つ い て は

利用させていただいたというところでございます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   来年からでもいいんですけど、できたらもうプールは開放してほ

しいかな。もし監視員がいなかったら町で要請して、監視員をつく

るということで、子供たちがやっぱり楽しみにしてプールへ行きた

いと思うので、何とか来年 、どうですか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  来年度につきましては、今ほど委員が申し上げられた水難救助員、

確かに確保するのが非常に困難な今状況でございます。そういった

ところで、そういった部分も業務委託できるところであれば、しっ

かりそういったところを見据えながら、しっかりオープンできるよ

うに取り組んでまいりたいと思っております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   できたら業務委託するより 誰か職員を、誰か講習行ってもらって、

監視員の資格を取って、そのときだけやってもらうということは無

理ですか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  昔の話になりますけれども、昔は海水浴場なんかでも 日赤救助員

の方が水難救助員という形で、各海水浴場に行っておられたという

お話は聞いておりますが、近年、その水難救助員 のなかなか資格を

取られる方も減ってきておるというのも実情でございます。現実、

各海水浴場なんかでも、そういった方の確保というのが困難という

ことも聞いております。 そういったところもちょっとまた日赤とも

相談しながら、確保していくような形で考えていきたいと思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   やっぱり監視員は委託というのかな、今の警備会社に委託すると

いうことになると、相当無理があるんじゃないかと。プールを造っ

た、夏に、子供たちにプールで泳がせるのが目的で造ったんやと思
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 うのやけど、プール造った意味がなくなるので、できたらもう頑張

って、来年、再来年と、プールを使わせてほしいなと。要望でお願

いします。  

委  員  長   いいですか。ほかにございませんか。  

河本委員。  

河本委員   ５４ページのスポーツまちづくり推進事業９０２万円で、ボート

の町美浜をＰＲするため に電光掲示板を設置したということなんで

すけど、この電光掲示板の設置というのは、高校総体に合わせて設

置されたものなんですかね。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  この電光掲示板につきましては、確かに委員のおっしゃるとおり、

高校総体に間に合うような形で整備をさせていただきました。しか

しながら、ボートの町美浜というのを全体、やっぱりＰＲしていく

というところで設置をさせていただきましたもので、今現状で、使

い方で申し上げますと、大会の案内でありますとか、大会の結果、

そういったところをＰＲさせていただいている状況でございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   電光掲示板なんて結構維持費かかると思うんですけど、どんなも

のですか、維持費というのは。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  維持費に関しまして は、役場のほうで実際、端末等を用いて維持、

操作をしておるんですけれども、通信費等は当然必要になってまい

りますが、それほど多くの維持費はかかっていないのが現状でござ

います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   意見ですけど、僕 的には、こういうハードの部分の電光掲示板っ

て無駄だと思っていますので、意見だけ。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   運 動 公 園 の 話 が 出 て る の で 、 ち ょ っ と １ 個 提 案 な ん で す け れ ど

も、２階のジムあるんですけど、最近、僕も週１回ぐらい行ってる

んですけど、大体コロナのせいもあるんでしょうけど、おっても５

人までで、僕が知ってる中で一番多かったというのが十数年前にな

るんですけど、大塩さんがおったときが一番活気あったかなと思い
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 ます。  

今後、もしマシンとかですね、更新していく予定であれば、新し

い マ シ ン に し て も 、 ち ょ っ と 敦 賀 と か 結 構 、 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ 、

新 し い の で き て い て 、 そ こ も 新 し い 筋 ト レ マ シ ン が 置 い て あ る の

で 、 僕 が 一 番 い い な と 思 う の 、 ス ト レ ッ チ マ シ ン で す ね 。 野 球 の

イ チ ロ ー さ ん も 筋 ト レ マ シ ン は 、 ほ と ん ど し な い ん で す け ど 、 ス

ト レ ッ チ マ シ ン ば っ か り や っ て い た と い う こ と で 、 近 く の フ ィ ッ

ト ネ ス も ス ト レ ッ チ マ シ ン は 、 そ こ ま で 充 実 し た と こ ろ な い か な

と思います。  

ストレッチマシンを置くと、高校生とか部活をやっとる子らも、

す ご い 喜 ぶ と 思 う の で 、 ま た 人 が 増 え て 活 気 づ く か な と 思 い ま す

の で 、 も し 替 え る よ う な 予 定 が あ る と き は 、 ま た そ う い う ふ う な

検討のほうもよろしくお願いします。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  貴重な御意見ありがとうございます。器具に関しましては、今年

度、ランニングマシンとかもまた１台、更新をさせていただく予定

でおります。委員がおっしゃられるストレッチマシン、そういった

ところも、しっかり見極めながら、要望等も確認しながら導入に向

けて、また検討してまいりたいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

﨑元委員  

﨑元委員   ５５ページの総合運動公園の町民広場なんですけど、ナイター設

備、前から壊れとるんやけど、今頃言うても遅いのやけど、去年度

に直すことできなかったんですか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  照明設備に関しまして今現状 、確かに利用者の方には大変御迷惑

をおかけしている 状況でございます。今現状ですね、 今年度、設計

業務のほうをさせていただきまして、次年度以降に向けて早期に、

修繕という形で実施をしたいというふうに考えております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   設計、９月になると思うんですけど、オフの間に、今年はもうし

やあないと思って、オフの間に直すようにお願いします。来年の春

までかかると、それは言わんといてほしいんです。できたらもうオ
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 フのうちに直して、希望です。どうやろ。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  予算のこともございますので、ちょっとその辺また 、財政とも相

談しながらやらせていただきたいと思います。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   今の５６ページのグラウンドゴルフ整備事業のことでちょっとお

願いというかな、お聞きしたいんですけど、実は今年、グラウンド

ゴルフの整備ができて、３コースのコースができたんだけど、１コ

ースの打つときの ティーの道具とゴールの道具、全部セットで 設置

してありますわね。あの土のコースは、ゲートボール場のコートや

しね。ちゃんとそれも白線引いてしてもらってま すけど、芝生のほ

うもゲートボールが４面で できるようになっとるんですわ。でも、

そこにはコートの白線もないから、そういう器具とかは、グラウン

ドゴルフ場は３コース全部器具をセットして購入してもろうとるの

に、ゲートボールをやるときのコートの白線は買うてないような感

じがするのやけど、それはゲートボール協会がお願いしたら、天然

芝のところにコートができるような感じで道具を買うてもらうこと

は、コートをつくってもらう白線、テープかな、を引いてもらうこ

とはできるのかどうか、ちょっと確認したいんやけど。ちょっと意

味分かります。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  実際、今、ゲートボールにつきましては屋内のほうで、ほとんど

お使いいただいておる状況でございます。グラウンドの部分につき

ましては確かに、もともとゲートボール場であったところと、今回

グラウンドゴルフ場ということで、併用という形で使っていただい

ておるのが現状でございます。  

芝生のところをというお話でございますので、その辺もまたゲー

トボール協会とも相談しながら、進めてまいりたいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

梅津委員。  

梅津委員   ５１ページの生涯学習センター管理事業のことなんですけれども、

ちょっと要望ということで、このセンターの中の会議室に、たくさ

ん会議机があります。あの机の脚の こまがですね、ほとんどもうい
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 かれてまして、私ら月に２回出し入れさせてもらっているんですけ

れども、もうほとんどあれ、がたがたになっていまして、それで、

それをやるとフロアも傷づけてしまいますので、片づけも大変とい

うことになります。一回修理か、もしくは買い直し、入替えをお願

いしたいというので令和４年、新しい年 にまたお願いしたいと思い

ます。  

委  員  長   梅津委員、何ページのことを今おっしゃっていますか。  

梅津委員   ５１ページの生涯学習センターの管理事業というところです。  

修繕費という中に入ってくるのかとは思うんですけれども。  

委  員  長   なびあすですね。  

梅津委員   なびあすね。生涯学習センター、なびあす。これは備品の管理す

るいうことになっています。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  ありがとうございます。なびあす、できまして今年１０周年を迎

えます。そういったところで過去にも机のそういった修繕をやらせ

ていただいておりますので、今現状ど うなっとるか、その辺も確認

しながら、来年度の予算 確保に向けて取り組みます。  

梅津委員   よろしくお願いします。  

委  員  長   よろしいですか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   多分５６ページにあると思いますけど、 久々子湖の漕艇場周辺環

境整備事業ですけどね。これ水上バイク等の荷下ろし防止をするた

めということで、効果はどんなものですか。まだ分かりせんか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  この事業につきましては、今年の３月末で完成をさせていただき

ました。今年、夏場、見ておりましても現状、そこから下ろしてい

るようなことはございません。  

委  員  長   ほかによろしいですね。  

辻井委員。  

辻井委員   ５５ページ、総合運動公園の管理事業、これ総合運動公園、久々

子湖の近くのとこで水が逆流してきて、かなり側溝のとこに水が逆

流して、通行する のにも車が、ちょっとタイヤがぐっと いくような

状況が出てくる場所あるんですけど、あそこの場所、ちょっと目立
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 つんですけれども、あれ、何とかなりませんか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  辻井委員おっしゃっておられるのは恐らく、にじいろパークがあ

りまして、そこのトイレがある、あと湖岸に向かって 真っすぐ行っ

た道路のことをおっしゃっておられるかと思います。当時、福井国

体、平成３０年にやらせていただいたときに、あの部分、かさ上げ、

確かに、あの道路しております。ですけど、また水につかるような

こと、事象も見られることもございましてなかなか、当然、湖の寒

暖の差、そういったところでオーバーフローするところもあります

ので、そこはまたちょっと見極めながら、対策できた らというふう

に思っております。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。そこも改善をするところだと思います。  

それと、今週の土曜日、夏フェスタの２０２２、運動公園を会場

と し て あ る と 思 い ま す 。 そ れ で 、 や は り 町 外 の 方 も 来 ら れ る と 思

い ま す か ら 、 そ の 辺 の 環 境 美 化 、 ト イ レ と か 、 ま た 、 新 し く で き

た 屋 外 の 子 供 の 遊 ぶ と こ 、 売 り に な っ て Ｐ Ｒ で き る と 思 い ま す の

で 、 ぜ ひ こ の 辺 の と こ は き れ い に し て 、 お 客 さ ん を お 迎 え 入 れ る

ようにしてください。  

以上、意見しておきます。  

委  員  長   よろしいですか。  

次、行きたいと思いますけど。いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、公債費についてですね、質疑はございませんか。  

５８ページですけど。いいですね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、ないようでしたら、 もう少し頑張っていただきたいと思い

ますけど、続きまして、定額資金運用状況、これについて、理事者

の説明をお願いいたします。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   ありがとうございました。  

ただいまの定額資金運用状況の説明について、質疑はございませ
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 んか。いいですか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   以前も聞いたかと思うんですけれども、佐竹良三郎 奨学育英基金

なんですけれども、これは、他の育英 資金と併用して使うことは可

能ですか。例えば、 国負担の育英基金とかあると思いますけれども。

なぜこれ聞くかというと、やっぱり月４万円では額が少ないと思う

んですよ。美浜町だけしか駄目であれば、これ、やっぱり全国レベ

ルに少し上げてあげないと、借り手もなかなかいないという、利子

は安いものですから借りたいけど、これでは足りないので。もしく

は、併用して借りられるのであれば、このままでもいいと思うんで

すけれども、そういうアピールが欲しいですし、どっちですか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  この育英資金に関しましては、ほかで使えない方がこの育英 資金

を御利用いただくという形でございます。実際 、この育英資金に関

しまして４万円ということなんですが、基本、全く無利子というこ

とになっておりますので、そういったところでなっております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   やっぱりほかと併用できないのであれば、やっぱりこの額をもう

少し上げるような検討をしてほしいと思いますけれども、その考え

はありませんか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  ありがとうございます。ちょっと前向きに検討してまいりたいと

思います。  

委  員  長   いいですね。では、以上で、議案第５４号について、歳入歳出決

算書及び決算の概要、主要施策説明書及び定額資金運用状況の説明

と質疑は一通り終わりましたが、最後に、歳入関係について、質疑

をお受けしたいと思います。  

決算書の１～３ページ、事項別明細の１～１５ページ、決算概要

の ２ ～ ４ ペ ー ジ に な ろ う か と 思 い ま す け れ ど も 、 質 問 は ご ざ い ま

せんか。歳入関係でございます。  

（なしの声あり）  

委  員  長   よろしいですね。  

では、ほかにないようですので、以上で、議案第５４号  令和３
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 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て の 質 疑 を 終 わ り

ます。  

それでは、以上で、本日の審議を終わります。  

明日６日火曜日は、午前１０時から引き続き本委員会を開催いた

しますので、よろしくお願いいたします。  

これで本日の予算決算常任委員会を散会いたします。  

どうも御苦労さまでございました。  

 

（散会宣言  午後  ４：５４）  

（開会宣言  午前  ９：５６）  

 

委  員  長   昨日に引き続き、予算決算常任委員会を開会いたします。  

本日は委員全員が出席されております。  

議案に入るまでに、昨日の議案第５４号に対して、住民環境課よ

り答弁の修正ということで説明がありますので、住民環境課長、お

願いします。  

住民環境課長。  

住民環境課長  おはようございます。すみません、先日、一般会計のほうで後期

高齢者の人間ドックの県のほうの補助がなくなって、単独実施をし

ている福井市さんをということでお話しさせていただいたんですが、

ちょっと私の持っていたデータが古くございまして、最新の調査を

県の広域のほうに昨日いたしましたので、そちらのほうでちょっと

修正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。  

実際に単独で実施している市町につきましては、福井市ではなく

て 、 坂 井 市 、 あ と 大 野 市 、 勝 山 市 、 越 前 町 で 、 あ と 昨 年 ま で は し

て い な か っ た ん で す け ど も 、 嶺 南 の ほ う 、 若 狭 町 も 予 定 を し て い

る と い う こ と で 聞 い て お り ま す 。 で す の で 、 約 ３ 割 の 市 町 が 実 施

し て い る と い う こ と で す の で 、 昨 日 も 検 討 を と い う こ と を 委 員 の

ほ う か ら お 話 し い た だ い た と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 年 度 し っ か

り 高 齢 者 の 方 の お 声 を お 聞 き し ま し て 、 検 討 し て 、 来 年 ど う す る

か と い う の を 考 え て い き た い と 思 っ て お り ま す の で よ ろ し く お 願

いいたします。  

委  員  長   よろしいですか。  
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 梅津委員   ぜひともひとつまた検討を進めてください。お願いします。  

委  員  長   じゃあ、続きましてもう一点ですね、教育委員会事務局長のほう

から答弁の修正があったということで説明をお願いします。  

教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  皆さん、おはようございます。昨日、最後のところで、佐竹良三

郎奨学育英基金の件で、竹仲委員より御質問いただきました、奨学

金の併用に関しまして、すみません、ちょっと私の認識不足でござ

いまして、併用は可能ということでございますので、回答のほう、

ちょっと修正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。  

委  員  長   よろしいですか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   併用であるということならば、募集のほうを早めに、毎回もう１

１月、１２月後半しか美浜町はしていないので、皆さんがもう終わ

ってからの募集になるので 、できれば同じように早くしていただい

て、併用も可能ということをＰＲをよろしくお願いします。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  頂いた御意見、しっかりと受け止めまして対応してまいりたいと

思います。  

委  員  長   それでは、今日は議案第５５号  令和３年度美浜町診療所事業特

別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第５５号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。 質疑はございませんか。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   議案の３ページのほうです。  

歳入の状況についてなんですけれども、コロナウイルスワクチン

の接種で診療収入が増えたということだと思うんですけど、特に軽

症だけども病気の患者さんが増えたとか、そういったことではない

ということでよろしいんですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  
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 健康福祉課長  この診療収入につきましては一般の診療と、あとワクチン接種料

を含むところで診療収入というふうになっておりますが、今回の増

の理由といたしまして、一番大きいのにつきましては、ワクチン接

種料が増えたことということでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   丹生のほうの診療収入を見ますと、令和２年度に比べて令和３年

度は下がっておるんですけど、この辺、丹生の診療所では新型コロ

ナウイルスのワクチンの接種というのは少なかったんですか。これ

は利用者さんの利便性とか、ちょっと関わってくるので、その辺は

いかがでしょうか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  東部診療所のほうのワクチンのほうはほとんど午後から、ほぼ毎

日しておりました。丹生診療所につきましては、ちょっと離れてい

るということもありましたので、できるだけ高齢の方に行っていた

だけるように２０人の枠で設定をさせていただいたので、ワクチン

収入についても丹生のほうが少ないということになっています。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   この予算については東部診療所と丹生の診療所、県に関わる収支

ですけども、備品の購入とかはあるんですけども、ドクターのほう

から新しい医療機器を入れてほしいというような要望等については

ありますか、これをちょっとお聞きします。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  特に東部診療所の医師からはそのようなことは聞いてはおりませ

ん。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   医療のほう、私もこの病院組合の組合員でして、レイクヒルズに

も関わっていたんですけども、やっぱり定期的に新しい医療機器も

必要になってきて、定期的に高価なものになりますけども、変えて

いくこともあるんですけども、もし要望が出てき た場合は、これは

変えれるようになりますか、ちょっとお聞きします。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  機械については高額なものでございますので、利用者さんの頻度
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 等を見まして、今後またぜひとも検討させていただきたいと思って

おります。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。それで結構です。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   ８ページと９ページにまたがるんですけども、先ほどの説明、医

師派遣による委託料から報奨費に変わったことなんですけども、９

ペ ー ジ の 令 和 ３ 年 度 の １ ４ ５ 万 ２ ,０ ０ ０ 円 の 委 託 料 は こ れ は 何 の

委託なんですか、これも医師にですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  ９ページの令和３年度の委託料につきましては、これは敦賀医療

セ ン タ ー に お 願 い を し て い る 月 曜 日 の ０ .５ 日 の 分 、 １ 名 分 の 委 託

料でございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   トータルとして昨年より１００万円ほど増えて、医師派遣につい

ては１００万円ほど増えたという理解でよろしいですか。１４５万

円と８ページの報奨費が６３２万円ですから、昨年は６７９万円や

ったから１００万円近く増えておるんですね。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  本 年 度 に つ き ま し て は 先 ほ ど 言 い ま し た １ ４ ５ 万 ２ ,０ ０ ０ 円 が

医療センターの分ですし、そして、前のページの報奨費、丹生のほ

う の 報 奨 費 の ６ ３ ７ 万 ２ ,０ ０ ０ 円 が 丹 生 の 、 野 坂 ド ク タ ー の ２ 日

分ですので、昨年と比べると１００万円ほど増えているということ

になります。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   増える要因というのはやっぱり医師が代わったことによると、そ

れだけ先生の格が上がったとか、そんなのがあるんですか。１００

万円はかなり違うような気がするんですけども、契約上の問題です

か。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  医師の単価につきましては変更はないんですけれども、昨年の令

和２年度でいいますと、敦賀病院から３名の医師が日にち的には２ .
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 ５日ということで一緒なんですけれども、コロナが発生したときに

ち ょ っ と ２ .５ 日 来 れ な か っ た 部 分 が あ る と い う こ と で 、 昨 年 は 今

年よりも少なかったということで ございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   今後、本来は令和３年度のお金を使うという考えでよろしいんで

すか。それで、昨年だけは安くついたということでいいですね。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  そ の 年 の 診 療 日 数 に も よ り ま す が 、 基 本 ２ .５ 日 と い う こ と で 医

師の金額も変わっておりませんので、令和３年度同様に要るものと

いうふうに見込んでおります。  

委  員  長   ほかにございませんか。いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   じゃあ、ないようですので、議案第５５号についての質疑を終わ

ります。  

次に、議案第５６号  令和３年度美浜町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

住民環境課長。  

住民環境課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第５６号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   議案書の１ページのところで、歳入が年々下がっていっておるん

ですけども、その理由としてやっぱり加入者も減少しているという

ことなんですが、高齢化とともに後期高齢者医療事業のほうに移行

している人が多いということも考えられないですかね、どうですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  おっしゃるとおりでございまして、令和４年度から後期高齢のほ

うに移行しているところでございますし、令和３年度も後期高齢は

３名移行して、令和４年度から、今年度から本格的に移行が始まっ

ているというふうな状況でございます 。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   それに加えて、やっぱり被保険者の中に現役世代というのは少な
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 くなっていっているんでしょうか、そういう現象というのはやっぱ

り現れているんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  ６５歳から７４歳までの前期高齢者と呼ばれる方の比率は美浜町

においては５０％以上を超えておりまして、県内１位となっており

ます。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。よろしいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、ないようですので、議案第５６号についての質疑を終わり

ます。  

次に、議案第５７号  令和３年度美浜町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第５７号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   先ほどの３ページの保険収納状況について、再度ちょっとお聞か

せ願いたいんですけども、現年特別徴収の場合は年金から天引きと

なっていたと聞きましたね。天引きで未納があるというのは不思議

な状態なので、先ほど聞くと、死亡者の関係だという話やったんで

すけど、１００％超えているのは、死亡した方に返還しないといけ

ないお金がまだ残っているからやけど、未納というのは先ほどとつ

じつまがちょっと合わないんですけども、再度詳細に説明いただけ

ませんか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  決算の数字上、この未納の 部分が本来ですと残っているものにつ

いて黒で表記されるところが、余剰で残っている分につきましては

収入の場合、マイナスというところで表記されているという形でご

ざいます。  

竹仲委員   先ほどの説明ですと、１００％の収納を超えているのは、余分に

もらって、死亡したもんで余分にもらっているから、それは返納せ
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 なあかんのやけど、国の返納という命令がない限り返納できんので

お金が残っているんですという説明やったんですね。ところが、こ

こでは未納で５１万円、マイナスになっとるんやね。この未納とい

うのは、死亡によるという話で説明あっ たんやけど、その前段と後

段の意味がちょっとよく分からないので、分かるように、納得する

ような説明をお願いしたいんですけど。今の説明のところちょっと

分からない。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  死亡しますと調定額を減額するんですけれども、その調定は減額

してあるんですけれども、現金のほうは残っておりますので、その

超過した部分が未納の記載の際にはこちらのマイナスの表記で表示

されるという形でございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   分かりました。要するに未納というのはマイナス分なんやけど、

ここは余っているので５１万円の三角が、プラスのお金が残ってい

ますよということですね、そういうふうにかみ砕いて説明いただい

たほうが、普通三角って、すぐマイナスって感じてしまうものです。

申し訳ございませんでした。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   じゃあ、ないようでございますので、議案第５７号についての質

疑を終わります。  

次に、議案第５８号  令和３年度美浜町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第５８号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   この介護保険って毎月引かれているんですけど、美浜町の介護保

険、これは９段階ぐらいあると思うんやけど、平均やね、繰り出す

には。平均って幾らですか。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  介護保険料ですけれども、第１段階から第９段階まで所得等に応

じて決められておりまして、真ん中といいますか、第５段階で月に

５ ,８００円となります。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   さっきの説明で、令和２年度は６ ,０００円で、令和３年度は５ ,

８００円って説明なんですけど、いつも介護保険って下がったこと

がないんやけど、下がった理由というのは何かあるんですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  ３年に１回保険料の額を見直しをするんですが、第７期の計画の

ときに、これからの高齢者人口とか、これからの 給付費の伸び等を

推計をしまして、８期以降の保険料のほうを決めております。その

中 で 、 今 回 第 ８ 期 を 改 正 す る に 当 た っ て は ５ ,８ ０ ０ 円 で い け る だ

ろ う と い う こ と で 決 め ま し て 、 令 和 ３ 年 度 か ら 、 ３ 年 間 は ５ ,８ ０

０円ということになっております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   確か介護保険というのは各自治体で違うと思うんですけど、近隣

の、近くの市町と比べて美浜町は高いんですか、安いんですか。  

委  員  長   今答弁できますか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   いいです、いいですわ、後でまた個人で聞きに行きます、皆さん

が聞きたかったら調べたらいいんですけど。  

委  員  長   いいですか。じゃあ、ほかの質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第５８号についての質疑を終わります。  

次に、議案第５９号  令和３年度美浜町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第５９号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。  

幸𠀋 委員。  
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 幸 𠀋 委 員   上 水 道 統 合 整 備 事 業 の こ と な ん で す け ど 、 去 年 北 田 と 菅 浜 を や

ったということなんですけど、今後の予定、もし分かれば教えてく

ださい、どこの地区の何をするとか、そういうふうな回答でお願い

します。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  今 年 度 、 今 ､菅 浜 の 工 事 を ま だ し て お り ま し て 、 今 後 、 あ と 令 和

７年ぐらいまでに順次行っていく予定でございます。  

委  員  長   よろしいですか。  

幸𠀋 委員。  

幸𠀋 委員   もう少し詳しくちょっと教えてもらってもよろしいですか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  菅浜は今年度で工事を終了しまして、それで、佐田のほうは前年

度で工事は終わっております。それで、今後北田も今現在工事をし

ておりまして、今年度で終了予定でございます。  

上下水道の事業は以上でございます。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   去 年 、 北 田 と 菅 浜 と 書 い て あ る ん で す け ど 、 こ の 北 田 の 地 係 の

中に佐田が入っているという解釈ですか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  佐田のほうはもう既に終了しております。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   ま た そ れ じ ゃ あ 、 課 の ほ う に 聞 き に 行 き ま す の で 、 今 こ の 場 で

は大丈夫です。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   今の改良事業なんですけども、掘削して、掘り起こして配管を強

化プラスチックに変える工事なんですけども、かなり深く掘ってい

ます。そして、その後、舗装をやるわけなんですけども、その部分

だけの舗装で、やはりそこに凹凸ができて、かなり町内の道に凸凹

が発生しているのが現状です。それで、各区のほうからも行った後、

これは何とかなら んのかというような苦情も聞いております。実際

水がたまっているところもあったり、区単位で簡易の補強材を使っ

て修理もするんですけども、かなり数出てきています。全面舗装と

いうのが部分的に費用もかかると思いますけども、できるのか、で
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 きないのか、この点についてお伺いします。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  舗装につきましては通常１メートル５０幅の舗装というふうに工

場とか、そういう補助のほうでは決まっておりますので、現状今、

予算との関係で難しいかなと思っています。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。上下水道じゃなくて、土木建築課にもかかってく

ると思います。この辺のところも考慮していただいて、きれいな道

づくりということも必要かと思いますので、また御協力よろしくお

願いします。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   さっきも工事の話をしたんですけど、今菅浜区はやったんやね、

次、次、次にいって、ほかの簡易水道のところも上水道と入れ替え

ていくんですか、竹波、丹生とは。あそこはもうそのまま簡易水道

で、菅浜だけ上水道を入れ替えてということですか。  

委  員  長   課長、マイク入って いますか、もうちょっと近くでやってくださ

いね、録音していますのでお願いします。  

上下水道課長  水道につきましては、上水道と簡易水道がございまして、それぞ

れ古いものから基本的には布設替えを行っていくという計画でござ

います。  

ただ、漏水が多いとか、そういうのでこちらのほうが早くなる場

合 も ご ざ い ま す が 、 計 画 的 に 順 番 に や っ て い き た い と い う ふ う に

思っております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   聞きたいのは、菅浜区が今上水道と、簡易水道から上水道を入れ

替えると。その次、続いて竹波区も丹生区もそういうふうにやって

いくのか、もう菅浜区だけで終わりなのか、聞きたいんです。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  来年度設計をいたしまして、再来年度から順次工事を行っていく

予定でございます。  

委  員  長   副町長。  

副  町  長   今ちょっと上水道課長、その辺りの認識が忘れているのか、答弁
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 が違いますので私のほうからお答えをさせていただきます。  

上水道の延伸計画についてはこれまでからも議会のほ うにも説明

を さ せ て い た だ い て お り ま す け れ ど も 、 菅 浜 ま で と い う よ う な 計

画になっております。  

なお、今丹生と竹波については、これまでの簡易水道については

配 水 管 の し 直 し で あ る と か 、 そ う い っ た 工 事 を 順 次 進 め て ま い り

ま す け れ ど も 、 延 伸 に つ い て は 菅 浜 ま で で あ る と い う こ と で 御 理

解をいただきたいというふうに思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   積立金で１億５ ,０００万円積み立てて、今２億４ ,２００万円か

な、あるというんですけど、幾らまで積立てするんですか、幾らに

なったら満額というのかな、積立ては。  

委  員  長   答弁できますか。必ずしもないと駄目ということでもなさそうで

すので、ちょっと後で。  

ほかにございませんか。  

梅津委員。  

梅津委員   またすみません、関連なんですけども、今あと３年の工事期間が

かかるんですけども、今、佐田の２７号線沿いをこま切れにやって

いきますけども、結局最終的には平成７年に全部つながって、それ

で、ああ、令和、ごめんなさいね、令和７年度には全部ですね、に

つながって菅浜まで水が行くということで、疑問で課長の答弁で、

今菅浜今何かやっとるというけど、何もどこもやっていないんです

けども、どこをやってい るんですか。それがまず１点と、あと平成

３年かかる間にどのくらいの予算が要るか、ざくっと見積りはない

のでしょうか、令和ね、すみません。  

それで、今材料が高騰してきますので、恐らくあと３年かかって

ど ん ど ん ど ん ど ん い く ん で し ょ う け ど も 、 相 当 工 事 費 が ２ 億 円 と

か 、 ５ 億 円 と か 、 大 き な 金 額 に な る と 思 う ん で す け ど も 、 そ の 辺

の 検 討 を し て い る の か ど う か 、 上 が れ ば 上 が っ た だ け 金 か け て い

く と い う ふ う な 。 ち ょ っ と そ の 辺 が も し 分 か れ ば 回 答 し て く だ さ

い。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  菅浜区の工事については今年度で終了い たします。あとにつきま
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 しては集落の、ちょっと確認させていただいて。  

梅津委員   いいです、そんなら聞きに行きます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   先ほどから質問しておいていいですとかって続いているけど、質

問したからにはそこで解決させるということを議会としてやってく

ださいよ、運営上。後で聞きに行くんやったらもう最初から質問し

なくていいんですよ。やっぱり答弁をもらって、そこで納得を得る

回答を得て解決させるということが役割なんだから、その仕事を放

棄するようなことはやめましょうよ。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

ちょっと私から、８ページの収益的収支という、表５というのが

ご ざ い ま す け ど も 、 こ の 収 益 的 収 支 と い う と こ ろ で ５ ３ ４ 万 円 と

い う 赤 字 が で て い ま す よ ね 。 こ れ は 経 常 的 な 費 用 と し て ５ ０ ０ 万

円 の 赤 字 が 出 た よ と い う 、 非 常 に 大 き な 金 額 か な と 思 っ て い る ん

で す よ ね 、 収 入 に 対 し て 。 こ れ は 今 後 改 善 さ れ て い く ん で す か 、

料 金 を 上 げ ん と い か ん と い う こ と に な る の で し ょ う か 。 こ れ に つ

いてはどういうふうな見通しを持っておられますか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  工事とか、例えば工事、修繕費が多くなった場合、そういうマイ

ナスという形が出てきますが、年度、年度によって収支差引きが変

わってまいります。  

委  員  長   いや、収益的収支と資本的収支があって、設備投資に関わる部分

は資本的収支になるわけでしょう、基本は。収益的収支というのは

水道料なり、その費用の収益と、それとそれにかかった費用、それ

が ５ ０ ０ 万 円 か か る と い う こ と は ３ ,４ ０ ０ 万 円 し か 収 益 が な い の

に５００万円経常的に赤が出るよというのは、採算が全然とれてい

ないということですからね、その部分については。設備投資は別 で

すよ、古くなったら直してかかる、それはもうしようがない。だか

ら、ここを分けて計算しているわけだから、だから、この５００万

円という大きな率というのは非常に問題なんです。それは改善でき

るのかな。改善しようと思ったら料金を上げんとあきませんね、水

道料金。それはきっとできんから、補助していくんやなということ

になるのか、これはだんだんと簡易水道の規模が小さくなると費用
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 負担が大きくなってくるかもしれませんね、固定的な費用があるで

しょうから。その辺はどういう見通しなり、菅浜までで終わるんだ

けども、その後どうなるのかなということで、何か今分かっている

ことがあればお聞きしたいし、今後の提案として考えておいていた

だきたいという気はありますね。  

上下水道課長。  

上下水道課長  金額の値上げというか、改正についても同時に検討をしていきた

いとは思っております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   先ほど河本委員から言われたんですけど、まとめて今質問あった

ことの私の質問と、梅津委員の質問と、後で答弁のほう、よろしく

お願いします。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  分かりました、どうも申し訳ございません。整理しまして、また

答えさせていただきますのでよろしくお願いいたします。  

委  員  長   ほかにいいですか。  

幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   僕 の 名 前 が 入 っ て い な か っ た の で 、 ち ょ っ と 僕 の ほ う も 、 何 年

度にどこの地区の何をします。それで、最終何年度に終わりますと

いうような報告をお願いします。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  分かりました。  

委  員  長   このままお昼までやろうと思いますけど、いいですか、休みとら

ないで。  

ほかにいいですか、５９号について。  

（なしの声あり）  

委  員  長   なければ次にいきます。  

次に、議案第６０号  令和３年度美浜町集落排水処理事業特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６０号の説明が終わりました。  
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 ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。  

幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   地 域 創 生 汚 水 処 理 施 設 整 備 交 付 金 事 業 な ん で す け ど 、 令 和 ３ 年

度に設計したということで、今年度その改築工事をやるんですか。  

委  員  長   上下水度課長、質問の意味は分かりましたか。  

幸𠀋 委員、申し訳ない、もう一度すみませんが。  

幸 𠀋 委 員   ６ ４ ペ ー ジ の 右 下 の 地 方 創 生 汚 水 処 理 施 設 整 備 交 付 金 事 業 で 、

令和３年度に設計業務しましたということを書かれておるんですけ

ど、その改築工事のほうを今年度やりますか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  昨年度設計しまして、今年度工事ということになってございます。  

委  員  長   いいですか。  

ほかにございませんか。いいですね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   じゃあ、ないようですので、議案第６０号についての質疑を終わ

ります。  

次に、議案第６１号  令和３年度美浜町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６１号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   公共下水道、集排もそうなんですけど、宅内排水の完了している

美浜町のパーセントって分かりますか。  

委  員  長   今回答できますか。  

上下水道課長。  

上下水道課長  確認させていただきます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   なかなか宅内排水も進まんと思うんですけど、最近、去年度、宅

内排水をやった件数か、もうちょっと調べてください。  

委  員  長   上下水道課長。  
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 上下水道課長  分かりました。  

委  員  長   ほかにございませんか。いいですか。  

じゃあ、次にいきたいと思います。  

議案第６１号の質疑は終わります。  

次に、議案第６２号  令和３年度美浜町産業団地事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

産業振興課長。  

産業振興課長  （詳細説明）  

委  員  長   ありがとうございました。  

説明が終わったところで、お昼になりましたので、質疑は午後か

ら と い う こ と で 中 断 さ せ て い た だ き ま す 。 午 後 は １ 時 ３ ０ 分 か ら

再開いたしますので、よろしくお願いいたします。  

 

（休憩  午前１１：５６）  

（再開  午後  １：２４）  

 

委  員  長   それでは、午前中に引き続いて会議を行います。  

午前中、議案第６２号の説明が終わっておりまして、これから質

疑 に 入 る わ け で す が 、 そ れ ま で に 健 康 福 祉 課 長 の ほ う か ら 、 午 前

中 の 審 議 の 中 の 御 答 弁 が 、 補 足 答 弁 が あ り ま す の で お 願 い い た し

ます。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  午前中に質問のありました、介護保険料の近隣市町の金額につい

てお答えをさせていただきます。  

美 浜 町 の 介 護 保 険 料 は ５ ,８ ０ ０ 円 と い う こ と で お 伝 え を さ せ て

い た だ き ま し た が 、 敦 賀 市 は ６ ,３ ０ ０ 円 、 若 狭 町 は ６ ,６ ０ ０ 円

となっております。  

ち な み に 県 平 均 は ６ ,１ １ ０ 円 と な っ て お り ま し て 、 美 浜 町 は 県

内 下 か ら ３ 番 目 に 低 い 金 額 と な っ て い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た

します。  

委  員  長   それから、午前中の審議の中で、上下水道課長のほうの補足説明

があるんですが、議案第６５号のところで、その前にまとめて報告
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 をしていただくということになっていますのでよろしくお願いしま

す。  

それで、議案第６２号の質疑に入ります。質疑はございませんか。

いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第６２号についての質疑を終わります。  

次に、議案第６３号  令和３年度美浜町住宅団地事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とい たします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

土木建築課長。  

土木建築課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６３号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。よろしいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第６３号についての質疑を終わります。  

次に、議案第６４号  令和３年度美浜町道路用地取得事業特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

土木建築課長。  

土木建築課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６４号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。いいです

か。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第６４号についての質疑を終わります。

ちょっと私語はやめてください。  

次に、議案第６５号  令和３年度美浜町上水道事業会計決算の認

定についてを議題といたします。  

最初に、午前中の審議に対する補足説明、答弁等をお願いいたし

ます。  

上下水道課長  それでは午前中の件についてご説明をします。まず１点目の収益

的収支のマイナスが大きいことに対する原因と今後の課題と いうこ

とで、簡易水道事業決算概要の８ページでございます。収益的収支
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 の総収益マイナス総費用が収支差し引きでマイナスの５３４万３千

円となってございます。こちらにつきましては、資本的収支に関し

ましては、資本的支出には建設改良費、企業債償還金などが計上さ

れることになってございます。それと収益的支出につきましては、

水道水を製造したり、上水供給事業等から投入したり、使用者へ水

道水を送るための施設維持管理に関するための必要な経費というこ

とで、人件費とか修繕費が生まれてございます。令和３年度につき

ましては、修繕費でマクロの 洗浄修理２７０万円、落合色度計の修

繕ということで１０６万円、松屋の配水量流量計の修理ということ

で１０８万円を修理費として充ててございます。３つ足しますと５

５６万円となりまして、収支差し引きの額とほぼ同額となってござ

います。以上のから、金額的に修理が令和３年度のマイナスの要因

として修理代が多かったことということで、令和３年度５３４万３，

０００円のマイナスとなってございます。今後、修理が少なければ

このマイナスがなくなるという形で、令和２年度の決算のような形

になっていくのではないかと思っております。  

       次に、２点目でございます。公共下水道の宅内工事の完了率で  

ございます。こちらにつきましては、公共下水道の水洗化率という  

ことで置き換えさせていただきますと、８１．７６％となってござ  

います。これは、使用人口割る区域人口という計算でございます。  

次に、３点目の上水道統合事業の今後の計画予定ということでご

ざいます。  

こちらについては、成果の６３ページに書いてありますように、

上 水 道 統 合 整 備 事 業 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ ち ら に つ き ま し

て は 、 平 成 ２ ７ 年 か ら 令 和 ２ 年 ま で 、 佐 田 の 一 部 を 配 管 の 布 設 替

え を 行 っ て お り ま す 。 そ の と き に 、 北 田 地 区 の ほ う が 漏 水 が 多 か

っ た と い う こ と で 、 令 和 ２ 年 度 か ら 今 年 度 、 令 和 ４ 年 ま で 、 北 田

地 区 の 漏 水 の 配 水 管 の 交 換 を 行 っ て お り ま す 。 こ れ が 終 了 後 、 ま

た 残 り の 佐 田 の 一 部 に つ き ま し て 、 再 度 配 管 布 設 替 え 工 事 を 行 う

予定でございます。  

もう一点、菅浜の事業でございますが、こちらにつきましては、

令 和 元 年 度 か ら ３ 年 度 に 工 事 を 行 い ま し て 、 今 年 、 令 和 ４ 年 度 で

配管の布設替えにつきましては終了ということになります。  
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 その後、受水槽の改造工事を計画しております。  

それとあと、丹生のほうの工事でございますが、こちらは丹生、

竹 波 簡 易 水 道 の 工 事 と い う こ と で 、 令 和 ４ 年 度 、 本 年 度 に 耐 震 の

診 断 と 劣 化 調 査 を 行 い ま し て 、 丹 生 の ほ う が 令 和 ５ 年 、 ６ 年 、 ７

年 の ３ 年 間 で 約 １ 億 ４ ,０ ０ ０ 万 円 の 工 事 費 を 予 定 し て お り ま す 。

竹 波 の ほ う が 令 和 ４ 年 度 、 耐 震 診 断 を 行 い ま し て 、 令 和 ５ 年

度 ・ ・ 約 １ 億 ４ ,０ ０ ０ 万 円 の 配 水 の 修 繕 工 事 を 予 定 し て お り ま す 。

こ れ に つ き ま し て は 、 簡 易 水 道 の 最 後 の ペ ー ジ の 基 金 と い う の が

ご ざ い ま し て 、 決 算 の 積 立 金 の 状 況 と い う こ と で ９ ペ ー ジ に ご ざ

い ま す 。 令 和 ３ 年 度 末 の 現 在 高 と い う こ と で ２ 億 ４ ,９ ７ ２ 万 ８ ,

０ ０ ０ 円 と い う ふ う に な っ て お り ま し て 、 こ の 基 金 の 中 で 、 丹 生 、

竹 波 の 簡 易 水 道 の 事 業 を 行 っ て い く と い う こ と で ご ざ い ま す 。 今

のところ基金の追加積立ての予定はございません。  

以上が午前中の説明でございます。  

委  員  長   ただいまの説明に対して、何か御意見等はありますか。よろしい

ですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、議案第６５号ですね。これの理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６５号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   仕事の成果の６９ページかな、の上水道のパイ３００、農業用と

あるんですけど、これはパイプラインですか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  そうでございます。県営かんがい排水工事の木野地区の支障とな

る排水路、農業用配水管の布設替え工事を行ったものでございます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   この上水道でパイプラインって余り聞いたことがないんやけど、

布設替えって邪魔になってから布設替えしたんですか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  主な財源を見ていただきますと、工事負 担金ということで３，５
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 ３７万円ということで、県のかん排のほうから財源を頂いておりま

す。町のほうも９５万円のそのうち一緒に布設替えの工事をしまし

て、工事を合わせてしたという形でございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

辻井委員。  

辻井委員   ６８ページ、上水道の建設改良事業です。  

下の枠の中に、ちょうど真ん中に、地下式消火栓とあって１０基

交 換 し て お り ま す 。 今 後 こ の 設 備 が 変 わ っ た 場 合 、 消 火 栓 に つ い

て は 全 て こ の 地 下 式 に 変 わ っ て い く の か 。 消 防 署 と の 打 合 せ 等 も

あ る と 思 う ん で す け ど も 、 そ の 辺 の と こ ろ を ち ょ っ と 確 認 い た し

ます。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  消火栓につきましては、消防との協議もございますが、今のとこ

ろ変わる予定ではございません。また、消防署と相談しながら事業

を進めていきたいと思っております。  

辻井委員   本当は地上式の従来からの消火栓のほうが使い勝手は使いやすい

のは使いやすいですけども、全て地下式に変わってきているみたい

ですのでちょっと確認しました。  

以上でございます。  

委  員  長   ほかによろしいですか。  

ちょっと私からお聞きしたいんだけど、損益計算書で６ページで

す よ ね 、 ６ ペ ー ジ に 損 益 計 算 書 が あ り ま す ね 、 企 業 会 計 や っ た や

つ で す け ど 。 そ れ で 、 営 業 損 失 が ４ ,１ ０ ０ 万 円 、 赤 で す と い う こ

と に な っ て い ま す ね 、 損 失 で す か ら 。 こ れ は 減 価 償 却 ８ ,０ ０ ０ 万

円 ほ ど や っ て い ま す の で 、 企 業 会 計 に 近 い も の で や っ て い る と 思

う ん だ け れ ど も 、 今 、 こ の 上 下 水 道 事 業 と い う の は 、 美 浜 町 の 上

下 水 道 事 業 は 健 全 に 今 の 状 態 で 続 け て い け る も の と い う ふ う に こ

の 損 益 計 算 書 か ら 判 断 を さ れ て い る の で し ょ う か 。 あ る い は 課 題

が ど こ に あ る の か 。 非 常 に 上 水 道 事 業 と い う の は 基 本 的 な イ ン フ

ラ な の で 、 何 が 何 で も 守 ら な い か ん わ け で す か ら 、 い ろ ん な と こ

ろ か ら や り く り を し て 維 持 す る こ と は 必 要 で す け れ ど も 、 こ れ を

単 体 で 考 え る と 厳 し い な と い う ふ う に 見 て し ま う ん で す が 、 ど う

いうふうにお考えでしょうか。  
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 委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  これにつきましては、今年度営業利益で損失ということであがっ

てございます。前年度、令和２年度を見ていただきますと、損失、

三角ではなくて純利益という形であがってございます。それと、金

とか積立金もございますので、その中で適正な運営をしながら今後

進めていきたいというふうに考えてございます。  

委  員  長   ちょっと説明、すみません、大丈夫ですか。説明を聞き漏らした

か も し れ ま せ ん が 、 そ の 他 営 業 費 用 と い う と こ ろ が １ 億 ５ ,４ ０ ０

万円というのがありますね、その他営業という、７番、（７）の。

これの主なものは何でしたっけ。去年が黒字で今年が赤字という、

大きな決め手は何かというのを聞きたいんですけど。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  １４ページの経営総括の中で、主な営業、受託工事の増でござい

ます。  

先ほどの質問でございますが、経営面のほうでは人口減少で余剰

と な っ た 配 水 量 を 有 効 に 利 用 す る 方 法 と し て 、 上 水 道 と 隣 接 す る

簡 易 水 道 事 業 と の 施 設 統 合 を 推 進 し 、 経 営 基 盤 の 拡 大 を 実 施 す る

と と も に 、 変 化 す る 給 水 需 要 に つ い て 対 応 で き る 水 道 を 構 築 す る

た め に 地 方 公 共 事 業 の 本 旨 に 基 づ き ま し て 経 費 節 減 に 努 め 、 常 に

能 力 的 か つ 合 理 的 な 経 営 を 図 っ て い く と い う こ と で 、 １ ５ ペ ー ジ

のほうに記載をさせていただいております。  

委  員  長   受託工事収益というのを教えてくれませんか、何かというのを、

１億５ ,０００万円というのを。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  受託工事に関しましては、先ほどのかん排工事の工事の意味でご

ざいます。  

委  員  長   河本委員に叱られますけどこれでいいですか、これで、後でまた

聞きます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   １４ページのところで、ずっと１４ページの下のところですね、

今年度の経営成績は消費税還付金を除く収益から総費用を差し引い

た 額 、 ５ ７ ３ 万 ５ ,８ ０ ４ 円 の 損 失 と な り ま し た と あ り ま す わ ね 。

この損失ってどういうふうに今後補填していくのか、それとも、来
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 年度に先送り、損失を先送りしていくのか、これはどういう ふうに

解決していくんですか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  ４ページ、５ページに書いてありますように、資本的収入額は資

本的支出額に。  

委  員  長   マイク入っていますか。  

委  員  長   上下水道課長。  

上下水道課長  不足する額５ ,１２５万８ ,６２９円は過年度及び当該年度の収入

で補填したということで、６ページでございますが、下３段でござ

います、前年度の繰越利益剰余金として４億２ ,４７８万３ ,３１９

円 ご ざ い ま し て 、 当 該 年 度 末 の 処 分 利 益 剰 余 金 と し て ４ 億 １ ,９ ０

４ 万 ７ ,５ １ ５ 円 と い う こ と に な っ て ご ざ い ま す 。 そ の 剰 余 金 の 中

で本年度対処を、令和３年度しております。  

委  員  長   いいですか。  

ほかにございませんか。いいですね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   じゃあ、ないようですので、議案第６５号についての質疑を終わ

ります。  

次に、議案第６６号  令和４年度美浜町一般会計補正予算（第３

号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   議案第６６号の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。非常にボリュームがありますので、

最 初 に 議 会 費 か ら 、 １ ０ ペ ー ジ か ら １ ６ ペ ー ジ ま で 、 衛 生 費 で す

か 、 そ れ と そ の 後 、 民 生 費 か ら 最 後 教 育 費 ま で 、 そ し て 、 最 後 に

歳入ということで３つに分けたいと思います。  

まず最初に１０ページから１６ページについて、質疑はございま

せんか。  

辻井委員。  

辻井委員   歳出の１０ページ、議会費の件です。  

一 般 経 費 と し て ４ ,９ ０ ０ 万 円 つ い て お り ま す 。 先 ほ ど の 説 明 で 、
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 映 像 も 含 め て と い う 説 明 も あ り ま し た 。 行 政 の ほ う で も 、 先 日 議

運 の 会 議 で ま ち づ く り 課 の ほ う か ら 行 政 の ほ う の Ｄ Ｘ の ほ う の 会

議 も や ら れ て お る と い う こ と で 、 町 内 全 域 で デ ジ タ ル Ｄ Ｘ を ま ち

ぐるみでやろうというような取組がされているそうです。  

それで、議会のほうもそのように聞いたんですけれども、この４ ,

９ ０ ０ 万 円 で ど れ く ら い の 議 場 、 こ の 間 一 般 質 問 の と き も ち ょ っ

と ス ピ ー カ ー の 不 具 合 も 見 え た み た い で す け ど も 、 あ の 辺 を 解 消

で き る と 思 う ん で す け ど も 、 映 像 も 含 め て と い う 説 明 が あ り ま し

た け ど も 、 ど の 辺 、 ど の く ら い の 具 体 的 な 改 修 が で き る の か と い

うのをお聞きいたします。  

委  員  長   議会事務局長。  

議会事務局長  それでは、その御質問については担当しております議会事務局の

ほうからお答えをさせていただきます。  

昨年度、プレで一部の業者に説明を受けていらっしゃる議員の方

も い ら っ し ゃ る と 思 い ま す け れ ど も 、 基 本 は マ イ ク を 拾 わ な い 、

き ち っ と 放 送 で き な い 音 響 シ ス テ ム が 中 心 と な り ま す 。 そ の 中 で 、

議 員 の 皆 様 か ら や っ ぱ り モ ニ タ ー 類 の 整 備 も と い う 御 要 望 が ご ざ

い ま し た の で 、 そ の 辺 り も 含 め て 検 討 さ せ て い た だ き た い と い う

ことで予算要求をさせていただいております。  

細かい内容につきましては、サイドのパネル設置とか、正面とか、

い ろ ん な 方 法 が ご ざ い ま す の で 、 そ の 点 ま た 皆 様 と 御 相 談 さ せ て

い た だ き な が ら 、 予 算 の 範 囲 内 で 整 備 を し て い き た い と 思 っ て お

りますのでよろしくお願いいたします。  

委  員  長   辻井委員。  

辻井委員   分かりました。議会のほうからもちょっと要望等もあると思いま

すので、その辺を含めていただきまして、事業を進めていただきた

いと思います。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

河本委員。  

河本委員   １３ページの町税過納還付金の１ ,５８８万５ ,０００円なんです

けども、これは町のほうが何か税金のシステム上、誤って多く徴収

をしておったのか、納税 者のほうが誤って多く納めていたのか、こ

れはどういった経緯でこういうことになったんでしょうか。  
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 委  員  長   会計管理者。  

会計管理者  本件につきましては、まず、法人税といいますのも所得税と同じ

と い う 形 で 、 予 定 納 税 と か 、 予 定 申 告 と か 、 し て い た だ く と い う

こ と が ご ざ い ま す 。 そ う い う こ と で 、 前 年 度 の 所 得 の 税 額 の 約 半

額 を 確 定 申 告 後 の ６ か 月 以 内 に 納 め て い た だ く と い う 制 度 が ご ざ

い ま す 。 そ う い う 形 で 、 本 件 に つ き ま し て は そ う い っ た 形 で 令 和

２ 年 度 の 業 績 が よ か っ た と い う こ と で 、 令 和 ３ 年 度 中 に 予 定 申 告

と い う 形 で た く さ ん 納 め て い た だ い た と い う こ と が ご ざ い ま し て 、

そ れ で 、 こ の た び の ７ 月 の 確 定 申 告 が 行 わ れ ま し た と こ ろ 、 業 績

が ち ょ っ と 悪 か っ た と い う こ と で 、 法 令 に 基 づ い て 申 告 さ れ て 、

法 令 に 基 づ い て そ の 差 額 の 約 １ ,５ ０ ０ 万 円 を お 返 し す る と い う よ

う な こ と で 、 決 し て 誤 り で は な い と い う こ と で 、 法 令 に 従 っ て の

ということでお願いいたします。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   次に、１４ページです。  

戸籍住民基本台帳費のところで、一般経費として２ ,６４９万９ ,

０ ０ ０ 円 が 計 上 さ れ て い る わ け で す け ど も 、 こ れ っ て マ イ ナ ン バ

ーカードわくわくキャンペーン事業ですよね。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  キャンペーンのわくわくとらくらくで不足している部分について

を計上させていただいております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   大抵こういう場合ってちゃんと事業名とかも記載されて今までき

ていたんですけど、何でこれは事業名とか記載していないんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  マイナンバーカードの取得促進事業ということで、記載というこ

とも通常考えられるかとは思うんですけれども、今回、マイナンバ

ーカード自体もう本当に基本的な住民基本台帳の中での社会インフ

ラということで、本当にベースになるものということで、こちらす

みません、一般経費ということで今回させていただいてお ります。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   マイナンバーカード自体の利用促進が進まない中で、国が整備し

た事業ですけども、必要があればみんな別にこのようなキャンペー
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 ンをしなくてもカードをつくると思うんですけど、つくる人が少な

いということで、またこういうキャンペーンをはるにしても、国の

ほうが責任を持って利用促進を図るんだったらまだ納得もいくんで

す が 、 こ れ に ほ と ん ど 一 般 財 源 を 使 わ れ て い る ん で す ね 。 ２ ,２ ４

８ 万 ３ ,０ ０ ０ 円 も 町 の 一 般 財 源 か ら 繰 り 出 し て 、 こ ん な つ く っ て

もどういうふうに利用するか、利便性もよく分から ないようなもの

にお金をつけて利用促進を図るというのが本当に考えられないんで

すけど、これは本当に町がやって効果的なものは得られるんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  町では今年度、コンビニ交付をできるようにこのシステムを導入

して、今まで窓口のほうで住民票とか、戸籍とか、税務証明とか、

そういったものを皆さんにとっていただいていたと思うんですけれ

ども、そちらがマルチコピー機のあるところであれば、どこでもコ

ンビニを中心として取得していただけるという非常に利便性の高い

ものになります。マイナンバーカ ードをつくっていただきますと、

その便利さを享受していただけると思っておりますので、その１点

です。  

あとデジタル社会推進ということで、当然国のほうが推し進めて

お る わ け で す け れ ど も 、 今 年 度 末 に は 今 デ ジ タ ル 庁 の ほ う で 年 度

末 に は ス マ ー ト フ ォ ン の ほ う に こ の マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 登 載 で

き る と い う よ う な こ と も 考 え て い る と い う ふ う に 聞 い て お り ま す 。

そ う し ま す と 、 ま す ま す 利 便 性 も 高 ま り 、 こ の ス マ ホ に マ イ ナ ン

バ ー カ ー ド を 入 れ て い た だ い て お れ ば 、 そ れ が 保 険 証 と な り 、 ま

た 本 人 の 認 証 、 本 人 確 認 、 そ う い っ た こ と が で き る と い う こ と で 、

本 当 に 町 民 さ ん の 利 便 性 と い う の は 高 ま っ て い く と 思 い ま す し 、

ま た 、 高 齢 者 の 方 に お か れ ま し て も 、 保 険 証 と 一 体 化 す る こ と に

よ っ て 自 分 の 健 診 の 情 報 で す と か 、 薬 剤 の 情 報 で す と か 、 そ う い

っ た と こ ろ も マ イ ナ ポ ー タ ル で 御 家 族 の 方 も 見 て い た だ け た り し

て 、 非 常 に 効 率 化 も さ れ る し 、 本 人 さ ん に と っ て も 薬 剤 の 過 大 投

与 と い い ま す か 、 重 複 と い っ た 、 そ う い っ た こ と に つ い て も し っ

か り 管 理 が で き る よ う な 形 に も な り ま す し 、 電 子 処 方 箋 と い う よ

うなこともこれから進んでまいります。  

高齢者の方については、給付金、口座のひもづけをしていただき
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 ま す と 、 今 後 給 付 金 等 に つ い て も 申 請 は 必 要 に な り ま す け れ ど も 、

迅 速 に そ ち ら の 口 座 の ほ う に い ろ い ろ な 役 場 か ら 支 払 わ れ る 助 成

金 等 を 含 め て 、 こ の 口 座 の ほ う に 振 り 込 み が で き る と い う よ う な 、

ま た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 接 種 証 明 書 に つ い て も こ ち ら の 方 で 見

る こ と が で き る 。 民 間 の ほ う の 住 宅 ロ ー ン で す と か 、 そ う い う 申

込 み 等 々 、 い ろ い ろ な と こ ろ で 非 常 に ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 国 の ほ

う が 利 便 性 を 高 め て い っ て 、 民 間 の ほ う に も 進 め て い く と い う こ

と を い っ て お り ま す の で 、 こ ち ら は 町 民 さ ん の 利 益 、 ま た 、 行 政

の 効 率 化 を 含 め て 町 と し て し っ か り 推 進 を 図 っ て い き た い と い う

ところでこの予算を計上させていただいております。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

松下委員。  

松下委員   その次の関連してなんですけど、今課長のほうから利便性のみを

ずっと羅列されているんですけど、そんなにその使い勝手がよくて、

セキュリティーもあって、利便性があるのなら、お金を払うことな

んて全く必要ないと思うんですけど。だから、そういうことをやっ

ぱりお金を払ってでも入ってくれと言いながらなかなか入らない。

特にお年寄り、高齢者なんかはＩＴのナンバーとか、いろんなもの

をなかなかうまく記憶できないというか、忘れて紛失してしまうと

か、今のままで結構動いていける部分が一応ありますね。だから、

そういう意味では、使って非常に自分にとっては有利だという人た

ちが入るシステムで、僕は本当はいいのではないかと思うんですが、

便利なものの中に、例えばサイバー攻撃とか、いっぱい今狙われて

きているわけで、その利便性に対する反利便性について把握してい

る限り何かあればちょっとお聞かせ願いたいんですが。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  やはり非常に高齢の方については、なかなかデジタルのカードを

使ってというようなところが難しいというところは承知をしており

ますけれども、今、高齢者の方でも非常に８０歳超えられても元気、

９０歳でも元気な方がいらっしゃいますので、どうしても虚弱であ

られる方についてはもう使えないということは一定数はやむを得な

いのかなとは思いますけれども、ぜひデジタルを活用していただい

て、それを介護予防につなげていただく、新しいことにチャレンジ
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 していただきながら生活の質を上げていただくというところを高齢

者の方にもやっていただきたい なと思っておりますし、セキュリテ

ィーに関しましてはいろいろ御不安もおありになられるかと思いま

すが、ＩＣチップの中には個人情報等は入っておりませんし、それ

を外から何か触ろうとしたらすぐそのＩＣチップが壊れるような仕

組みにもなっておりますので、国のほうとしてはセキュリティにつ

いては万全だというところで自信を持って国民全てにというところ

を勧めているところでございます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   一応説明を受けたんですけど、なかなか受け取れない部分が僕ら

にはありますね。そんな大事なものにお金を出してやる ということ

自体が安全だ、便利だというのと逆の姿勢なので、やっぱり使いた

いという側にそういうチャンスを提供することがすごい投資なので、

それに加えてまだお金を支払いますよというのは、僕らにとっては

不自然で、どこかにやっぱり問題点があるのではないかというふう

に考えるんです。  

その具体例として、コロナの例えば事業がコロナのために悪化し

て き た と い う 中 で 、 国 か ら の 補 助 金 の 制 度 が あ り ま し て 、 そ れ を

県 の ほ う か ら 僕 ら の ほ う に も ち ょ っ と 誘 い が あ っ て 、 自 分 で や れ

ま す よ と い う の で や っ て み た ん で す ね 。 枠 が す ぐ 出 て き ま し た 。

こ れ 、 経 産 省 の ほ う か ら 、 あ る い は 担 当 官 庁 の ほ う か ら 請 負 に 出

し て 、 シ ス テ ム が 返 っ て き て 、 ノ ー チ ェ ッ ク な ん で す ね 。 僕 が 数

値 を 入 れ た ん だ け ど 全 然 動 か な い 。 例 え ば 万 単 位 で 入 れ て く れ と

い う 書 類 上 の 指 導 が あ っ て 、 万 単 位 で 入 れ た ん で す け ど 、 シ ス テ

ム が 動 か な い の で 、 そ れ で お か し い な と 思 っ て 、 円 単 位 で 入 れ た

ら ば っ と 走 っ た ん で す 。 こ ん な や り 方 、 僕 は や っ ぱ り 不 審 と い う

か 、 幾 ら 便 利 な ふ う に 言 わ れ て も 、 そ う い う 中 で ど こ か で 問 題 が

起きてくるなというのは僕らの予測なんです。  

ちょっと余談になるけど、エストニアというバルト三国の小さな

国 が あ っ て 、 そ こ が 前 言 っ た 、 マ イ ナ ン バ ー 的 な 、 も っ と 広 範 囲

な 国 民 の 情 報 を 扱 う 制 度 が あ る み た い な ん で す が 、 そ の 開 発 体 制

の 中 に ５ ０ 歳 以 上 の 女 性 を 入 れ て 、 シ ス テ ム を 開 発 し た 分 を そ の

女 性 に 全 部 自 由 に や っ て も ら っ て 、 う ま く い く か ど う か 、 全 部 チ
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 ェ ッ ク す る ん で す 。 そ れ で 、 そ れ を や れ ば う ま く マ イ ナ ン バ ー な

ん か も 、 支 援 金 の 制 度 な ん か も で き る と 思 う ん で す け ど 、 そ う い

う こ と を や っ ぱ り 日 本 の 国 は き ち っ と や っ て い な い 。 だ か ら 、 お

金 を 使 っ て 加 入 し な き ゃ い け な い ん じ ゃ な い か な と 思 う ん で す が 、

そ こ は 僕 は や っ ぱ り 一 律 的 に そ う や っ て 加 入 す る の は 間 違 っ て い

るというふうに思いますので、一応指摘はしておきます。  

委  員  長   ちょっと時間も押しているので、なるべく要約してお願いします

ね。  

竹仲委員。  

竹仲委員   １５ページです。  

保育園のいきいきコネクト事業、ようやく保育園のＩＣＴ化を進

め る と い う 事 業 や と 思 う ん で す け ど も 、 こ れ を 見 る と 、 環 境 整 備

の 設 計 業 務 委 託 料 に な っ て い る ん で す が 、 こ こ に 、 全 面 的 に お 任

せ な ん で す か 、 そ れ と も 、 町 と し て こ う い う Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 進 め た い

と い う こ と で 内 容 を 委 託 す る の か 、 ど っ ち の ほ う な ん で す か 。 あ

る 程 度 町 の 方 向 は こ ん な こ と を し て ほ し い 、 し た い ん だ と い う の

は 分 か っ て い て 業 務 委 託 す る の か 、 そ れ と も 、 全 く 分 か ら な い 、

と に か く 保 育 園 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 進 め た い の で 、 設 計 を し て く れ と お

願いするのか、どっちの方向ですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  町のほうではＩＣＴ化を進めるに当たりまして目的というものを

持っておりまして、今保育士の業務も多忙化しておりますし、ここ

ら辺、業務効率化、それから、負担軽減を狙いに保育園の現場、Ｉ

ＣＴ化を進めていこうという目的は持っております。  

今回の予算につきましては、実施設計というところで、環境整備、

保 育 園 の 中 で ア ク セ ス ポ イ ン ト が 何 個 要 る と か 、 そ う い う よ う な

感じの実施設計をお願いするものでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   最後聞き取りにくかったんやけど、保育の内容を教えてください。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回の予算にあげさせていただいた環境整備につきましては、保

育園の中にアクセスポイントを幾つ置くとか、そういう環境整備、

足回りのところの実施設計をお願いするというものでございまして、
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 今後どういうふうなアプリを入れるかというのはまた以降、検討し

ていきたいというふうに思っております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   私の主観ですけど、そんなの別にどうでもいいような気がするん

やけど、何個置くとか、そんなの、それをトータルとしてこういう

ことをして設計の中にそれが含められるべきであって、そんならそ

れを別途にこんな１２５万円使うんやったらもったいないなと僕は

思うんですけども、委員の皆さん、どう思いますか、僕はこんなの、

それやったらしっかりと自分のところのしたいものをちゃんと提示

して、もう少しお金をかけてもいいから、それに対しての設計をし

てくれとか、例えば出勤がもうＡＩロボットか何かで見ても らえる

ようにしたいんやとか、温度管理をしたいんやとか、そんないろん

なしたいものをやっぱり出して、それに対しての業務設計をしても

らわないと、そんなもの台数がどうのこうのとか、アクセスがどう

のこうのというのは、そんなもの、それを先に決めるんじゃなくて、

内容が決まらんことにはそんなアクセス料とか、そんなもの決まっ

てこんと思うんやけど。そんなものに１２５万円もかけるなんて、

僕はおかしいと思いますが、どうですか、思いませんか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回の予算につきましては環境整備ということで お伝えしたとお

りなんですけれども、今後、保育園の業務システムを入れるに当た

りましては、保護者との情報共有であったり、登園管理、記録のＩ

ＣＴ化をしたり、それからあと、おたよりを出すときにペーパーレ

ス化をしたりと、目的のほうがたくさんありますので、そちらにつ

きましては今後そちらの機能を備えた、どういう形のアプリを入れ

るかというのは今保育園側と健康福祉課側で検討をしているという

ところでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   この前段１２５万円というのは何のためにするんですか、アクセ

ス数の数とか調査するということやけど。それは何かの目的があっ

て、これだけのものをしたいのでどれだけのものが要りますかとい

うのは分かるんやけど、何もなしでどれだけのものというのは何の

設計をするのかなというのがよく分かりません。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回、実施設計をあげさせていただくに当たりまして、今現在の

保育園につきましては無線環境が未整備というふうになっておりま

す。今後、先ほど言いました支援システムを導入するに当たりまし

て、環境整備が必要であるということから、保育園舎は広いですの

で、そこにどれだけの必要なアクセスポイント数が要るかとか、そ

ういう感じの工事のほうの設計をお願いをしているというところで

ございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

辻井委員。  

辻井委員   今の関連なんですけども、私は保育所にこういうのを入れるのは、

デジタルを入れるのは余りふさわしくないと思うんです。この間も、

昨日も保育園のバスの中に３歳の子供を置き去りにして亡くなって

います。このような非常に問題でありまして、今、情報の共通とい

いますと、保育士と保護者がスマホを使って情報を流すというよう

な方向に流れるんじゃないかと思いますけども、保育士自体、非常

に忙しくて、低賃金で忙しくて、保護者とのやり取りも難しいとい

うような状況なので、この辺のところは私は保育園にデジタルを持

ってくるよりアナログで優しく扱ったほうがいいんじゃないかと意

見しておきます。  

以上でございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

松下委員。  

松下委員   僕もこの予算の思っていたのと違うちょっとイメージがあったの

で、保育士が何人も辞められたとか、保育環境の、労働環境がすご

く厳しいというイメージがあって、その中でそういうＩＣＴ化をや

って、負担を軽くして、管理も明解にするというのが僕のイメージ

だったんですけど、僕はやることについてはすごくやってもらえば

いいと思うんですが、竹仲委員も言われたように、きちっとこうい

うものをつくりたいというメッセージを前面に出して解決する。そ

して、今度は使う側もきちっと出来上がっ たシステムに対して、そ

れを使ってみて、どこに問題があるか、どことイメージが違うかと

か、そういう作業をやっぱり組み込んでいかないと、システム設計
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 の中に、開発だけを委託するのでは僕は絶対うまくいかないと思う

んです。できたものに対して使う側がきちっとチェックをやって、

システムを変えていく、よいものに変えていくという、こういう一

貫した対応をしないと、なかなか僕は予算も機能しないと思うんで

すが、この辺はいかがですか。  

委  員  長   町長。  

町   長   この問題につきましては、松下議員もおっしゃいましたけど、そ

の保育園での働く環境をいかに効率的に、しかも子ども達に、そう

いう保育サービスなり、保護者の方も含めて、提供するのはどうし

たらいいかという議論の末にいろいろなＩＣＴ化について、本町と

各園とチームをつくって議論を繰り返しながらある程度方向性を練

ってこういうもので職場環境とか、いわゆる保育環境をしっかり構

築していこうということの思いからスタートしてきているというこ

とで、実際にそのシステムの構築は令和５年度、これを考えていま

す。まず、どんなことをやるかというのはおおむね前回も意見交換

会で説明をさせていただきましたけども、や っていきたいというこ

とはある程度アウトラインは議論をしています。それをこれから令

和４年度に細かく詰めながら来年度に実施設計をしたものをつくり

上げていく。そういう段取りを踏んでいるんですけど、今回のこの

予算については、それを情報伝達するためのいわゆるこういった通

信機器ですね、これをどこに配置するのが一番いいのかというのを

実施設計の中であらわにしてもらおう。そういう考えをしています。

ですから、今、委員おっしゃったような、保育環境、いわゆる職場

環境をどうしようか、しかもサービスをどうやって確保していくか、

その議論を重ねた上でアウトラインをベースに通信環境を今回委託

の中でつくり上げていこうと、そういうものでありますので、ちょ

っとそこに説明が足りておりませんけど、意見交換会のあの資料を

見ていただくと、そこにつぶさに書いてあります。再度これは確認

をいただけるとよく分かっていただけると思います。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   僕だけなのかもしれませんが、やっぱり受け取りがちょっと違う。

それで、もしそういうことでスタートするということに関しても、

システムが出来上がったらはい、お渡ししますよというのではなく
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 て、必ず現場側からそれを使ってみて、問題がないか、言葉の、用

語の問題も難しくないかとか、細かいところまで修正していくよう

な、そういう視点をぜひ持ってもらいたいということなんですね。

そうしないと、出来上がったけど、使ってみると何やかんや使いに

くいと、こういう話になると思うので、これは結構日本の特徴的な

上から目線でシステムを与えていくようなところが、僕らの会社で

もいっぱいありましたので、結局最終的には僕の会社で僕は２つの

システムを潰したんですよね。  

委  員  長   松下委員、もういいよ。  

松下委員   だから、出来上がったもの をきちっと現場でチェックするような

発想を、ぜひそこまで開発のスケジュールに入れてほしいというこ

とを要望したいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。１６ページまでやったら一旦休憩しよう

かと思いますけど、もうほかにないですね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ここで一旦トイレ休憩を１０分間やります。１５分からやりまし

ょう、時間ないから。  

（休憩  午後  ３：０７）  

（再開  午後  ３：１４）  

委  員  長   １５分になりましたので、次、１７ページの農林水産業費から最

後、２６ページまで、この間の質疑をお受けいたします。質疑はご

ざいませんか。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   １７ページの園芸育成支援事業８ ,９７１万９ ,０００円ですけど

も、ほとんどが就農定着用のハウスの整備補助なんですが、先ほど

説明にありましたように、キュウリ５棟がＪＡで、イチジク４棟が

みはまアグリチームなんですけども、これは国、県、町のほうで補

助するわけですけども、事業者負担というのはどれくらいなんです

か。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  事業者負担というのは約１７％ぐらいになるかなというふうに思

います。  

委  員  長   河本委員。  
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 河本委員   全体の１７％ですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  全体の１７％になると思います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   金額としたら幾らになるんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  今イチジクのところでいいですか、両方事業合わせてということ

で 、 全 体 の と こ ろ で １ ,９ ６ ５ 万 円 が 自 己 負 担 分 と い う こ と に な り

ます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   非常に補助割合の高いものになっていますけど、やはり農業をや

っていく上で、新規就農者とかにしっかり参入していただきたいと

いうのはあるんですけども、事業者さんにもうちょっと負担してい

ただいて、余りにも補助率がよ過ぎる事業なので、ここに甘えが生

じて、資本投下とかという部分で責任感というのが薄れるんじゃな

いかなというふうに思うんですけども、その辺はどう考えておられ

ますか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  ただいまその事業負担６分の１というのを申し上げましたが、そ

れをリース事業として実施をし ていただいて、またそのリース事業、

リーシング、そういった形でまた就農者からその部分を回収するよ

うな形になるのかなというふうに思います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   大きな事業者があって、また個人に貸し付けるわけですか、使用

料をとって。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  あくまでもこれは国の補助とかも頂けるのは、リース事業をやる

場合、４５％と、そういった補助率になっております。それをやる

ことによって国の補助をたくさんとってこれるというような流れを

今考えておりますし、リース事業を展開していただいて、一旦は事

業者はその金額を負担するんですけれども、あと残りはリースをや

りながらその期間内に就農者からその部分をリース料金としてもら

うような形になります。  
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 委  員  長   河本委員。  

河本委員   町がリースするわけじゃなくて、大きな事業者にハウスを建てる

補助をあげて、何か地主と小作みたいな感じで、そんな感じがする

ので、直接就農者に事業としてはハウスとしての補助しか国として

は出さないよということなんですよね、リース事業としてじゃない

と。  

委  員  長   ちょっと明確に構造を説明していただいたほうがいいと思うんで

すけど。  

産業振興課長。  

産業振興課長  あくまでもこの４５％というのはリース事業を展開するというこ

とで国の補助が認められてるものでございますし、一旦そのリース

事業者は全額でハウスを建てるというようなことをやりますし、一

定の期間で貸し出しして、そして、それを就農者から回収していく

ということになる。最終的には、就農者のものになるような形の事

業になっていくかなというふうに思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   同じく１７ページの畜産業費なんですが、先ほどの説明ですと、

１２頭の牛を購入するという話だったと思うんですけど、これはど

れだけの事業者とかがやって、３４０万円のお金でどのくらいの利

益を上げようという感じになるんですか。例えば先般聞いている子

牛１頭を買うのに２０万円とか、３０万円するという話で、そうい

うのを育てていくというお金なのかな、それとも、その１２ 頭とい

うのはどういう考えかちょっと分からないので教えてください。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  この１２頭、その頭数、買う頭数ということになるんですが、こ

の事業自体は若狭牛の高能力牛購入支援事業ということで、今いろ

いろ肥育とかやっておられる方は、要は３件おられますけど、今こ

この対象になるところ、手を挙げておられるのは１件です。１件が

そういう事業に取り組んで、今後北陸新幹線とか、若狭牛なんかの

ブランド力が必要やということで、それで、その事業に取り組むと

いうことなんです。それで、値打ちのある若狭牛を育てて、それで

それを育てることによって付加価値をつけていく、そういうような
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 事業でありまして、それで、県も 町もそういったところに支援する

というような流れでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   再度お聞きするんですけど、この３４５万円というのは１２頭の

牛を買うためのお金だけですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  購入費になっております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   その１件手を挙げている事業者はその牛さえ購入してもらえば、

事業として成り立つと考えていいんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  購入だけじゃなくて、これをしっかり育てて、売れる牛にしても

らうというところでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   僕が何を言いたいか、この新幹線開業に向けた若狭牛の出荷やか

ら、トータルして何かこういう販売経路があって、そこにラインと

して乗せるための１２頭だと僕は感じておったんやけど、単なる牛

を買って育てて売ってくださいだけの感覚にしか聞こえないんやけ

ど、その開業に向けた例えばこれを道の駅に、美浜町の出店のブラ

ンドとして出店するんやとか、このトータルがあって３４５万円補

助して、それで、出荷に対しても肥料も全部要るだろうから、これ

だけではい、３４５万円で牛が育つ わけないので、今海外の肥料も

高騰していて、なかなか飼育が難しいといわれているところにもっ

てきて、これで新幹線開業に向けた若狭牛の出荷が促進できるとい

うのは不思議に思うんやけど、これでいけるんですか、ほんまに、

ちょっともう一回だけ。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  あくまでも飼っておられる事業者さんの判断ということにはなり

ますが、今後その付加価値をつけていく流れで今こういう補助が頂

けるっていうのがありますので、それで頑張るというような形で今

回この事業にのっていただいたというところであります。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   これを見ると、新規就農とか、園芸育成との補助の差が物すごい
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 大きな気がするんやけど、もう少し畜産業に対しても助成があって、

これがしっかりと美浜町のブランドを販売できるところまでやっぱ

り面倒を見るといったらおかしいけど、そのぐらいの助成をする気

はないんですか。国か県があったから、そんならのれって単にのせ

るだけで、失敗しても成功しても、そんなもの新幹線開業に向けた

んじゃないんじゃないか、単なる畜産業を１２頭買うためにお金を

出してあげただけにしか見えないんやけど、そんなことはない んで

すよね、そうなの。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  今その飼料とかそういったところの高騰もありますし、その中で、

しっかり育てるというところがありますので、今後、若狭牛のブラ

ンド力が上がる、町のほうにしっかりした販路が確立されているか

というと、そういうことではないんですけれども、しっかりその牛

をつくっていくというようなことを、県自体が新幹線の開業に向け

て動いていくというような一つの流れがございますので、そんな中

で頑張っていくその事業者に応援するようなところであります。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   余りにも県の意向やからってお任せになっていないからして、や

っぱりこの園芸とか、就農みたいにして、美浜町がこうしてやるん

やという意気込みをもう少し畜産業にも転化してほしいなと思いま

す。今のを聞いていると、単なる県が補助金が出ているからこれ、

１２頭買うお金を県からもらって３４０万円つけましただけで、新

幹線開業に向けた若狭牛の出荷って名目と全然合わんような気がす

るので、やっぱりそれにするんやったら若狭牛を、美浜町の牛をほ

んまさっきも言ったように道の駅に出店するんやというぐらいのそ

ういうトータルの営 業というか、企画をしてほしいなと思いますの

で、そういったことができるように、もう回答はええので希望して

おきます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   今の牛の件で、新幹線絡みというと、すぐ直接にというイメージ

を僕らも持つんですよね。長期的戦略に立って、若狭牛をどんどん

増やしてという戦略なら僕らもよく理解できます。ただ、その牛を

美浜町でどうさばいて、どう商品化するというところも、先ほどと
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 一緒ですけど、ないと牛は皆そんならほかのところへ持っていって、

さばいてもらう。苦労して育てて、美浜町でやっぱりさばいて、美

浜で売るという、そういうところまで僕はやっぱり戦略を付け足し

てもらいたいなと思うんです。そうしてもらえばうまくいくのでは

ないかと思うんですが、その辺はどうでしょうか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  すみません、そうですね、流通の流れであるとか、いろんなとこ

ろ、やっぱりそこがこの美浜で完結するような流れというのはなか

なか難しいのかなというふうに思います。やっぱり生産する中で、

それでそれを出荷するというような今流れしかないのかなというふ

うに思っていますし、今後もどんどんどんどんそういったところで

こういう畜産業が進んでいく中で、そういったことがこの町でも考

えられたらなというふうには思っております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   難しいと思います。外に出してさばいてもらっても、もうそれは

仕方ないと思うんですけど、売るのはここ優先とか、やっぱりそう

いう役割をつけて、付加価値を意識していかないと難しいと思いま

す。そこはぜひ守ってもらえるようにお願いしたいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

河本委員。  

河 本 委 員   １ ９ ペ ー ジ の 企 業 誘 致 助 成 事 業 の １ 億 ８ ,６ ０ ０ 万 円 で す け ど も 、

これは対象は春日野運送ということだったんですけど、ほかの議案

で要件規定を削除するという議案があがってきておるんですけども、

１億８ ,６００万円のうち、雇用促進奨励金１ ,１００万円ですよね、

これは１１人分だということなんです が、その１１人の中に美浜に

在住の方というのはどれくらいおられるんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  １１人全てが町内の方でございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   条例改正の部分でも申し上げるとは思うんですけども、美浜町民

の雇用ができたということなら、全てを削除するんじゃなくても人

口規模に合った雇用者数を明記すればいいことだと思っているので、

その辺も今後ちょっと考慮いただいて、また、別の委員会で質問し
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 ていきます。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。  

藤本委員。  

藤本委員   ２２ページの除雪対策費なんですけども、天王山、洪水山ずっと

朝から見ていましたけども、やっと台風１１号の風がおさまってき

たのかなというような感じで今見ています。最近、全国各地で甚大

な水害が発生しているわけなんですけども、この美浜町においては

ここ近年大きな災害もなく推移しているんじゃないかなと思ってい

ます。  

ただ、除雪なんですけども、美浜町の場合は委託業者が早くから

現 地 調 査 に 回 っ て い た だ い て 、 夜 中 ２ 時 、 ３ 時 で も 除 雪 し て い た

だ け ま す 。 確 か に 道 路 の 除 雪 は 早 く 仕 上 が っ て い る の が 美 浜 町 で

は な い か な と 思 っ て い ま す 。 そ の 辺 を 含 め ま し て 、 １ ０ 月 か ら ５

か 月 、 大 変 早 い 除 雪 の 体 制 が で き て い て い い ん じ ゃ な い か な と 思

っ て い ま す け ど 、 た だ 、 今 年 の ３ 月 で す か 、 ２ 回 ぐ ら い ８ ０ セ ン

チ ほ ど 積 る ぐ ら い 降 っ た ん で す け ど も 、 そ う な っ て く る と 、 今 度

除 雪 車 で 除 雪 し て も ら っ て 、 １ 日 に ２ 回 、 ３ 回 に な っ て く る と 、

周 り の 山 が 圧 雪 で カ ン カ ラ カ ン な と こ ろ へ も っ て き て 、 先 般 福 祉

関 係 の 皆 さ ん が 集 ま っ た 中 で 、 そ の 雪 の 排 雪 は ど う し た も の だ と

い う 話 が 出 て き た ら し い で す 。 そ れ で 、 そ れ は 自 助 、 共 助 の 部 分

に な ろ う か と 思 う ん で す け ど も 、 特 に 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 の 方 、

そ う い う 意 見 が あ っ た よ う に 聞 き ま し た の で 、 そ こ の と こ ろ は 時

間 を か け て で も 少 し ず つ で も や っ て い た だ く の が あ れ か な と 思 う

の と 、 家 屋 、 距 離 に よ っ て も か な り 除 雪 量 が 違 い ま す の で 、 そ こ

ら 辺 の と こ ろ の 認 識 を 持 っ て い た だ き た い の と 、 今 、 老 朽 化 し た

空 き 家 の 今 度 は 屋 根 雪 下 ろ し が ど う な る ん か と い う 話 に な る ん で

す が 、 農 業 の 大 体 ス コ ッ プ １ 杯 が 屋 根 雪 下 ろ し の 目 安 と い う の は

昔 か ら 聞 い て き て い る ん で す け ど も 、 そ の 辺 り で １ メ ー ト ル 近 い

よ う な 降 雪 量 が あ り ま す の で 、 下 の 除 雪 、 今 度 は そ う い う 事 態 に

な る と 、 か な り 湿 気 で 重 た い 雪 が 積 も り ま す の で 、 そ の 辺 の と こ

ろ の 心 配 し て い る 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 、 特 に 女 性 の 方 が そ う い う

あ れ が 多 い と い う も の で 、 今 の と こ ろ 解 決 策 と い う の が ど う し て

も な い と 思 う ん で す け ど 、 や は り 近 況 報 告 を す る な り 、 あ と 集 落
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 な り 、 地 域 な り で で き る 体 制 を 作 る の も 必 要 じ ゃ な い か な と い う

よ う な 気 が し て い る ん で す け ど も 、 私 ど も こ の 年 に な り ま す と 、

屋 根 雪 下 ろ し 、 幾 つ ま で 上 が れ る と い う の は も う 考 え ら れ ま せ ん

し 、 今 度 、 水 害 と 同 じ よ う な 対 策 も 雪 害 に も 本 当 、 い つ 降 る か 分

か り ま せ ん の で 、 ７ ,８ ０ ０ 万 円 を 結 局 上 限 ６ ０ ０ 万 円 か 、 聞 い て

い る ん で す け ど 、 額 が 決 定 か 決 定 で は な い か と い う 話 じ ゃ な し に 、

除 雪 の 対 応 を し っ か り と 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ も で き ま し た 、 降 雪 は

各 地 区 に よ っ て 量 が 全 然 違 い ま す の で 、 対 応 も 違 っ て く る と 思 い

ま す け ど 、 ち ょ っ と そ の 辺 の と こ ろ の 考 え 方 が も し あ れ ば 教 え て

ください。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  ありがとうございます。今委員おっしゃられましたとおり、地区

によりまして降雪量というのは様々でございますし、また、集落に

よりましては周りに農地等がたくさんある集落もあれば、もう周り

には農地がないというような集落もあるかと思います。  

ケース・バイ・ケースということになろ うかなというふうに思い

ま す け ど 、 こ れ ま で 以 上 に 区 長 さ ん や 、 あ と 議 員 さ ん 、 あ と 民 生

委 員 さ ん の 方 々 と も 連 絡 は 密 に せ な あ か ん な と い う の は 今 の お 話

を 聞 い て 分 か っ た と こ ろ で は ご ざ い ま す し 、 ま た 、 そ の 辺 の 体 制

づ く り と い う の も 今 後 ち ょ っ と 考 え て い か な あ か ん な と い う ふ う

には今思っております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   絶対つくれじゃなしに、やはり共助の部分で協力体制が必要であ

ると私は思っていますので、今後ともよろしくお願いします。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   ２５ページのスポーツ拠点づくり自立促進事業 の８０万円ですけ

ども、これは新規事業か、拡充事業か分かりませんが、これはどう

いったものか教えてください。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  では、私からお答えいたします。  

こちらにつきましては、毎年実施をいたしております、３月に実

施 を い た し て お り ま す 、 全 中 選 抜 の ボ ー ト 大 会 に 係 る 補 助 金 で ご

ざ い ま し て 、 昨 年 と 一 昨 年 に つ い て は コ ロ ナ 禍 の 中 で 中 止 を し て
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 お り ま す が 、 こ の 来 年 の ３ 月 に 向 け て ま た 実 施 を し て い き た い と

い う と こ ろ で 今 回 補 正 で あ げ さ せ て い た だ い た も の で ご ざ い ま す 。  

委  員  長   ほかにございませんか。いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、最後、歳入について質疑はございませんか。いいです

ね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、ないようですので、議案第６６号についての質疑を終

わります。  

次に、議案第６７号  令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

住民環境課長。  

住民環境課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６７号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第６７号についての質疑を終わります。  

次に、議案第６８号  令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

住民環境課長。  

住民環境課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６８号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第６８号についての質疑を終わります。  

次に、議案第６９号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第６９号の説明が終わりました。  
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 質疑に入ります。質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、ないようですので、議案第６９号についての質疑を終

わります。  

次に、議案第７０号  令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第７０号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第７０号についての質疑を終わります。  

次に、議案第７１号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号）についてを議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第７１号の説明が終わりました。  

質疑に入ります。質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、議案第７１号についての質疑を終わります。  

次に、議案第７２号  令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  （詳細説明）  

委  員  長   理事者の説明が終わりました。  

ただいまから質疑に入ります。質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   スマートタウンの推進なんですけど、適地とか選定されると思う

んですが、何か特別区なようなことを考えておるんですか。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  
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 まちづくり推進課長  適地の選定につきましては、例えば太陽光ですと、日照の問題等

もありますし、あるいは区画数によって、例えばできることとでき

ないことというのが出てくると思います。そうしたことを踏まえて、

適地選定を行いたいといったものでございます。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   では、ないようですので、議案第７２号についての質疑を終わり

ます。  

以上で、本委員会に付託されました議案の質疑は終了しました。  

今年から議員間討議を要請がある場合には採決の前にやりましょ

う と い う 決 ま り に な っ て お り ま す ん で す が 、 各 委 員 に お 聞 き し ま

すけども、議員間討議の要求はございますか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   なしということでいいですね。  

そんなら、そういうことで、ただいまから採決に入ります。  

議案第５４号  令和３年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成多数であります。  

よって、議案第５４号は、賛成多数をもって認定することに決し

ました。  

議案第５５号  令和３年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第５５号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第５６号  令和３年度美浜町国民健康保 険事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。  
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 本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第５６号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第５７号  令和３年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第５７号は、全員賛成をもっ て認定することに決し

ました。  

議案第５８号  令和３年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第５８号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第５９号  令和３年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第５９号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６０号  令和３年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求
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 めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６０号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６１号  令和３年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６１号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６２号  令和３年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６２号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６３号  令和３年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６３号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６４号  令和３年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  
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 （賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６４号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６５号  令和３年度美浜町上水道事業会計決算の認定につ

いてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６５号は、全員賛成をもって認定することに決し

ました。  

議案第６６号  令和４年度美浜町一般会計補正予算（第３号）を

議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成多数であります。  

よって、議案第６６号は、賛成多数をもって承認することに決し

ました。  

議案第６７号  令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６７号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第６８号  令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  
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 委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６８号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第６９号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第６９号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第７０号  令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第７０号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第７１号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第７１号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第７２号  令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  
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 よって、議案第７２号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

以上をもちまして、本委員会に付託されました議案１９件の審査

は終わりました。  

これをもって、予算決算常任委員会を閉会いたしますが、最後に

副委員長、閉会の御挨拶をお願いい たします。  

副委員長   (挨拶 ) 

（閉会宣言  午後  ４：０５）  

 

 

予算決算常任委員会の経過（質疑応答部分のみ）を記載して、そ

の相違ないことを証するため、ここに署名する。  

 

予算決算常任委員会委員長   髙橋  修  

 

 


